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は じ め に

顕著な教育効果が期待で きる教育方法 の 一

つ と して
,
C A L L はすで に 1 9 6 0 年代か ら外国

語教師の 間で知 られ て い た｡ しか し ,
い わゆる L L と呼ばれ る教育機器がそう で あ っ た よ

うに
,
C A L I J も長 い 間そ の 期待 に 応え られ る教 育効果 を示す こ と がで き なか っ た｡ それ は

,

どち ら も｢ 教材の 提示 シ ス テ ム｣ と して は 素晴ら しい 可能性を持 っ て い なが ら, 妥当な｢ 教

材がない｣ か らだと 言われ てきた ｡

しか し教材不足 の 原因 をさ らに探 っ て い くと
,
聴解力を中心と した基礎力及び総合力の

教育法 に関す る ｢ 理論 の 不在｣ が原 因で ある こ と が明らか と な っ た ｡ 我 々 は こ の 問膚点を

直視 し, まず c A L L 教材の 制作にも活用 で きる, ｢ 三 ラ ウ ン ド ｡ シ ス テ ム｣ と い う級密な指

導理論を独自に 開発した｡ 特定領 域研究 (1) の 中の計画研究の ひ と つ と して 行われた我々

の 研究 は
,
まずこ の 理 論 の 妥当性, 信頼性, 実用性を検証し, その 上で こ の 理論を ベ ー

ス

に C A L L 教材を高度化し, 外 国語に よる コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能力の真に効果的な養成を可

能 にす る こ と を目指 したもの である ｡

本研究は. 英語, 独語, 仏語 ,
日本語 の 4 言語グル - プでそれぞれの ニ - ズに応 じた C A L L

教材の 高度化の 研究 を行 っ たが
,
開発され た教材は , 実験的試用 の 結見 どの グル ー プの

もの も学習者, 教 師 に好評 で あ っ た と報告され て い る . 英語グル
.

- プは高度化された複数

の C D - R O M 教材 を大学 の 通常の 英語授業 で約 5 ケ月 間試用 し, 学習効果を客観的な外部テ

ス トで ある T O E I C で測定 した ｡ そ の 結果, す べ て の レ ベ ル で大き なス コ ア の 上昇が見 られ ,

T O E I C で信頼性が高い と言われ るス コ ア レ ン ジで は教材を使用 しなか っ たク ラス の 成績と

の 統計的な有意差も認められ た｡

英語教材はすで に東京大学,
京都大学 をは じめ 2 3 大学で の 通常の 授業 へ の 導入が予定さ

れ て い る . また 日本語グル ー プの 開発した教材は 国際学会で の 報告で も高く評価され , 現

荏, 米 国, 台湾を含め ,
5 カ国で実験的試用が計画 されて い る｡ 独 語教材も北海道大学t

都立大学 , 九州大学,
立命館大学で の 導入 が予定され てい る ｡

4 言語グル ー プの 最終報告 はす べ て特定領域研究 (1) の 計画研究班 の 成果報告書に収録

されて い る ので本報告 に は英語班の報告 の 二 編,
｢ 英語 c A L L 教材の 高度化の 研究｣ , ｢ 大学

英 語 c A L L 教材 c olle g e L ljTe シ リ
- ズ c D I R O M の 開発｣ の み を, 報告 1 及び報告 2 と して

収録 した｡

平成 1 5 年 3 月 31 日

竹蓋 草生 ( 千葉大学 名誉教授)
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研究代表者 竹蓋 草生

研究分担者

研尭分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

(研究協力者

(研究協力者

(研究協力者

(研究協力者

(研究協力者

( 研究協力者

(研究協力者

(研究協力者

(研究協力者

(研究協力者

青島 茂

水光 雅則

大木 充

細谷 行輝

水町 伊佐男

多和 田 虞
一 郎

大塚 達雄

西垣 知佳子

村田 年

椎名 紀久子

高橋 秀夫

土肥 充

田中 慎

竹董 順子

波田 克之介

鈴木 英夫

加藤 雅之

福滞 清

永尾 智

三枝 裕美

柿沼 義孝

境

宗宮 好和

清野 智昭
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千葉大学 文学部 助教授)
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助教授)

千 葉大 学 名誉教 授

千葉大学 教 育学部 助教授
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千葉大学 外国語 セ ンタ - 教授

千葉大学 外国語セ ンタ
ー 助教授

京都大学 総合人間学部 教授

文京学院大学 語学教育研究 セ ン タ
ー 専任研究

職員

千葉大学 外国語セ ン タ ー 助教授

千葉大学 外国語セ ン タ ー 助教授

千葉大学 文学部 教授

聖穂大学 人文学部 教授

大阪大学 サイバ ー メ デ ィ ア セ ンタ - 教授

独協大学 外国語学部 教授

慶応大学 経済学部 教授

京都大学 総合人間学部 教授

広島大学大学院 教育学研究科 教授

広島大学 留学生セ ン タ
ー 教授

文京学院大学 情報教育研究セ ン タ
ー 専任研 究

職員)

(研究協力者 草 ヶ 谷 茂樹 仁尾興産㈱ I T 事業部 主任技術者)

(研究協力者 L o r e n e P ag c ali w a g a n 千葉大学 外国語 セ ンタ
ー 外国語教師)

( 研究協力者 中候 清美 日本大学 生産工学部 専任講師)

( 研究協力者 岩居 弘樹 大阪大学 サ イバ ー メ ディ ア セ ン タ
ー 助教授)

( 研究協力者 市岡 正適 埼玉 医科大学 助教授)

(研究協力者 パ ト リ ス
･ ル ロ ワ 京都大学 総合人間学部 外国人教節)

( 研究協力者 三枝 裕美 京都大学 総合人間学部 助手)

( 研究協力者 ヒ ュ ｡ ス - ン
･ ヒ ン 京都大学 人間環境学研究科博士課程 3 回生)

( 研究協力者

(研究協力者

(研究協力者

( 研究協力者
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山中 恵美
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中村 春作

京都大学 人間環境学研究科博士課程 2 回生)

京都大学 人間環境学研究科修士課程 1 回生)

京都大学 人間環境学研究科修士課程 1 回生)
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延世 大学 言語教育研究院 外国語学堂 日本語 科

副教授)

広 島大学 留学生 セ ン タ ー 非常勤講 師)
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( 研究協力者 中傑 清美

3 . 研究経費

交付決定額 (配分額)

京都大学 人間環境学研究科修士課程 2 回生)

京都大学 人間環境学研究科修士課程 2 回生)

大 阪大学 サ イ バ ー

メ ディ ア セ ン タ ー 助教授)

埼玉 医科大学 助教授)

慶応義塾大学 経済学部教授)

北海道大学 情報メ ディ ア 教 育研究 総合 セ ン タ ー

教授)

北海道大学 言語文化部 講師)

東北大学 国際文化研究科 教授)

東京大学大学院 総合文化研究科 教授)

名古屋大学大学院 国際開発研究科 助教授)

九州大学大学院 言語文化研究院 助教授)

北海道情報大学 経営情報学部 教授)

大阪大学 言語文化部 教授)

仁尾興産㈱ IT 事業部 主任技術者)

千葉大学 外国語セ ン タ ー 外国語教師)

日本大学 生産工学部 専任講師)

(金額単位 : 千円)

直 接 経 費 間 接 経 費 合 計 .

平成 1 2 年度 55 , 0 0 0 0 5 5
,0 0 0

平成 1 3 年度 5 2
,
5 0 0 0 5 2

,
5 0 0

平成 14 年度 3 1 ,2 0 0 0 3 1 ,20 0

総 計 13 8
,
7 0 0 0 1 3 8

,
7 00

4 . 教育研究実績の概要

以 下 の リ ス トは英語班 の 研究成果の
一 覧で ある. 独 語 軌 仏語軌 日本語班 の 研究成果

に つ い て は特定領域研究(1) ｢ 高等教育改革に 資す る マ ル チ メ ディ ア の 高度利用 に 関する研

究｣ (領域代表者 : 坂元昂) 計画研究力 ｢ 外国語 c A L L 教材 の 高度化 の 研究｣ ( 研究代表者 :

竹蓋畢生) の 『平成 1 4 年度 研究成果報告書』 に記載 して ある ｡
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( 1 ) 著書

竹蓋傾子 (2 0 0 0) 大学英語教育 に お ける複 合 シ ス テ ム の 実践的 研究,
言語行動 の 研究 , 第

7 号
.
( 増刊号) : ト5 4

竹蓋順if , 岩崎洋
一

,
サ ン ドラ ･ リ ー

シ ュ マ ン (2 0 0 2) 英会話 3 S T E P リ ス ニ ン グ,
竹蓋畢

生 (監) , ( 樵) 語研

竹蓋草生他 (2 0 0 2) ヒ ア リ ン グマ ラ ソ ン中級 コ ー ス V ol . 1
,

竹蓋草生他 (2 0 0 2) ヒ ア リ ン グマ ラ ソ ン中級 コ
ー

ス V ol . 2 ,

竹蓋草生他 (2 0 0 2) ヒ ア リ ン グマ ラ ソ ン 中級 コ
-

ス V ol . 3
,

竹萱草生他 (2 0 0 2) ヒ アリ ン グマ ラソ ン 中級 コ - ス V bl . 4 ,

竹蓋草生他 (2 0 02) ヒ ア リ ン グマ ラ ソ ン中級 コ
ー ス V ol . 5

,

竹蓋草生他 (2 0 02) ヒ ア リ ン グマ ラ ソ ン中級 コ
ー ス V ol . 6

,

(樵) ア ル ク

(樵) ア ル ク

(樵) ア ル ク

(樵) ア ル ク

(樵) ア ル ク

(樵) ア ル ク

( 2 ) 学会誌論文

椎名紀久子 及川邦裕 (2 0 0 1) コ ミ ュ ニ ケ
- シ ョ ン能力養成用 C D - R O M 教 材の 分析的考察

一

英 語 c A L L 教材の 高度化に向けて ,
L a n g u a g e E d u c a ti o n & Te ch n ol o g y , 3 8 : 1 4 5

-1 7 4

竹蓋順子 , 竹蓋草生 , 高橋秀夫 ,
土肥充 (2 0 0 2) 英語総合力養成の ための C A L L 教材 の 開

発 とそ の 試用 一 科学研究費補助金 によ る研究
-

,
A R E L E , 13 : 1 9 9 - 2 0 8

中候清美,
竹蓋 順子 , 高橋秀夫 , 竹蓋幸 生 (2 0 0 2) 語重力 と実用 コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン 能力

の 関係 ,
L a n g u a g e E d u c a ti o n & Te c h n ol og y , 3 9 : 1 0 5

- 1 15

( 3 ) 紀要論文

高橋秀克 竹蓋畢生, 村 田年,
大塚達観 水光雅則, 椎名紀久子 , 西垣知 佳子,

土肥 丸

竹蓋順子 (2 0 0 1) 英語 c A L L 教材の 高度化 の 研究, 言語文化論叢,
9 : ト2 2

竹重順子 ,
斎藤美穂子 , 竹蓋畢生 (2 0 0 1) 英語力向上 に寄与す る要 因の 分析,

千葉大学教

育学部研究紀要, 4 9 Ⅱ: 4 7 -5 8

西垣知佳子 (2 0 01) 附属中学校に おけ る英語 コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン 能力の養成 一 三 ラ ウ ン ド

制 の 指導理論に基 づ く実践 と その 分析
一

千莫大学教育学部研究紀要,4 9 : 8 7 - 9 9

高橋秀夫, 竹蓋畢生, 水光雅則 ,
土 肥充 , 竹蓋順子 (2 0 0 2) 英語コ ミ ュ ニ ケ

ー

シ ョ ン能力

を養成す るため の 初中級 c A L L 教 材の 開発 , 言語文化論叢,
1 0 : 6 ト7 0

竹蓋草生, 竹蓋 順子 (2 0 0 2) 新 しい 英語教育 : 三 ラウ ン ド
･

シ ス テ ム
,
文京学院大学外 国

語 学部文京学院短期大学 紀要 ,
1 : 1 - 1 4

竹蓋畢生 , 草 ヶ 谷順子 , 与那覇信恵 (2 0 0 3) 外国語学部 に お け る英語教育改善 の 歩み ,
文

京学院大学外 国語学部 ･ 文京学院短期 大学紀要 ,
2 : ト1 3

中山鳳 西垣知 佳子 (2 0 0 3 予定) 附属中学校 の ｢選 択の 時 間｣ に お ける リ ス ニ ン グ指導 の
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効果
-

c A L L 用 C D - R O M 教 材の 活用
-

,千葉大学教 育学部研究紀要,5 1

( 4 ) 専門雑誌

竹蓋畢生 (2 0 0 0) コ ミ ュ ニ ケ
- シ ョ ン能力養成 の 英語教育 はで きる ( ll)

-

英語教育と評

価,
s o N Y L L 通信

,
2 12 : 6 - 9

竹蓋草生 (2 0 0 0) リ ス ニ ン グ初級者をめ ざす, 英語をモ ノ にす るため の カタ ロ グ 2 00 0
J Ol

年版
,
(樵) ア ル ク ,

1 6 6 - 16 9

竹蓋草生 (2 0 0 0) コ ミ ュ ニ ケ
-

シ ョ ン能力養成 の英語教育は でき る (1 2)
-

英語教育の シ

ス テ ム ,
S O N Y L L 通信,

21 3

高橋 秀夫 (2 0 0 2) C A L L C D - R O M 教材 c oll e g e L ljTe シ リ
ー ズの 開発 (1) , L L 通 息 ソ ニ

ー マ ー ケ テ イ ン グ株式会社, http:// Ⅵ w .1 トt s u shin ･ c o m /

竹蓋草生(2 0 0 2) 3 ラ ウ ン ド ･ シ ス テム の 実力をと こ と ん知 る! ,
C A T , 第 2 0 * , 1 6 : 5 6 - 5 8

竹蓋草生 (2 00 2) 3 ラ ウ ン ド ･ シ ス テ ム でリ ス ニ ン グカを鍛える !
一

理諭編: 3 ラ ウ ン ド ･

シ ス テ ム っ て何 ? .
E n glis h J o u m al , 第 3 2 巻,

1 2 : 3 2 - 3 3

竹蓋 草生 , 草 ヶ 谷順 子,

W a rm - U p Tr a ck ,

竹蓋 畢生,
草ヶ 谷順子 ,

W ar m - U p T r a ck ,

竹重草生 ,
草 ヶ 谷順 子 ,

W a m - U p T r a ck ,

竹蓋草生 , 草 ヶ 谷順 子 ,

W a r m - U p T r a c k ,

与 那覇信恵 (2 0 0 3) 3 ラ ウ ン ドで 『聞い て 分 か る』 を実感す る

10 0 0 時間 ヒ ア リ ン グ マ ラ ソ ン 2 00 3 M a r c b , ( 樵) アル ク ,
2 -7

与那覇信恵 ( 20 0 3) 3 ラ ウ ン ドで 『聞 い て分 か る』 を実感す る

1 00 0 時間 ヒ ア リ ン グマ ラ ソ ン 2 0 03 A p ril , ( 樵) ア ル ク, 2
- 6

与那 覇信恵 (2 0 03) 3 ラ ウ ン ドで 『聞 い て 分 か る』 を実感す る

1 0 0 0 時間 ヒ ア リ ン グマ ラ ソ ン 2 0 0 3 M ay , ( 樵) ア ル ク ,
2 -7

与那覇信恵 (2 0 0 3) 3 ラ ウ ン ドで 『聞い て 分 か る』 を実感す る

1 0 0 0 時間 ヒア リ ン グマ ラ ソ ン 2 0 03 J un e , ( 樵) ア ル ク ,
2 - 7

( 5 ) 料研 報告書

椎名紀久子 (2 0 01) 市販 C D - R O M 教材の 認知 心理学的分析と考察
- 外国語 c A L L 教材の 高

度化 に向けて ,
英語 c A L L 教材の 高度化 の 研究, 特定領域研究 ( A) ｢ 高等教育改

革に資す る マ ル チ メ デ ィ ア の 高度利用 に関す る研究｣ 領域番号 1 2 0 , 領域略称名 メ

デ ィ ア教育利｣乱 研究成果報告書 平成 1 4 年度計画研究,
2 5 8 - 2 6 6

竹蓋草生 ,
村 田年, 大塚連楓 水光雅則 , 椎名紀久子, 高橋秀夫 ,

土肥充, 西垣知佳子･

竹蓋順子 (2 00 1) 英語 c A L L 教材の 高度化の 研究 , 特定領域研究 ( A) ｢ 高等教育

改革に 資す る マ ル チ メ ディ ア の 高度利用 に 関す る研究｣ 領域番号 1 2 0 , 領域略称

名 メ ディ ア 教育利J乱 研究成果報告書 平成 1 2 年度計画研究 ,
15 9 - 1 7 2

竹蓋草生 , 高橋秀夫 ,
土肥 充 , 椎名紀久子,

西垣知佳 + , 田中鳳 清野智昭, 宗宮好取

水光雅則
,
大 木充 , 吉 島及 細谷行輝, 水町伊佐見 多和 田 晃

一 郎,
柿沼義孝,
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境 一

三 竹蓋 順子 (2 0 0 2) 外国語 c A L L 教材の 高度化の 研究, 特 定領域研究 ( A )

高等教 育改革に資す る マ ル チ メ デ ィ ア の 高度利用 に 関す る研究 研究成 果報告書

平成 1 3 年度計画研究 ,
2 4 ト2 6 9

土肥充, 高橋秀夫 , 水光雅則 ,
椎名紀久子 ,

西垣知佳子 . 竹蓋順 子 ,
竹蓋畢生 (2 0 0 3) 大

学英語 c A L L 教材 c olle g e L ife シ リ
ー ズ c D - R O M の 開発･ 特定領域研究 (1) 高等

教育改革に資す る マ ル チ メ デ ィ ア の 高度利用 に関す る研 究 研究 成果報告書 平成

1 4 年度計画研究 ( 予定)

竹蓋幸生 (2 0 0 3) 外 国語 c A L L 教材の高度化の 研免 特定領域研究 (1) 高等教育改革に資

す る マ ル チ メ デ ィ ア の 高度利用 に 関す る研究 研究成果報告書 平成 1 4 年度計画

研究 (予定)

( 6 ) 科研 ニ ュ
ー

ス レタ ー

竹蓋辛生 (2 0 0 0) 計画研究力 : 外国語 c A L L 教材の 高度化の 研 免 高等教育と マ ル チメ

ディ ア
,
創刊号 , 特定領域 研究 ( A) ｢ 高等教育 に資す る マ ル チ メ デ ィ ア の 高度利

用 に 関す る研究｣ ( 領域 1 2 0) 1 6 - 18

竹重畢生 (2 0 0 1) 外 国語教育 シ ス テ ム の 中の C A L L 教材の 高度化
- そ の 研究プ ロ セ ス

-

莱

語 c A L L 教材 の 高度化を中心 に ,
高等教育 と マ ル チ メ デ ィ ア ,

第 2 号! 特定領･域

研究 ( A ) ｢ 高等教育 に資す る マ ル チメ ディ ア の 高度利用 に 関す る研究｣ ( 領域 1 2 0)

15 - 1 9

竹蓋草生 (2 0 0 1) 研究 ト ピ ッ ク ス : IT 時代 の 英語教育 , 高等教育 と マ ル チ メ デ ィ ア ,
第 4

% , 特定領域研究 ( A) ｢ 高等教育に資す る マ ル チ メ ディ アの 高度利用 に関す る研

究｣ ( 領域 1 2 0) 8 - 22

土 肥充, 竹蓋草生 , 水光雅 臥 高橋秀夫 ,
竹蓋順子, 中牒清美 (2 0 0 2) 多様な レ ベ ル の 学

習者に対応 した英語 c A L L 教材の 開艶 高等教育改革と マ ル チ メ デ ィ ア ニ ュ
ー

ス

レタ ー

. 第 5 号 ,
特定領域研究 (A) ｢ 高等教育改革に資す る マ ル チメ デ ィ ア の 高

度利用 に 関す る研究 ,
3 9 - 4 0

竹蓋畢生(2 0 0 3) 外国語 C A L L 教材の 高度化 の 研究 , 高等教育と マ ル チメ ディ ア , 第 7 号 ,

特定領 域研究 (1) ｢ 高等教育改革に資する マ ル チメ ディ ア の 高度利 用 に関す る研

究 ,
3 3 - 3 4

土 肥充 , 高橋秀夫 ,
水光雅則 , 椎名紀久子 ,

西垣知佳 子. 竹蓋順 子, 竹蓋草生 (2 0 03) 莱

語 c A L L 教材 c olle g e L ljTe シ リ
ー ズ c D - R O M

, 高等教 育と マ ル チ メ ディ ア , 第 7

号 , 特定領域研究 (1) ｢ 高等教育改革に資す る マ ル チ メ ディ ア の 高度利 用 に 関す

る研究
,
2 9
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( 7 ) 製作物 ･ 開発物

竹蓋草生 (監 像 執筆) 他 (2 00 0) T V - N e w s , 英語教育 (大学上級) 用 C D - R O M 教材 : List e n

t o M e! V ol . 3 , メ ディ ア 教育開発セ ン タ ー 事業部制作

竹蓋 草生 (監 像 執筆) 他 (2 0 0 0) M o v ie TTi m e l , 英語教育 ( 大学上級) 用 C D - R O M 教材 :

List e n t o M e! V ol . 4 1 1
,
メ ディ ア教 育開発セ ン タ

- 事業部制作

竹蓋草生 ( 監修,
執筆) 他 (2 0 0 0) M o vie Ti m e 2 , 英語教育 ( 大学上級) 用 C D - R O M 教材 :

List e n t o M e! V ol . 4 - 2
,
メ デ ィ ア 教育開発セ ン タ ー 事業部制作

竹蓋草生 (監 像 執筆) 他 (2 0 0 0) M e dic al E nglish , 英語教育 (大学上級) 用 C D
- R O M 教

材 : Liste n t o M e! V ol . 5 , メ ディ ア 教育開発セ ン タ
- 事業部制作

竹蓋畢生( 監晩 執筆) 他(2 0 01) c A L L 教材シ リ
ー ズ英語初級｢ Li st e n t o M e! Fir st Liste ni n g｣

( c D _ R O M ) 特定 領域研究 ( A) ｢ 高等教育改革に資する マ ル チ メ デ ィ ア の高度利

用 に関す る研究, 平成1 2 年度計画研究力英語班 に よる成果物

竹蓋草生 (監 像 執筆) 他 (2 0 0 1) c A L L 教材 シ リ
ー ズ英語中級 ｢ List e n t o M e! C oll e g e L ljTe｣

( c D _ 鼠O M ) 特定領域研究 ( A) ｢ 高等教育改革に資する マ ル チメ ディ ア の 高度利

用 に関す る研究 ,
平成 1 2 年度計画研究 力英語班 に よ る成果物

竹蓋畢生 ( 監像 執筆) 他 (2 0 0 2) c A L L 教材シ リ
ー ズ英語中級 ｢ List e n t o M e! I ntr o d u c ti o n

t o c oll e g e L tjTe｣ ( C D - R O M ) 特定領域研究 ( A) ｢ 高等教育改革 に資す る マ ル チメ

ディ ア の 高度利用 に 関す る研究｣ 平成 1 3 年度計画研究 力英語班 に よ る成果物

竹蓋畢生 (監修,
執筆) 他 (2 0 03) c A L L 教材シ リ ー ズ英語中級 ｢ Liste n t o M e! C olleg e L ljTe

∬｣ ( c D ｣ R O M ) 特定領域研究 ( A ) ｢ 高等教育改革に資す る マ ル チメ デ ィ ア の 高

度利用 に関す る研究｣ 平成1 4 年度計画研究力英語班 に よ る成果物

竹蓋幸生 (監修,
執筆) 他 (2 0 0 3) E ng lish jTo r S cie n c e 1 , 英語教育(大学中上級) 用 C D

- R O M

教 材 : List e n t o M e! V ol . 6 , メ デ ィ ア 教育 開発セ ン タ
ー 事業部制作

竹蓋畢生 (監修, 執筆) 他(2 0 03) E n glis h f o r S cie n c e 2 , 英語教育( 大学中上級) 用 C D
- R O M

教材 : Li st e n t o M e! V ol . 7 , メ デ ィ ア 教育開発セ ン タ
ー 事業部制作

( 8 ) 学会口 頭発表, ポス タ
ー

及川 邦裕, 椎名紀久子 (2 00 0) 英語力養成用市販 C D - R O M 教材の 分析的考察,
外国語教育

メ デ ィ ア学会関東支部 1 0 7 回研究大会 ( 於津 田塾大学)

竹蓋幸生 , 高橋秀夫 ,
土肥充

,
竹蓋順子 (2 0 0 0) 外国語 c A L L 教材の 共同開発,

千葉大学

オ ー プ ン リ サ ー チ
`

0 0 ( 於千葉大学)

高橋 秀夫 (20 0 1) 外 国語 c A L L 教材高度化の 研免 特定領域研究 ( A ) 高等教育改革に資

す る マ ル チ メ デ ィ ア の 高度利用 に 関す る研究 ,
平成 1 3 年度第l 回領域全体会議( 於

学術総合セ ン タ ー )
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竹蓋順+ , 高橋秀夫 ,
土肥充, 竹蓋草生 (2 0 0 1) 英語総 合力養成 の ための C A L L 教材 の 開

発と そ の試用 一 科学研究費補助金 に よ る研究 , 第･ 2 7 回全 国英語教 育学会 (統 一 体

第 1 回全国英語教育学会) 広 島研究大会 (於広島国際会議場)

土肥 丸 竹蓋草生, 高橋秀克 椎名紀久子 , 西垣知佳子 , 竹蓋順子 (2 0 0 1) 三 ラ ウ ン ド ｡

シ ス テ ム に基 づ い た英語 c A L L 教材の 開発と その 試用, 日本教育 工学会 第 1 7 回

全 国大 会 (於鹿児島大学)

中山風 水谷信 息 西垣知佳子 (20 0 1) 聞き取 りの 養成 を目指した授業実践
一 中学生の 指

導 とその 効果 -

, 関東甲信越 英語教育学会第2 5 回新潟研究大会

郭 賢美, 及川邦裕, 椎名紀久子 (2 0 0 1) c A L L の 有機的活用 に よ る英語教育シ ス テ ム
一

基礎的研究 ,
外国語教育メ デ ィ ア 学会関東支部 1 1 0 回研究大会 ( 於常磐大学)

椎名紀久i ,
西垣知佳 子 (2 0 0 2) 英語 c A L L 教材の 高度化 に 向けた市販 C D - R O M 教材の 分

析的考察, 特定領域研究 ( A) 平成 13 年度第2 回領域全体会議 (於学術総合 セ ン

タ - )

椎名紀久子 , 郭賛美 (2 0 0 2) c A L L を有機的 に導入 した c s c L に よ る英 語教育 シ ス テム の

開発と実践 , 第 4 1 回 J A C E T 全 国大会 ( 於青山学院大学)

西垣知 佳子 , 椎名紀久子 (2 0 02) c A L L シ ス テ ム の評価法 に つ い て , 特定領域 研究 ( A) 辛

成 13 年度第 2 回領域全体会議 (於学術総合セ ン タ
ー

)

土 肥充
,
竹 重草生, 水光雅則 , 高橋秀夫 , 竹蓋順子 ,

中俵清美 (2 0 02) 多様な レ ベ ル の 学

習者 に対応 した英語 c A L L 教材 の 開免 特定領域研究 ( A) 平成 13 年度第 2 回領

域 全体会議 (於学術総合 セ ン タ ー )

高橋秀夫 (2 0 0 2) 中級英語 c A L L 教材
"

c olle g e L lfe
"

の 使用効果, 外国語教育 メ デ ィ ア 学

会 , 第 4 2 回全国研究大会 (於大妻女子大学)

土 肥充, 竹蓋順子 .
高橋秀夫,. 竹主事生 (2 0 0 2) 英語 コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン能力を養成す る

ため の 初中級 c A L L 教材の 開発｣ , ･ 外 国語教育メ デ ィ ア 学会第4 2 回全国研究大会

( 於大妻女子大学)

土肥充, 高橋秀夫 ,
水光雅臥 椎名紀久f , 西垣知佳子 竹蓋順子 竹蓋幸生 (2 0 03) 莱

語 c A L L 教材 c olle g e L lf e シ リ
ー ズ c D - R O M , 特定領域研究 ( A ) 高等教育改革

に資す る マ ル チ メ ディ ア の 高度利用 に 関する研免 平成1 4 年度第 2 回領域全体会

議 .( 於 日本科学未来館)

高橋秀夫 (2 0 0 3) C D - R O M 教材 c oll e g e L lfe の試 用効果 ,
特定領域研究 ( A ) 高等教育改

革に資す る マ ル チ メ ディ ア の 高度利 用 に 関す る研究 , 平成 1 4 年度第 2 回領域全体

会議 (於 日本科学未来館)

( 9 ) シ ン ポジ ウ ム 開催

シ ン ポ ジ ウ ム 『実践 : c A L L に よ る英語教 育』, 文京学院大学 ,
2 0 0 2 年 1 0 月 3 0 日
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( 1 0) 教材制作講座

竹蓋事象 高橋秀夫. 草 ヶ 谷順子 (2 0 02) メ デ ィ ア 教育 開発セ ン タ
ー 主 催の教材制作指導

研修 に講 師と して 参加 (於京都大学)

(l l) 招待講演

竹蓋草生 (2 0 0 0) 日本人学習者の ための 英語基本語魚 J A C E T 基本語嚢改定委員会設立総

会記念講演 (於早稲 田大学)

竹蓋畢生 (2 0 0 0) c A L L に よ る英語教育の 可能艶 神戸大学 大学教育研究セ ン タ
ー

フ ァ

カ ル テイ ･ ディ ベ ロ ッ プメ ン ト講演会 (於神戸大学)

竹蓋畢生 (20 0 0) 大学英語教育 の改善を目指して｣ , 文京女子大学 フ ァ カ ル テ イ
･ デベ ロ

ッ プメ ン ト講演会 (於文京女子大学)

竹善幸生 (2 0 0 0) 聞く こ と の ｢科学｣ と効果的な聞く力の ｢養成｣ (I) , 平成 1 2 年度日本

語教育研究 コ -

ス 第 2 期■(於新宿日本語学校)

竹蓋草生 (20 0 0) ア メ リ カ を旅 して . 平成 1 2 年度 千葉県高等学校生徒国際化推進 セ ミ

ナ ー ( 千葉 B ｡ 八千代 ブ ロ ッ ク) ( 於千葉県立東金自然 の家)

竹蓋辛生 (2 0 0 0) 聞く こ と の ｢ 科学｣ と効果的な聞く力の ｢ 養成｣ (2) , 平成 1 2 年度日本

語教育研究 コ
ー ス 第 2 期 (於新宿日本語学校)

竹蓋草生 (2 0 0 0) 千葉大学 に 於 ける C A L L 教育に つ い て , 熊本大学 大学教育研究セ ンタ

ー 講演会 (於熊本大学教育研究セ ン タ
ー )

椎名紀久子 (200 1) c A L L と 英語教育
- マ ル チ メ ディ アの活用法 ,

夏期公開講座 ｢ 英語教

育の 明日 を考え る
-

2 1 世紀の 日本 の 英語教育が抱える課題,
( 於桜美林大学大学

院)

椎名紀久子 (2 0 0 1) 習熟度別教育 に つ い て
-

コ ン ビ ュ - タ 支援の 英語教育 , 第 1 8 回関東地

区大学教育研究会 (於防衛大学校)

竹蓋幸生 (2 0 01) c A L L の 外国語教育 こ こ まで で きる , 北海道大学情報 メ ディ ア 教育研究

総合セ ン タ
- 講演 会 (於北海道大学)

竹蓋幸生 (2 0 01) 三 ラ ウ ン ド
･ シ ス テ ム の 開発と その 使用 効果

一

英語 コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ

ン 能力の 効果的 な養成を目指 して
-

,
最終講義 (於千葉大学)

竹蓋畢生 (2 0 0 1) 三 ラ ウ ン ド ･ シ ス テ ム に よ る C A L L 英語教育 ,
英語教 育講演会 ( 英語授

業 の 改善 研究会) (於九州大学)

竹蓋幸 生 (2 0 0 1) 三 ラ ウ ン ド
｡ シ ス テ ム に よ る C A L L 英語教育

-

新幹線 ,
ジ ャ ン ボジ ェ ッ

ト
,
そ して 岩崎恭子か ら学ぶ ,

J A C E T 九州
･

沖絶支部 L E T 九州支部共催春季学

術講演会 ( 於西 南大学)
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竹蓋草生 (2 0 01) 新し い 英語教育 : 三 ラ ウ ン ド ｡

シ ス テ ム
ー

T O E I C 8 00 点 は夢で はな

い
-

, 文京女子大学外国語学部開設披露の会 開設記念講演 (於文京女子大学)

竹蓋草生 (2 0 0 1) T h e T h r e e - S t e p A u dit o r y C o m p r eh e n si o n A p p r o a ch , J A L T ( 全国語学教 育学

会) 信州支部研究会 ( 於松本市 M - W in g)

竹 蓋 草 生 ( 2 0 0 1) 聞 く こ と の 科 学 と そ の 指 導の シ ス テ ム ,
T h e T h r e e - st e p A u dit o ry

C o m p r eb e n si o n A p p r o a c b , 第 4 0 回 (2 0 01 年度) 大学英語教育学会 (J A C E T) 全国

大会 小講演 (於藤女子大学)

土肥充
,
椎名紀久子 (2 0 0 2) ケ -

ス ス タデ ィ 報告, 千葉大学 の 場合, 文京学院大 学 シ ン ポ

ジ ウム 実践 : c A L L に よ る英語教育 (於文京学院大学)

高橋秀夫 (2 0 0 2) 外 国語セ ン タ ー

C A L L シ ス テ ム におけ る英語指導, 千葉大学外国語 セ ン

タ ー

, 第 1 回外国語シ ン ポジ ウ ム ( 於千葉大学)

高橋秀夫 (2 0 02) 千葉大学外国語 セ ン タ ー に おける C A L L の 導入 と実践,
平成 1 3 年度徳島

大学全学共通教育 F D 特別講演会 ( 於徳島大学)

高橋秀夫(2 0 0 2) ケ ー ス ス タ デ ィ 報告
,
東京大学の 場合 , 文京学院大学シ ン ポジ ウム 実践 :

C A L L に よ る英語教育 (於文京学院大学)

竹蓋草生 (2 0 0 2) 英語の勉強法 を考え る. 文京女子大学高校 特別幕座 ( 於文京女子大学

高等学校)

竹蓋辛生 (2 0 02) 英語教育 にお け る C A L L の 役割と効果 の 検証
,
共 同研究 (於大 阪大学)

竹蓋幸生 (2 0 0 2) 大学 に おける外 国語学習用 C A L L 教材の 活 用と その 成果
,
フ ァ カ ル テ イ ･

デ ベ ロ ッ プメ ン ト (於名古屋大学 大学院)

竹蓋亭生 (2 0 02) 理論編 : 立案, 使用 , 制作 , 語学教材制作講座
,
( 於京都大学)

竹蓋草生 ( 2 0 02) 国際語と して の 英語の方向性 ( 1) , 千葉市民文化大学 (於千葉市民文化

セ･ン タ - )

竹蓋 草生 (2 0 02) 国際語と して の 英 語の方向性 (2)
,
千葉市民文化大学 ( 於千葉市民文化

セ ン タ ー )

竹蓋草 生 (2 0 0 2) 実践 : c A L L に よ る英語教育 一 科学研究費補助金 に よ る研究報告,

計 画研究 英語 c A L L 教材高度化 の 研究 ,
シ ン ポジ ウ ム 報告 (於 文京学院大学)

竹蓋草生 (2 0 0 2) ヒ ア リ ン グの 効果的な指導法 一

三 ラ ウ ン ド ･ シ ス テ ム に よ る C A L L

教材の 活用｣ , シ ン ポ ジウ ム 講師 (於長崎ウ ェ ス レヤ ン大学)

竹蓋草生 (2 0 03) 英語 の 勉強法 を考 える , 文京女子大学高校 特別講座 ( 於文京学院大学)

竹蓋草生 ( 2 0 03) 効果 的なテ ィ ー ム テ ィ
ー チ ン グの 在 り方 に つ い て . 平成 14 年度千葉県外

国語指導助手中間期研修会 (於千葉県総合教育セ ン タ ー

)

竹蓋草生 (2 00 3) 自然 な発話の 聞き取 り と そ の 効果的 な指導法｣ , 日本英語音声学会関西 中

国支部第 6 回研究大会 ( 於関西 学院大学)
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( 1 2) 蘇
-

ム ぺ - ジ制作

･ r 三 ラ ウ ン ド ｡ シ ス テ ム｣ の 指導理論 に 関す る H P

http :// w w w 5 e .big8 o b e . n e .jp/
-

t a k eずuta /i n d e x .h t m l

｡ 科学研究費補助金特定領域研究 ｢外 国語 c A L L 教材の 高度化 の 研究｣ に 関する H P

佃p :// w w w 5 e .b igl o b e . n e .j p/ - ta k eずut a/ c aIUin d e x . ht m I

Ⅹiii



英語 c A L L 散財 の高度化の研究

竹蓋 草生

千葉大学名誉教授

草 ヶ 谷 順子

文京学院短期大学専任講師

1 . は じめに

計画研究力放 で は,
下位 グル

ー プの 4 言語グル - プがそれぞれ以下 の タイ トル で別

個 に報告書を作成 し, 特定領域研究 ( 1 ) ｢ 高等教育 に資す る マ ル チ メ ディ ア の 高度

利用 に関す る研究｣ の 『研究成果報告書 (平成 1 4 年度計画研究)』 に提 出 して い る o

英 語 班 1 . 外国語c A L L 教材 の 高度化 の 研究 (竹蓋亭生 , 草ヶ 谷順 子)

2 . 大学英語c A L L 教 材c olleg e L lf e シ リ
ー ズ c D - R O M の開発 ( 土肥充, 高橋

秀泉 水光雅敗 椎名紀久子, 西垣知佳子 , 竹蓋順子 . 竹重草生)

3 . 英語c A L L 教材 List e n t o M e! に よ る コ ミ ュ ニ ケ
- シ ョ ン 能力の養成

( 椎名紀久子)

4 . 中学校 に おけ る First List e ni n g の 活用 (西垣知佳子)

独 語 班 ネ ッ ト ワ
ー ク 型 c A L L シ ス テ ム の構築に つ い て (細谷行楓 田中憤)

仏 語 班 フ ラ ン ス 語文法 C A L L 授業に おける教師 に よ る 口頭説 明の 役割(大木充)

日本語班 日本語 c A L L コ
ー ス ウ ェ ア 聴解練習用 C D - R O M の 開発( 水町伊佐見 多

和 田虞 一 郎, 茅本百合子 , 桑原陽子, 山中恵美)

したが っ て, こ こで は重複を避ける ため , 1) カ班 の 研究代表者で あ り指導理論の

開発者で ある竹蓋が, 研究分担者兼総括事務担当者の 草ヶ 谷と共 同で , 本研究に採用

された指導理論と開発された教材,
とくに英語教材の 評価に責任を持ち ,

関連 デ
ー タ

の 観察と分析を行 っ た結果に つ い て の 報告 に必 要な加筆, 修正を施 したもの を報告 1

と して収録す る｡ 次 に ,
2 ) 英語班の 高度化され た C A L L 教材開発の過程を記 したも

の を報告 2 とす る ｡ さ らに ,
今後の 研究 の 方 向性を示唆する必 要性か らカ班の 研究の

源流 を含め て研究 の 全体像 お よび将来像 に つ い て もま とめ る ｡

2 . 研 究の 背景

本研究 を開始 した動機 は ,
わが国の 学生 ,

社会 か ら ｢ 英語 に よ る コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ

ン能 力を高めた い｣ と い う強 い 要望がある に もか かわ らず, 新聞紙上で 毎年の よう に

- 1
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繰 り返 さ れ る
,
｢ わが国の T O E F L 受験生 の ス コ アが世界 で最下位 に 近 い｣ と い う報道

に
,
英語教師 と して何か しなけれ ばなら ない , 勉強 しない 学習者が悪い などと座視 し

て は い られ ない と い う気持 ち で あ っ た ｡ さ ら に
,
｢ 大学 に 入 る と (学 生の) 英語力 は

上が る ど こ ろ か下 が っ て しまう｣ ( 山岸,1 9 93) とい う指摘に は大学英語教員と して の

プライ ドが大 きく傷 つ けられた ｡ しか し ,
どれ ほ どがん ば っ て も 1 日 2 4 時間 しか な

い 人間教師 に で きる こ と に は限度 が あるの で , 教師 の 時 間不足 を補 い ,
か つ 指導の 一

部 (中核部分 と言 っ て よい か も しれ ない) を分担させ られ る ｢ 英語教 師 ロ ボ ッ ト｣ の

制作に着目 した｡

こ の と き に幸運 な こ と が3 つ 重 な っ た｡ それはまず, 性能 が急速 に向上 し, 逆 に 価

格は低下 の 一

途 をた どっ てい たパ J ) ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の 存在で あ る . 次 に , 竹蓋研

究室 に は サ ウ ン ド財団をは じめ, N E C 鰍 s o N Y 鰍 ㈱N H K エ デ ュ ケ ー

シ ョ ナ ル
, ㈱

ア ル ク
,
そ の 他数多くの 企業か ら奨学寄付金 や委任経理金 の 助成 を得られ る こ と とな

り
,
とく に N E C 中央研究所 か らは マ ル チ メ デ ィ ア C A L L 教材開発研究の ため の 技術

援助ま で受 け られ る こ と にな っ た ｡ さ ら に , 千葉大学 に 大学院自然科学研究科 (博士

後期課程 : 1 9 8 6) が設置され, 英語教育 の 改善に強い 意欲 をも つ 院生が次 々 と入 学 し

て きた こ と も幸運なこ とで あ っ た o 指導 だけ で なく開発研究も,

一

人 の 研究者だけで

で きる こ と には 限度があるか らで あ る. これ で . 英語教 育改善 の ため の マ ル チ メ デ ィ

ア 教材開発 へ の ｢ 強い 意欲｣
,
｢ 予算｣ そ して ｢ 人材｣ が揃 っ た｡

千葉大学 の C A L L 教材開発チ ー ム が こ の よう な陣容で 開発 した最初 の C A L L 教材は ,

書籍の 形 で作 られて い た伝統的な英語教材を マ ル チ メ デ ィ ア 情報機器で 扱え る形 に

しただけ の もの で あ っ た (椎名,1 9 9 1 ; 大西,1 9 92) ｡ し か し, そ の ような教材で技術的

な基礎を学 んだ後に開発された c A L L 教材は
,
これも N E C 中央研究所の援助で 開発

で きたも の で あ っ たが
, 実験的使 用 に 限 る とい う条件 つ き で使用 を許された

,
A rth u r

H aile y 原作の 映画 H ot el ( 映像 , 音声共) を素材と し た理想 的と言 える教材で あ っ た

(土肥 ,
1 9 9 5) 0

実験的 に 開発された上記 3 種の C A L L 教材は , 試用 の 結果
,
い ずれ も極めて高い 効

果の得られ る こ とが検証され た (項目 6 .( 1) の表 1 参照) ｡ しか し素材の著作権 の 問題

があ っ た ため
,
い ずれ も -

般的 な授業で 自由 に 使用す る こ と は不可能で あ っ た｡ c A L L

教材に よ る指導の高い 効果 を目の 当た り に し ながら
, 大学 の 授業で 自由 に使用 で きな

い こ とは 非常に残念で あ っ た｡ こ の ため次 の ス テ ッ プ と して
, 当 晩 竹蓋が監修 して

制作した㈱ア ル ク の 『ヒ アリ ン グマ ラ ソ ン 入 門 コ ー

ス』 お よび 『ヒ ア リ ン グマ ラ ソ ン

初級 コ
ー

ス』 を条件付きで ( 千葉大学 で の 指導に 限定す る
, 使用期 間は数年 に 限 る)

C A L L 教 材化 の 許可を得た い と考 えた｡ 幸 い に も㈱ア ル ク の 好意 に よ りそれ が許可 さ

れ
,
現千葉大学外国語 セ ンタ ー

の 高橋秀夫助教挽 土肥 充助教授 を中心 に 『ヒ ア リ ン

-
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グマ ラ ソ ン』 の C A L L 教 材化 が行 われ た ｡

㈱ア ル ク の 『ヒ ア リ ン グマ ラ ソ ン入門 コ
-

ス』. 『ヒ ア リ ン グマ ラ ソ ン初級 コ ー ス』

を C A L L 教材化 して使用 した外 国語セ ン タ ー で の 授業は , 学生か ら歓迎 され, ま た学

生の 英語 コ ミ ュ ニ ケ
-

シ ョ ン能 力に 顕著な向上が見 られ , 大きな成功を収めた ( 高橋

他,1 9 9 6 ; 椎名他 ,1 9 9 6 : 高橋他 ,1 99 6 ; 土肥他 1 9 9 6 ; 高橋他1 9 9 7 ; 竹蓋順,1 9 9 9) . C A L L

教材で の 指導が成功 したと い う こ と は当時の 丸 山工作千葉大学学長 や , 千葉大学外国

語セ ン タ ー

の ｢ 第 3 者点検 (1 9 97) ｣ で 千葉大学を訪れ た委員.
教養教育 に関する ｢ 視

学委員実地視察 ( 19 9 7) ｣ で の 委員の 発言で も高く評価された .

外国語 の C A L L 教育等で 旧教養部時代で は 考えられ なか っ た卓越 した効果が見

られ る ｡ ( 丸山 工作前千葉大学長 : 千葉大学広報,1 9 98)

4 年前に教養部 を廃止して全学協力体制の もと に普遍教育が開始された の は

こ れ か ら行われ る大学の大改革の前ぶれ で あ っ たの で ありま し ょ う ｡ 情報数

育や外国語教育の よう に すば ら しい 効果をもた ら した ‥
. 0

( 丸山工作前千葉大学長 : 千葉大学学報,1 9 9 8)

委員A : 非常 に よく考 えられた大変良い シ ス テ ム で ,
学生 が興味 をも っ て 勉強

で き る｡ 予算が通 る可能性 の 大き い もの だ と思う ｡

委員B : 外国語セ ン タ ー の中で も c A L L が頑張 っ て 計画的 に開発. 運営 をして

い るの が よく わか る ｡

委員C : 理 論に基 づき研究 , 開発して い るの が よくわか る ｡

委員D : 多様なト ピ ッ ク と ジ ャ ン ル の 教材が準備され て い る ｡ ( デモ を見て) ,

自分が学生だ っ たら の めり込 ん で学習 しそうだ ｡

( 4 名の 点検委員 : 千葉大学外国語 セ ンタ ー 第 3 者点検
,
1 9 9 7)

授業 におけ る教 育指導方法 に つ い て ‥ .
｢ 外 国語教 育は学生 の 多様 な ニ ー ズに

応え るも の と して の C A L L 英語 ( コ ン ピ ュ ー タ 支援言語学習) 等 が効果 的で評

価で きる ｡ ( 委員 : 教養教 育に 関す る視学委員実地視察, 1 9 97)

さ ら に 千葉大学 の 若手研究者 ( 高橋秀夫 , 椎名紀久子 , 中候清美,
土肥充の 4 氏)

が c A L L に よ る指導実践 で大学英語教育学会実践鷺を受賞 し, 他大学 に も知られ る と

こ ろ と な っ た. こう した こ と に よ り,
多数 の 他 大学 の 教職員が千葉大学 を視察 に 訪れ

る よう に な り
,
ほ ぼ異 口 同音 に こ の ソ フ ト ウ ェ ア を使 わせ ても らえない か と要望 を寄
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せ る よ う に な っ た ｡

しか し
･
こ こ で 問題 に な っ た の は

･
や はり著作権 の 問題 で あ っ た o c A L L 教材自体

はデ ジタ ル 製品で ある から
･
コ ピ ー をす る こ と は簡単で あ っ たが

,
c A L L 教材 の 素材

は㈱ア ル ク が著作権を持 つ 教材で あるため
,
広く

, 自由に 他大学 で も使用 して も らう

こ と は許され なか っ たo また千葉大学と して も
, 期間限定 で使用す る と い う㈱ア ル ク

との 契約 が あ っ たの で
, 早急 に

･ 他の 素材で 誰 でもが自由 に使用 で き る C A L L 教 材を

制作す る 必 要 に 迫られた o そ こ で我々 は丸山学長の もと を訪れ ,
｢ 千葉大学 を含む い

ずれ の 大学で も希望すれば自由に使用 で き る C A L L 教材を作 りたい の で
,
どこ か か ら

助成を受け られない か｣ と相談を したと こ ろ
,
経理部長を通 して文部科学省大学共同

利用機関の メ デ ィ ア教 育開発セ ン タ ー に紹介 してい ただけ る こ と と な っ た｡

メ デ ィ ア教 育開発セ ン タ ー で は, 学習リ ソ ー

ス 研究開発系 の 山田恒夫教授が我 々 の

話 を聞 い て くださ り
･ 竹蓋がセ ン タ ー

の 共 同研究員にな る こ と に よ っ て
, 千葉大学で

基礎研究を行 っ た c A L L 教材を共 同で制作で き るよ う に しま し ょ う と提案して い た

だけた o セ ン タ ー で は
･ 竹蓋 と千葉大学 の若手教貞が協力 して コ ー

ス ウ ェ ア を制作 し,

ソ フ トウ ェ ア制作は その 道 の 専門 の 技術者 (㈱N H K エ デ ュ ケ ー

シ ョ ナル) に 委託す

る とい う形 で平成 1 0 年度か ら 11 年度 にか け･ c olle g e L e c t u r e s , P e o pl e T alk , T V N e w s ,
M o v i e Ti m e 1

,
M o v ie Ti

'

m e 2 の 計 5 枚 の C D - R O M 教材を制作す る こ とがで きた. こ れ ら

の教 材 の 素材 は
･ 元 N = K 所属の カ メ ラ マ ン ･

音声技術 者 に 同行 して もら っ て米 国テ

ラ バ マ 大 学まで撮 影取材 に行き
･ 大学関係者 にイ ンタ ビ ュ ー を実施 し て収集した ｡ そ

して
･
そ れ ら の ス ピ ー チ を素材 と した c D - R O M 教材を自作す る こ と が可能と な っ た.

さ ら に 著作権 の許諾を得て ･ 米国 N B C テ レ ビの ニ ュ ー

ス や ト ー ク番組の 映像をそ の

まま使 用 したり
･
著作権の 期 限の 切れた古 い もの で は あ るが,

い まだ に米国で毎年放

映され て い る評判 の 高い 映画 ･
It k a W o n d e rf u l L ljTe (『素晴ら しき乱 人生! 』) を素材

と して使用 す る こ と で
･ 多く の 学習者に魅力を感じて も らえる もの ができた ｡

しか し
･
こ こ で もす べ てが理想的 に進ん だわ けで は なか っ た｡ それ は

,
メ ディ ア 教

育開発セ ン タ ー で教材を制作する 場合
, 民業を圧迫 して は い けない と い う こ と で

,

一

般 の 市場 で 需要 の 高い もの は制作で きない と い う事情があ っ た こ と で ある ｡ その 結 果
,

我々 と して は大学 用英語 c A L L 教材で も最上 級 レベ ル の 学習者( 学習開始時に T O E I C

6 5 0 - 75 0
･ T O E F しP B T 5 0 0

-

5 3 0 以上 の 大学生
, 社会人) を対 象と した もの を制作す

る こ と とな っ た o 素材の 内容 が優れ て い る だ けで なく,
ソ フ ト ウ ェ ア も専門の 技術者

と デザイ ナ ー が制作した もの で ある の で
!
デザイ ン 的に 見栄 えがよ く

, また直感的 に

使用 しやす い C D - R O M 教材 と は な っ た ○ しか し残念 なが ら
, 全国最上級 レ ベ ル の 大

学の
･
しか も上位群 の 学生 しか使用す る こ と がで きない とい う結果 に な っ て しま っ た ｡

こ う して メ ディ ア 教育開発セ ン タ ー と の 共同研究を行 っ て い るう ち に
, 素材 の 面 で
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も,
ソ フ ト ウ ェ ア の 面 で も

,
どの 程度 の もの が制作で き るの かと い う 目処が見え てき

た ｡ そ して それが確 実 に 実用 に なる こ と も明 らか に な っ たの で ある｡ しか し, ｢ 全国

の ど こ の 大学で も自由 に使え｣ , ｢ 能力 レ ベ ル的 に も っ と も人数の 多い 大学生層 が使用

で き｣ , わが国の 英 語教 育の 抜 本的な改善を図れ る ような , しか もさ ら に 質の 高い 教

材を開発す る に は
,
そ の こと を明確な目的 と した科学研究 の 実践が最善 で あろうとい

う結論 に 至 っ た｡ そ こ で我 々 は千葉大学 で シ ン ポジ ウ ム を開催 し
,
全国 の大学英語教

員の有志 にその よ うなプ ロ ジ ェ ク トを共 同で実践す る こ と を呼 び か けた｡ その 結果,

1 0 0 名近 い 教員が賛同し てくれ る こ と と な っ た｡ その 時も我 々 は メ デ ィ ア教育開発セ

ン タ ー と密接な関係を持 ち なが ら計画を立 て , 平成 1 0 年に科研の 特定領域 ( A) に 応

募を した｡ 残念なが らそ,の 年は不採択で あ っ たが, 続けて応募した翌年は領域 (領域

代表者 坂元昂) が採択され , 我々 もそ の 中の 計画研究の ひ と つ ,
｢ 外国語 c A L L 教材

の 高度化 の 研究｣ と して平成1 2 年度 - 14 年度の 3 年間に わたる研究 が可能に な っ た｡

3 . 研究の 目的

本項目 には, 平成 1 2 年度の ｢ 研究計画調書概要｣ の 提 出に 当た っ て ｢ 研究の 目的｣

欄 に記述 した内容 をほぼそ の まま引用す る｡

(1) 研 究目的

本研究 の 目的 は
,
そ の 効率の 低さ が指摘される大学 外国語 (英語) 教育 を C A L L

教 材の 高度化に よ り抜本的 に 改善 し
,
大学生 の 外国語 (英語) に よ る コ ミ ュ ニ

ケ ー

シ ョ ン能力を社会の ニ ー ズを満たせ る レ ベ ル に引き上げる ための 実証的な

教材及び教育方法 に 関す る研究を行う こ と で ある ｡

( 2) 当該分野に おける こ の研究 ( 計画) の 学術的な特色 ･ 独創的な点及び予想される

結果と意義

学術的な特色 ･ 独創的な 点は , 総合力の 養成に最も基本的と 言われ ながら世界

的 にも開発の 遅れ て い る ｢ 聞く こ と と , 語桑の 指導法｣ を独 自に 開発して い る

点 にある ｡ こ れ ら に ,
さ ら に ｢ 三 ラ ウ ン ド ･

シ ス テ ム｣ と 呼ばれる極め て 効果

的な指導理論
,
教材開発理論 を組み 合わせ た コ ー

ス ウ ェ ア を中心 と した c A L L

シ ス テ ム で 外国語 の 総合力を向上させ る実証的な研究 は他 に例 がなく , 独創的

な もの であ る ｡ 予想 され る結果と して は
,
たとえば T O E F しP B T 5 5 0 - 60 0 点の

語学 力を養成 し . 大学改革の 名 に値す る英語教育改革 の 可能 な こ と が実証され

る もの と考え る｡

-
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(3) 国内外 の関連する研究の 申で の 当該研究の位置付け

当該研究 は
, 全国 4 7 大学 ･

1 0 0 名の 外 国語教員の賛同 に よ る協力 で実践され る

も の で あり
, 関連分野で は全 国で最 も規模 の 大きい

, 優れ た研究 で ある と考 え

る｡

(4) 従来の研究経過 ･

研究成果又は準備状況等

広範な関連分野 に おける本研究 の 研究 分担者, 協力者の 基礎研究 に対して
, 大

学英語教育学会賞 (1 98 4)
, 大学英語教育学会実践賞 ( 1 9 9 6) , 私立大学情報教

育協会賞 (1 99 8) I A V C C G o o d Sit e 賞 (1 9 9 8) が授与されて い るo

4 . 文献 の 研究

研究 の 開始 に あた っ て
･ まず

･
文 献の調査 に より コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン 能力の養成を

目指した外国語教育の 現状 とその 問題点を明 ら か に した｡ こ の 調査 に より
,
外国語教

育の 基礎 ･ 基本 と なるの は ｢ 語重力の養成｣ と ｢ 聴解力の養成｣ で あ る ( 中煉
,
1 9 9 1 ;

C o ad y , 1 9 9 7 : Zi m e - a n , 1 9 9 7 ; 竹蓋順 , 2 0 0 0 ; C el c e - M u r ci a
,
2 0 0 1 ; P et e r s o n

,
2 0 0 1) と

い う こ とが, まず明 らかと な っ たo

U ntil q u lt e r e c e n tly , li st e ni n g c o m p r e h e n si o n h ad b e e n n e gl e ct e d w ith r e g a r d t o b o th its

pl a c e i n s e c o n d o r fb r e lg n l a n g u a g e t e a ch in g m e 也od olo g y a n d th e d e v el o p m e n t o f

t e ch niq u e s an d m at e ri al s f o r u s e i n th e cl a s s r o o m ･ As M o rl e y
,

s ch ap te r p o i n t s O u t ,

li st e ni n g c o m p r e h e n si o n i s n o w f elt t o b e a p r e r e q uisit e f o r o r al p r o fl Ci e n c y a s w ell a s a n

i m p o rt an t skill i n it s o wn right ･ ( c elc e - M u r ci a
,
2 0 0 1)

次 に ･
こ の よう に 言われながら も

,
どち ら の 分野 に おい て も科学的 で妥 当性 の 高 い

研究が少 なく (p arib ak ht & - W e s c h e
,
1 9 9 7 : E llis ,1 9 9 7 : L o n g ,2 0 0 2) , 指導理論もまだ存

在しな い と い っ て も良い よ うな状況 で ある と い う こ と も明 らか と な っ た｡ 結果 と して
,

当然の こ と なが ら
･ 効果的 な教材

,
と く に 高 レ ベ ル の 学 習者用 の 教材が存在 し ない

( M o rle y ,2 00 1 ･

･

L y n c h ,2 0 0 2) と い う事 実も明 らか に な っ た .

M orl ey d e c ri e d t h e fa c t th at
u

vi rt u ally n o s p e ci ali z e d t e x t b o o k m at e ri als e x i st i n th e a r e a

o f in t e 皿 e diat e a n d ad v a n c e d list e ni n g
"

, a n d Bl air (1 9 8 2) o b s e r v e d t h at sp e ci al att e n ti o n

t o list e n i n g J u st did n
'

t
㍑

s e11
"

u n til r e c e n t ti m e s ･ ( M o rl e y , 2 0 0 1)

V an d e rg rift
'

s r e c e n t c o m m e n t t h at
托

List e ni n g i s h a rd w o r k , a n d d e s e r v e s m o r e a n aly s i s

a n d s u p p o rt
"

( Ⅶ n d e rg r 此 1 9 9 9 :1 6 8) n e atly e n c a p s u l at e s th e t h e m e s l h a , ｡ t o u c h e d ｡ n i n
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this c h apt e r : th e
㍑

e W o rt a 鮎r m e a n l n g
M

m ad e b y liste n e r s , th e i m p o rt a n c e of t h e e m piric al

in v e stig ati o n an d a s s e s s m e nt o f list e ni n g b y r e s e a r ch e r s , a n d th e n e e d t o d e v el o p m o r e

effe cti v e m a te ri al s an d t e c lm iq u e s f o r l an g u a g e t e a ch e r ･ ( Ly n c h , 2 0 0 2)

指導内容 を科学的 に指 導する ため の 理論 , 教材がない と い う こ と は効果的 な指導に

と っ て致命的と も言え る大きな障害で あ るが ,
い わゆる試行錯誤 の 形式で の 研究自体

に も決 して 問題 が少なく ない よう であ る｡ それ は
, 外国語教育に関す る研究 に は最も

近 い 学問的分野の ひ と つ で あると 考え られ る S e c o nd L a n g u ag e A c q ui siti o n ( S L A) の 分

野 の 研究 に対して 以下 の ような批判 がある か らで ある ｡

1) s L A 研究 と言い ながら, こ の 分野の 研究の多くがp e d a g o g y ( 教 育) や 1e a m i n g ( 学

習) に つ い て の 研究 を して い ない ｡

T his b o o k is
,
i n f a c t

,
a t e sti m o n y t o th e di vi d e th at c u r r e n tl y e xi sts b et w e e n S L A r e s e a r c h

o r th e o ry , o n th e o n e h a n d , an d l an g u ag e p ed ag o g y , o n th e ot h e r . ( Ellis , 1 9 9 7)

M u c h of th e w o rk th at w o uld b e in cl ud e d u n d e r th e b r o a d e r d efinitio n i s r lg O r O u S an d

v al u abl e
,
b ut littl e of it h a s an yth in g t o d o w ith h o w p e o ple l e a m a s e c o n d l an g u a g e - o r,

at l e a st
,
a c o n n e c ti o n h a s y et t o b e d e m o n st r a te d . ( L o n g , 2 0 0 2)

2) 数少 ない Ie a mi n g ( 学習) の 研究を して い る もの でも, それ が自然 な ｢教室環境｣

で の 学習や指導に関す る観象 研究で は な い も の が多い ｡

N un an ( 1 9 9 1) p oint s o u t th at m u ch o f S L A r e s e a r c h t ak e s pl a c?
in s e tti n g s oth e r th an th e

cl a s s r o o m an d th at e v e n i n r e s e a r ch th at p u rp o rts t o b e r el e v an t t o t e a c h e r s (i . e .

,

cl a s s r o o m - o rie n t e d r e s e a r c h) m u c h o fit is n o t l o c at e d i n a ct u al cl a s s r o o m s ･ ( Ellis ,1 9 9 7)

3) L e a mi n g の 研究 と思わ れる研究 も,
そ の 多 く は妥当性 , 信頼性の 高い ｢ 効果 の 測

定 , 観察｣ を して い ない

4) 外 国語の コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン は極めて 総合的 な行動で あるの に
, その 指導や 観察

に 関す る研究 は ｢ 局部的｣ なもの が ほとん どで ある ｡

5) 教材や 指導法 の 開発研究が少なく, 既 に 存在する もの の ｢ 比較研究｣ の 域を越 え

て い な い ｡

教育機器 の 開発研究 を して い る と称 する研究 で も, 実は
,
機 器の 性能 の デモ 程度 の

こ と しか されて お らず
.
い わ ゆ る L L をは じめ

, 実際に 外 国語教育 に 必 要 な,
そ して

- 7 -



妥当な機能を持 っ た教育棟器 ,
そ の 開発研究 は少ない ｡

関連 して ,
S h e e ri n の 以 下の 指摘は興味深 い ｡

List e ni n g c o m p 血 e n si o n l e s s o n s a r e ail t o o o 鮎 n a s e ri e s o f liste n l n g t e st s i n w hich t 叩 e S

a r e pl ay ed , c o m p r eh e n si o n e x e r ci s e s a r e att e m pt e d b y t h e le a m e r s , an d f e ed b a c k is g l V e n

i n th e fo r m of th e
'

right
'

- an s w e r ･ I n l e s s o n s s u ch a s th is , li st e n i n g l S n o t b ei n g t a u ght b ut

t e s t e d . (S h e e ri n , 1 9 8 7)

Ellis は 上記 の よう な現状 に対 して ,
丁も し,

SI . A の 研究者が外国語教師 に使 っ て も

らえ る研究 を したい の で あれ ば, w b at だけで なく b o w に 留意す べ きで あ る｡ そ して ,

言語学 や心理学の方向だけで なく, 言語教育の 現実を直視 して , そ こ で外国語教師が ,

学生 が必 要 とす る研究をす べ き で ある と してい る ｡ 分野 が若い と い う事情もあ るが ,

彼は ,
現 状で は S L A の 研究結果の 教育分野で の 利用 は よ ほ ど注意 して行うか ,

また

は ま っ たく使わない ほうが よ い とまで 忠告 して い る ｡

T h e p oi nt I w i sh t o m a k e i s n o t th at gr e at s t
rid e s h a v e n o t b e e n m a d e i n S L A b u t th at

,
n o t

s u rp rl S l n gly , g i v e n th e r el ativ e i nfa n c y of th e field , th e r e a r e s till f e w c e rt ai ntie s I It m ight

b e felt
,
t h e r ef o r e

,
th at

u

a pply w ith c a u ti o n
M

- o r n o t at all - s h o uld still b e th e o rd e r of th e

d ay . ( Ellis , 1 9 9 7)

つ ま り
,
語重力や聴解力の 養成は ｢基礎軌 基本的で , そ の よ い 指導が外国語教育

に と っ て 極め て重要で ある｣ と言われ る分野で ある の に, 指導理論や教材がなく, ま

たそれ を基 に して 良い 教材や指導法が開発で きそうだ と期待で き る研究もあま り存

在しな い と い う の が関連分野 の 研究者の 感触なの で ある ｡

我々 は ,
上述の Ellis ら の 意見 に 代表され る もの と似た印象を以前か ら持 っ て い た

ため
, 独自に ,

効果的な教材作成 の ため の 英語教育理論を開発す る こ と と した｡ 結果

と し て 開 発さ れ た も の が ｢ 三 ラ ウ ン ド
･

シ ス テ ム ( T h e T h r e e -

st ep A u dit o ry

c o m p r eh e n si o n A pp r o a cb) ｣ で あ る｡ 本理論は今回の科学研究の中で開発されたもの で

は なく
,
1 9 9 0 年代 に竹蓋 に よ り開発され た理論で あるが ,

教材開発 の 骨組み と なるも

の なの で その 構造 に つ い て以下 に 概説す る ｡

5 . 三 ラ ウ ン ド ･ シ ス テ ム

三 ラ ウ ン ド ･

シ ス テ ム (3 R) と呼 ばれ るもの に は , 広義 の もの と狭義 の もの があ り,

前者 は総 合 的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能力 を効果的 に養成 で き る 多層 の 英 語教育 シ ス テ

ム の 総 称 で ある ｡ ｢ 広義の 3 R ｣ に は ,
そ の 要素 と し て

,
まず 主 に 聴解 力を効果的 に 養

成す る ｢ 中核シ ス テ ム｣ があり .
そ れ と語重力 を効果的に 養成す る語重力養成 シ ス テ

- 8 -



ム を組 み 合わせ た ｢複 合 シ ス テ ム｣ . がある . 次 に , 学習者の 能 力と興 味の バ ラツ キ に

対応す るため に 複合 シ ス テ ム をさ ら に組み 合わ せ た,
よ り上位の シ ス テ ム と して ｢ 総

合 シ ス テ ム｣ が考 え られ て い る ｡ 最後 に ,
総 合 シ ス テム まで の シ ス テ ム を活用 して 養

成さ れ る基礎的 な能力を真に 総 合的 な実用能力 に す る ため の 最上位 の シ ス テ ム と し

て の ｢ 包括 シ ス テ ム｣ が あると い う こ とで あ る ｡ こ の ような大規模な シ ス テ ム に対 し

て
, 小規模 な中核 シ ス テ ム の み を指 して 3 R と呼ぶ こ と があるが,

それ は｢ 狭義の 3 R｣

とい う こ と で ある ｡ 広義の シ ス テ ム の各要素,
それ らの 構成 に つ い て は ,

『言語行動

の 研究』, 第 7 号増刊号 ( 竹重順, 2 0 0 0) に詳述され てい るの で ,
こ こ には C D - R O M

等をメ デ ィ ア と して 制作で きる中核シ ス テ ム の 特徴に つ い て の み概説す る ｡

中核シ ス テ ム ,
つ ま り狭義 の 3 R

,
の 中心的役割 は聴解九 とく に種々 の ノイ ズに

冒され て大きく崩れた実態をも つ a uth e nti c な音声言語を聞き取 る技術の 効果的な養

成 に あ る ｡ 大分古 い もの で はある が,
音声言語の崩れの ひ どさを分か りや すく表現 し

たもの に次の よう なもの がある｡

S p e e c h is n o m o r e th an a s e ri e s of r o u g h hi nt s w hic h th e h e a r e r m u st i nt e rp r e t ･

(P al m e r , 1 93 6)

T h e m ai n ai m i n t e a chi n g c o m p r e h e n si o n m u s t b e t o h elp th e st u d e n t s r e c o g n l Z e an d u s e

th e r eliable s lg n al s i n th e sp o k e n f o rm of th e f o r e lg n l an g u ag e s a n d h elp hi m t o p
r e di ct

w h e n o nly t h e tip of an i c eb e rg lS ap p a r e n t W h at th e s h a p e o f t h e r e st o f t h e ic e b e rg m u st

b e . ( B r o wn ,

L1 97 7)

中核 シ ス テ ム の 柱は大きく分けて 以下の 2 つ で ある ｡

① 必 要 な, 大きく崩れ て伝統的な指導法で は指導が難 しい ,
a utb e n土i c な言語素材を

避ける こ と なく ,
それ が学習者の ｢ 興味や ニ ー ズ に合 っ たもの｣ で あれ ば教材と

して採用 し, 指導す る (教材数 に限度が ある ので ,
必要 な対応処置を講じる) 0

② 比較的 レ ベ ル の 高い ,
難易度 の 高 い 教材をそれほど難 しい と思わせずに 学習さ せ

る方策を指導法 の中 に取 り入れた ｢ シ ス テ ム と して の 指導法 (3 R) ｣ を開発して指

導す る ｡

ひ と つ 目の 柱( ①) を立 て る理由 は,
たとえ 困難 で は あ っ て も,

それ が人間 コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン の 実態で あるな らば避 けて は通 れな い と い う こ と と ,
人間は 自分の 興 味の

ある こ と ,
ニ ー ズが理解で きる こ と の 実践 に は信 じられない ほ ど大 きな力を発揮 する

と い う特性を も っ て い る の で ,
そ の 力を引き出 し活 用す べ き だ と考え る か ら で ある .

そ し て 2 つ 目の 柱(②) を立 てる 理 由は , 確か に 人間は大きな力 を 出す こ と がで き るが,

せ っ かくそ れ を引 き出せ たと して も , 後に な り ,
そ の 実践が 自分 に は無理だ とわ かる
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と , 諦め た り, 絶望 し たり して逆 に 無力化す る とい う特徴も併せ 持 っ て い る ｡ こ の よ

う な事態の 発生を避け るためで ある ｡

これ らの 実現 は, 言う は易く, 行う に 難 い ｡ そ こ で ,
こ こ で は とく に狭 義の 3 R , ｢ 中

頃シ ス テ ム｣ の 開発に よ っ て なぜ後者の柱を立て る こ と が可能 に な っ たの か を概説 し

て お く｡ 行う に 難い こ と を可能に して き た事例 は外国語教育界 の 外 で は数多く存在す

る ｡ た と えば, 新幹線電車の開発,
ジ ャ ン ボジ ェ ッ ト機の 開発 , 中学生の岩崎恭子 の

オ リ ン ピ ッ クで の 金 メ ダル の 獲得などで ある ｡ 興味深 い こ とに は ,
こ の ような困難 な

こ と の い ずれ もが ｢ シ ス テム 的思考 の 採用｣ に よ り可能にされ て きて い る と い う こ と

で ある ｡ そ こ で ,
3 R の 理論開発 の 際に は当然 ｢ シ ス テ ム 科学｣ の 考え方を導入す る

こ とと した ｡

シ ス テ ム 科学の 考え方の導入 に は , 第
一

に ｢ 目的｣ を明確 に 定義 しなく て は なら な

い ｡ そ して ,
その 目的 の達成 の た めに必 要な ｢ 要素｣ を複数 ,

もれ なく
,
ま た逆 に多

すぎない よう に収集 し,
それ ら の 最適な ｢ 組み 合わせ｣ 方 を考え なくて は なら ない o

まず目的 で あるが,
こ れは ｢ 英語に よ る嘩合的 な コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン能力の 効果的な

養成｣ と い う こと で異論は あるま い ｡ 次 に, 組 み 合わ せ る べ き必要 な要素 の 収集で あ

るが
,
それ を我 々 は大枠で ｢ 学習理論｣ と ｢ 情報理論｣ と した｡ つ ま り , 古典 的学習

理 論,
オ ペ ラ ン ト学習理論, 認知理 論 ,

それ に 分散 学習 の 考 え方 ,
さら に t o p - d o w n

p r o c e s si n g of i n fo rm ati o n , b o tt o m - u p p r o c e s si n g o f i nf o rm a ti o n , さ ら に は in t e r a c ti v e

p r o c e s si n g o f i n fo r m ati o n と呼 ばれ る情報処理 の 考え方 を必要 な要素 と したと い う こ と

で ある o 最後に ,
こ れ らを

一

つ の 教育 ｢ シ ス テ ム｣ の 中で , 定義された目的をも っ と

も効果的 に達成でき る よう に活用す る に は どの よう な組み 合 わせ方が最適 で ある か

を考えた ｡

以上 の よう な思考過程を経て で きあが っ た指導 シ ス テ ム の 骨格 は図 1 に 示 し,
さ ら

にそ の よう なシ ス テ ム でどの程度, 難易度 の 軽減を期待で きる か を図2 に模式的 に表

示 した｡ これ ら の 図 に関す る詳細説明は

竹蓋幸 ( 1 9 9 7) に記 して あるの で参照 し

て い ただき たい ｡

こ こ で補足的 に説明 を要する と思われ る

こ とは
,
｢ 学習理論｣ と ｢ 情報理論｣ を要

. 素と した教育 シ ス テ ム が具体的 に は どの

ような下 位目標を実現 しながら最終 目標

の ｢総合 的 な コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン能力 の

養成｣ を他 の 手法 よ り効果的, 効率的 に

実現 で き る の かを概観する こ と で あ ろう｡ 図 1 三 ラ ウ ン ド ･ シ ス テ ム の 構造
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それ は下記 の 6 項 目で あ る. また ,
.

6

項目の そ れ ぞれ を 3 R の 中 で 可能 に し

て い る主 な要因 は各項 目 の 下 に 記 し た｡

下記 の う ち の
一

つ や 二 つ の こ とが指導

に生か され る の で は なく , す べ て が統

合された ひ と つ の シ ス テ ム の 中で ,
｢ コ

ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能力の 養成｣ と い う

最終的な目標を常に意識 しなが ら ス ム

ー ズに行 われ るの で , 中核 シ ス テ ム の

み に よる 聴解力の 指導も
･

効 率よく学習

が行われ ,
か つ r e adi n g や sp e aki n g の よ

うな他技能 の向上 と い う ｢ 転移｣ も大

きい こ と が判 明 して い る ｡

図 2 各種方策で低くなる素材の難易度

1) 難 しい 学習作業を比較的容易 に学習させ られ る

① 学習を, その 探 さで ｢ 三 分割｣ して徐 々 に 理解を深め る進め方

② 種 々 の ｢ ヒ ン ト｣ を適切 な場面 で タイ ミ ン グ良く提示

③ 学習作業 の適切な ｢ 順序づ け｣ と学習作業間の ｢ 有機的関連｣

2) 学習 した こ とが よく定着す る ( 忘れない)

① ｢ 分散学習｣ に よ る学習

② ｢ 音声や 映像｣ の活用

③ ゲ - ム 感覚で の ｢ 繰り返 し｣ 学習

3) 副作用 を抑制す る

① 教材や マ ル チメ ディ ア情報の 適切 な配分 , 繰り返 しで の ｢ 負荷過大の 抑制｣

② 無理 の ない ｢ 学習計画｣ , 学 習量

4) 学習を継続したい と い う気持 ち になる

① 3 R に よ る学習 の 明白な ｢ 成就感｣

② 精神的な重圧 になら ない ｢ 自習環境｣

5) 学 んだ こ とが実際の 場面 で使え る

① 現場 で使われ る ｢ a ut h e n tic な素材｣ の 選 定

-
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② マ ル チ メ ディ ア . パ ソ コ ン に よ る ｢ 現場学習｣ に近 い 感 じ での 学習

6) 効果 の 倍増

①
■｢ 転移 の 方向性｣ (聴解 力養成先行) の 重視 に よ り学 習の 効果を倍増す る

② 上記 ｢ 1) - 5) の 組み合 わせ｣ で学習 の効果を倍増させ る

6 . 理論 ( 三 ラウ ン ド ｡ シ ス テ ム) の 検証

教育の 世界で は ,
｢ 学習者をモ ル モ ッ

■
ト に して実験授業をす べ き で は ない｣ と い う

意見 が聞か れ る こ とがある ｡ しか しなが ら, 効果が上が っ て い ない と批判され続けて

い る英語教育を改善の努力もせずに その ま ま続 け る こ とが望ま しい こ と と も言え な

い と我 々 は考 える ｡ で は どうす べ き か と思案 して い る とき に , 米 国で の 留学時代 の 恩

師 に 言わ れ た こ と ばを思い 出 した ｡ それ は,
"

A n e g ativ e r e s ult is n o thin g b ut a c h alle n g e t o

y o u r m e th o d ol o g y .

"

と い う こ と ばで ある ｡ つ ま り,
｢ し っ か り と準備をして か ら行えば

実験は絶対 に失敗 しない はずだ｣ と い う こ と で ある ｡ そうだ とすれ ば , し っ か り した

理論に 基 づ い た教材で の 指導な らば確実に 効果が上がり , 失敗す る はずがない の で ,

効果 が上 が らない とわ か っ て い る伝統的な手法 で指導 を続け る よ り, 実験的指導の導

入 は む し ろ学 習者 に対 して 良心的 な態度で ある と考 えられ る ｡ こう した考え方の もと

に
,
我 々 は 開発 した理論の 実験的検証を以下 の よう な形 で行 っ た｡

(1) 客観的デ
ー

タ (外部テ ス ト) による評価

実験群の英語力の変動: 最初 に行 っ た実験的指導は , N E C 中央研究所の 技術指導

の もと に 千葉大学 の 研究者が作成 した c A L L 教材を使 っ て
,
理想的 とも考え られ る指

導環境の中で 4 ヌ臥 延 べ 2 1 名の 学習希望者に対 して行 っ た指導で ある . 理想 的環境

と は
, 次 の 1) - 6) の 条件 を十 分 に考慮した実験的指導 で あ っ た｡

1) 使用 した c A L L 施設 (機器) が , 当時あま り 一

般 的に購入 で きない よう な ｢ 高

価な機器｣ で , 与 えられ た学習機会を逃す こ と は大き な損失である ように 感 じ

さ せ る もの で あ っ た｡

2) 被験者は希望者の み で学習意欲が極 め て高く ,
｢ 語重力は豊富 に ある ため

,
読

む こ と は でき るが聞く こ と は苦手｣ と い うタイ プの 社会人
,
大学生で あ っ た ｡

3) 教 材 に 使われ た素材 が当時 の 有名 な映画等で ｢ 内容的 に 学習者 の 興味 を引く｣

. も の で あ っ た ｡

4) ｢ 教材の 難易度と学習者 の 能 力と の ア ン バ ラ ン ス が 出ない｣ よう教材 を厳密 に

選 定
,
配分 した ｡

5) 学 習 に 無駄 がで な い よう な ｢ 学習計画｣ を教材作成者が作成 し,
そ の 計画 を守

-
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らせ た(学習期 間中に 教育実習の ため 長期間 に わた っ て学習 を中断 した学生の

得点 は除 い た) 0

6) 学習 の 場所 は実験室で , 学習者が 1 回あた り 3 0 分 -

4 5 分単位 の 予約制で実験

室 に来て学習す る形で あ っ た (学習中に 居眠 りな どは できない) 0

こ の よう な条件 の もと で行われた 4 鼠 の 実験群に対す る指導の 結果は嚢1 に示 した

が ,
正味約 2 0 時間 の 指導 (学習期間は約 2 ケ 月) で T O E I C に平均 で約 1 00 点の上昇

が得られ た｡ プリ テ ス トと ポス トテ ス トで測定された平均得点 の差 は 4 組とも統計的

に有意差と認 め られ るも の で あ っ た｡ 最下位配 下位群は個別 に T O E IC の 公開テ ス

トを受験し たが, 中位瓢 上位群は学内で市販 の 公開テス トの 過去問 を受験させ た｡

統計ソ フ ト は M i c r o s o 免 E x c el を使用 し, t
一 検定 テ ス ト ｢

一 対の標本 によ る平均の検

定 ツ
-

ル｣ で あ っ たo

衷 1 理想的環境で の C A L L による実験的指導

I
, ー喋 ち--

-

....整斉蜜..
て.;
A
; 】
′

ヒ: 嚢墨壷 ノこ
≡≡
てr冒 …

.:
,
:

L...
:.整票 藍萎蓋竃 ･1ミ;.ヒ

.
=
=芦≡

イ
まL 毒害:/ (ー■.■. ノ

妄
L.L_. .

≡:.■.墨
･

:

...
(
I....

ーン=: こ

.
¥一.jil t

:
:..
"
,
i;

墓室 整

- :.
i <埋 コ

.
:r :I..
ニ

最下位群 (5 名) 2 7 7 3 7 9 1 0 2 t = = 5 . 11 *

下位群 (4 名) 3 2 6 43 5 1 0 9 t - 5 .5 7
*

中位群 (6
′

名) 5 1 8 6 2 0 10 2 t - 4 .2 6
*

上位群 (6 名) 63 1 7 3 1 1 0 0 t
-

ll .6 8 *

* 有意差あり (p < .05)

学術的 な レ ベ ル で の ｢ 指導理論の 効果検証｣ と い う意味で は,
実験室環境で の 指導

に よ っ て得られ るデ ー タ は十 分に意味 がある ｡ 指 導条件が明示され て い る から であ るo

しか し, Ellis の 指摘に もある よう に,
ま っ たく同 じ結果は必ずしも通常の 教室で の 指

導の 場合 に 得られ る と は 限ら ない . そ こ で , 次 に行われた実験的指導は ,
3 R に基 づ

い て制作された C A L L 教 材を通常 の｢普通授業の中で の自学自習｣ に使用 した場合に ,

どの 程度 の 効果が得 られ る か を観察す る ため の もの で あ っ た｡ なお我 々 の 指導の場合 ,

普通授業の中で の 自学 自習と は ,
どこ の 大学 の 学則 に も善かれ て い る ,

｢1 単位を取得

す る に は授業1 時間 に対 して 2 時 間の 自習を要す る｣ と い う規則の 中で の 自習時間を

自由 に使 っ た学習 を指す ｡ 被験者は教育学部の 選択授業 ,
｢ 心 理言語学講義｣ , を受講

した 3 乳 延 べ 6 4 名の 学生 で あ っ た . 使用 し た C A L L 教材 は初年度 が千葉大学 で 自

作 した教材 (『ヒ ア リ ン グ マ ラ ソ ン入 門 コ
ー ス』, 『ヒ ア リ ン グマ ラ ソ ン初級 コ

ー

ス』

- 1 3 --



を C A L L 教材化したも の) で あ り , 続く 2 年は い ずれ もメ ディ ア 教育開発セ ン タ
ー で

制作した C olle g e L e c t u r e s と P e op le Talk で あ っ たo こ ち ら の 場 合は･ 別 に 用意された

語嚢学習 の 時 間を含み, 平均正味約 7 0 時間の 学習 (期間 は後期 の み , 実質約 5 ケ月)

で, T O E F L
- P B T に平均で 2 4 点 の 上昇 が見 られたo 結果 の ま とめ は衷 2 に示 したo こ

の 実験で も プリテ ス ト と ポス ト テ ス トで測 定され た学習効 果 は い ずれ も統計的 に有

意差 の ある もの で ある こ とが判 明 した｡

表 2 普通授業で の C A L L に よる自学自習
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= W.≡-'亡J.
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9 1 :.′1LL + ニ. 1.; {- 二

J
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:, :yPk 1..

㌔

上位群 (2 2 名)

..∫... [-> 己. f. :
/
,. Z 6..ウ......

,

L
L5 >
未
<

.
*

.､_.
,

- ?.
)

.A
. J

-
, 7 i

-.-,

5 55 5 7 0 15 t - 3 .03
*

中位群 (2 1 名) 5 1 4 5 3 8 2 4 t - 4 . 11
*

下位群 (2 1 名) 4 7 7 5 11 3 4 t - 7 .0 2
*

* 有意差あり (p < .0 5)

表 2 に そ の 結果をま とめ た普通授業で の 自学自習 は ,
3 年間

,
3 回 にわた っ て行わ

れ た3 観 で の 指導 で ある の で十 分な量 の 得点上昇 と い う ｢ 妥 当性｣ の検証だけで なく

再現軌 つ ま り ｢ 信頼性｣ の 面 か ら の 検証 もされ たと言え る はずで ある ｡ しか し, 再

現性の 検証は何度されて も し過ぎとい う こ と はな い と の 考えか ら ,
翌年もう

一

度別の

ク ラ ス で
,
授 業の 半 分をテ ィ ー チ ン グ ･

ア シ ス タ ン ト に ま か せ る形 で 指導を行 い ,

T O E F しP B T に よ る指導効果の検証を試み た｡ 学習の 形態は通常の授業で の 自学自習

で あり
,
正味 の 学習時間, 学習の期 間は と もに延 べ 約 7 0 時間 と半期 約 5 ケ 月 で , 表 2

の 条件 と 同 じで ある ｡ 実験的指導の 効果を示すデ
- タ の ま と め は表 3 に示 したが , 輿

味深い こ と に , T O E F L - P B T ス コ ア の 上昇量が表 2 の 上昇量 の 平均 とま っ たく 同 じ( +

24) で あ り,
さら に プリ テ ス トと ポス トテ ス トの ス コ ア の 差に も有意差 の ある こ とが

検証され,
効果 に 関する デ ー タ の 高い 妥当性 と信頼性が再現性を とお して確認された

と結論 した｡

続い て , 行われた理論の検証 に関す る 4 番目の 観察は ,
そ の 結果を表 2 に示 した実

験 的指導 に参加 した学生 で上位群 に 属す る学生 の うち ,
学習 の 継続 を希望 した者 1 0

名 に メ ディ ア 教育開発セ ン タ
ー で 開発 され た3 R の C D - R O M 教材5 枚( C oll e g e L e c t u r e s ,

p e opl e T alk , T V
- N e w s , M o vi e Ti

･

m e l & 2) を貸与 して 6 ケ月 間自宅 また は大学 で 自由に 学

習 させ た結果 で ある ｡ 6 ケ月 の 間に , 貸与 した 5 枚 の C D - R O M 教 材の うち ,
3 枚 以上
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表 3 普通授業で の C A L I J によ る自学自習 ( 再現性の観測)
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全員 ( 9 名) 4 6 2 4 8 6 2 4 t - 3 .9 1
*
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塞 4 希望者によ る C D - R O M 教材 3 枚の自学自習
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の 学習を終 了 した者は 7 名で あ っ た｡ こ の 7 名が個別 に 受験 した T O E I C 公開テ ス ト

の ス コ ア ( 平 均値) は 嚢 4 に示 した｡

表 4 に 示 したデ - 夕 か ら
.
上級者 へ の 指導も十 分 に で きる こ とが明 らか に され,

M o rl ey (ユo o l) が指摘した ,
上級 レ ベ ル の 学習者向けの 教材が存在しな い と い う こ と は ,

3 R に基 づ い た教材を含め た場合, 事実に反す る こ とが証明されたと考える ｡

統制群の英語力の変動: 外部 テ ス トの ス コ ア と い う, 客観的 デ - 夕 に よる観察の最

後の もの は, 3 R に もと づ い た教材をま っ たく使 っ た こ と のな い 学生の 英語力の 向上

または下降の軌跡で! い わゆる統制群の デ ー タ ( T O E F しIT P) の 観察で ある ｡ 統制群

と はい え
, 厳密な意味で 1 年間の 他の 方法 で の 学習結果をプリ テ ス トとポス トテ ス ト

の 差で観察 したもの で は なく
,
1 年生 と 2 年生, 2 年生と 3 年生,

3 年生と大学院生を

含む 4 年生と い っ た具合 に ,
学習履歴に 1 年以上 の 差 の ある 2 群の 比較を 2 年間に わ

た っ て 4 件行 っ た｡ 結果 は表5 に 示 した｡ い ずれ も統計的な有意差 は観測 され ず, 参

考程度 の デ ー タ で ある と は言え, ｢ 大学 に来る と英語力 は向上 しない｣ と い う指摘が

確認された形 に な っ た. 統 計ソ フ トは M i cr o s oft E x c el を使用 し,
t - 検定 テ ス ト ｢等

分散を仮定 した 2 標本 に よ る検定｣ を行 っ た ｡

衰 1 と衷 2 に示 したデ ー タ をプリ テ ス ト時の 成績の 平均値で 7 群 に分 け, 下位 か ら

順 に並 べ
,
そ れ ぞ れ の グ ル ー プの 平均上昇量を棒グ ラ フ で 示 したも の が園 3 で ある .

棒 グラ フ の 長さ が ス ム ー ズに 並ん だ こ の 表 か ら読み 取れる こ と は , 3 R に 基 づ い た教

材で の 指導 (3 R の 理論) は ,
T O E F L - P B T で 4 4 3 か ら 6 03 まで

.
どの レ ベ ル の 学習者

-
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表 5 普通授業で の ｢ 伝統的手法による｣ 指導または自習の結果
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1 年生:1 0 名, 2 年生:1 0 名 4 6 1 4 5 6
-

5 t - 0 .4 0

2 年生:l O 名, 3 年生: 8 名 4 5 6 4 8 2 2 6 i - 1 .5 2

2 年生:l O 名 , 3 年生:1 2 名 4 7 6 , 5 0 8 3 2 t - 1 . 6 1

3 年生 :1 2 名 , 4 年 + 院

坐:1 0 名

5 08 4 9 7 ⊆旺】 t - 0 . 83

有意差なし (p < .05)

に も効果的 に 使 え ると い う こ と を

示 して い る ｡

表 2 に示 した 6 4 名 の 学習者の 生

デ ー タ か ら得点上昇量 の み を取 り

出 し , 大き い もの か ら 小さい もの

の 順 に並 べ る と, 図 4 に なる ｡ こ

の 図か ら読 み取 れ る こ と は ,
自習

環境で 指導す る と ,
ま っ たく 同 じ

教材で 同 じ教 師 が指導し て も, 効

果 に は これ だ けの バ ラ ツ キ がで る

とい う こ とで あ る ｡ 学習後に ,
｢ ま

じめ に学習 した者｣ , ｢ 形式的 に 学

習 した者｣ , ｢ ほと ん ど勉強 しなか

っ た者｣ と い っ た具合 に全員が 3

群に 分 け られ る と したら どの よう

な割合 に な る か と学生 に質問 し ,

無記名 で答えさ せ た と こ ろ , 全員

の 数値 の 平均 で ,
順 に 5 9 % ,

2 6 %
,

1 5 % と い う推 定値が得られ た ｡ 仮

に
, 学習効 果 ( ス コ ア 上昇量) が

こ の 割合 で 現れ る とす る と ,
各群

の 上昇量 は 4 1 , 9 ,
-

1 6 に な る と

園 3 プリ テ ス トの 得点毎の T O E F しP B T

上昇量

図4 学習 へ の 姿勢が もたらす効果の 差
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推定 さ れ る ｡ 群の 分割法 は 厳密 で は な い が ,
3 R . の 学 習を 4 ･ 7 ケ 月 間中断す る と

T O E F しP B T で 8 . 1 ポイ ン ト下降する こ とが別の 研究 (竹蓋 鳳 2 0 0 0) で 明らか に な っ

て い るの で ! 当た らずと も遠 か らず, と 言 っ て よ さそうで ある ｡ 実験室環境で の 指導

と自習環境で の 指導で ,
効果に無視 でき ない 差が出 る原因の

一

つ は こ の 辺 りに ある と

推定され る ｡

表 2 に結果の ま とめを示 した6 4

名 の 学習者 の 生 デ
ー タ か ら ,

T O E F しP B T ス コ ア の S e cti o n 毎の

平均上昇量を求めて 示 したもの が

固5 で ある｡ 指導に使用 した C A L L

教材は中核 シ ス テ ム の も の で ,
主

に T O E F しP B T S e cti o n l で テ ス ト

される聴解力を養成す る ため に 作

られた教材 で ある にも かかわ らず,

s e ctio n 2 , S e c ti o n 3 の 文構造や読解
園5 総合力の向上 ( / 7 0 時間)

力を測定す る セ ク シ ョ ン の ス コ ア

も大きく上昇 して い る こ と か らも分かる よ うに, 他技 能に も大きな転移があ るの で ,

｢ 総合的コ ミ ュ ニ ケ
- シ ョ ン能力の 養成｣ と い う目的 か ら外れ て い な い こ と が示さ れ

て い る｡

(2) ア ンケ
ー トによる評価

千葉大学の場合 : 計画研究力班の 研究代表者 (竹蓋) は ,

′
千葉大学教育学部在職

中に選択必 修 の 専門科目と して ｢ 心理言語学講義｣ と題する 通期 の 授業を担当して い

た｡ そ こ で は ,
前期 に, 教科書･を通 して英語 によ る コ ミ ュ ニ ケ

ー

シ ョ ン能力養成 の た

め の 理論(3 R) を学び, 後期 に は ,
そ の 理論 に 基 づ い て制作された C A L L 教材を自ら

使用 し. コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン能力を向上させ ると い う実体験をす る こ と によ り理論の

よ りよ い 理解を目指す形 の 授業を行 っ て い た ｡ そ の 授業の 終了 間際に実施 された ア ン

ケ ー ト調査 の 結果を次 ペ ー ジ に 示す｡ ｢ C A L L 学習｣ , ｢ 三 ラ ウ ン ド
･ シ ス テ ム 学習｣ ･

｢ 教材の 内容｣ , ｢ 学習 へ の 興味｣ , ｢ 学習の 継続｣ に つ い て の 評価がい ずれも 4 ･8 / 5 ･0

以上 と , 高く評価され た こ とがわか る ｡ こ の 授業で 使用 され た C A L L 教材 は C olleg e

L e ct u , e s
,
P e op l e T a lk ,

T V - N e w s , M o vi e Ti m e 1 , M o v ie Ti m e 2 の 5 枚で , 学生は そ のう ち 1

- 3 枚 を選択 して 自習す ると い う形 態で あ っ た ｡
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千葉大学に お ける英語 コ ミ ュ ニ ケ - シ ョ ン 能力養成指導に つ い て

調査方法: アンケ
ー

ト( 無記 名)

実施日: 平 成1 2 年11 月2 1 日( 火)

珂苔者: 千 葉大学教育学部英語科 ｢ 心理言語学語義｣ 受 講生1 5 名

使 用教材: C D - R O M 教 材 ｢ List e n t o M e!｣ シリ
ー

ズから､ 1 - 3 枚を適訳して学習

( C ロ" e g o L e ct u re s . P e o pl e T alk . T V
I N e w s

.
M o vi e Ti m e 1

.
M ovie Ti m e 2)

大変役立つ まあまあ役立つ どちらでもない あまり役立 たない 全く役立たない
■ 讃美計 i 蓑

I C A L L 学 習

三ラウンド学習

辞書情弼

ヒント情報

鰐書見

ユ ニット
･

テ スト

国 教村 内容

難易度

享 巨歪∃喜∃巨看

分散学習

カセ ットテ ー プ

パソコン

印刷資料

小テ ストく毎週実施)

港 講 義 r 心理書き字詰義j

P 教 科書 r 美 蓄教育の 科学J

中 学 習は 輿噂祈 祷て る

匝 学習孝荒けたL l

易しい 難しい

- 1 8 -



京都大学 の場合: 計画研究力班甲研究分担者で 英語班 の総括補助者 で あ っ た京都

大学 の 水光雅則教授 は , 研究 の 開始当初 か ら C A L I J へ の 大 きな期待感 を示 し
,
平成

1 0 年度 と 1 1 年度の プ ロ ジ ェ ク ト と し て メ デ ィ ア 教育開発セ ン タ
ー

制作の C A L L 教材

が完成す る と , 千葉大学 で の 試用 と併行 して京都大学 で もその 教材を試用 し !
ア ン ケ

- ト に よ る評価を実践 したo 以下 に ,
京都大 学総合人間学部 か ら M M N e w s と して 公

刊さ れ た, 自身の解説 を含む報告 (水光, 2 0 0 2) を
一

部引用す る ｡

1 9 99 年度と 2 0 0 0 年度に ,
三 ラウ ン ド ･

シ ス テ ム に基 づ い た c A L L 教材で自習 した

学生の 印象評価の ま とめ を以下 に示す (質問 1 へ の 回答) : 履修, 評価を した学生

は 2 回生以上の京都大学学生 (｢ 通常進学者と再履修者｣ の 混在するク ラ ス : 1 99 9 年

度 は適期受講生 4 8 名, 2 0 0 0 年度は適期受講生 6 9 名) ｡ 使用 した教材は ,
1 99 9 年度

が C olle g e L e c t u r e s と P e o pl e T alk , 2 00 0 年度が T V
- N e w s と M o vie Ti m e 1 & 2 o 評価結果

の数値は 5 段階の E q u al - a pp e a ri n g l nt e rv al s 方式で 回答した人数を｢ 肯定 , 中丸 否定｣

に 分け, 百分率で表 した｡

質問 1 へ の 回答結果
ご要.
y
J; 芸

J; こ.r
,

≡

.
i

-
【
芦 準 煎 l = ー:

ヾ
/
".< 二 て≧

こ
≠
ミ: 1

i ≧.
i

.:..さ...
"

亨T : ll. 省一=-
I
:.I.

ト1) 英語 の 勉強に な つ た と感じ る
1 9 9 9 年度 8 4 1 4 1

2 0 0 0 年度 78 1 7 5

ト2) 草通 の 英語 の勉強 で こ の 種 の

c D - R O M 教材を取 り入れて ほ

しい

1 99 9 年度 83 1 4 4

20 0 0 年度 83 1 5 2

ト3) 専 門 に 必 要な英語も こ の 方

法 で勉強 し てみ たい

19 9 9 年度 7 9 1 5 6

2 0 0 0 年度 7 4 1 8 8

上記 3 年分 の ア ン ケ ー ト結果を見て , 授業担 当者 の 水光雅則教授 は以下 の よう に述

べ てい る ｡

登録者 と最終的履修者 の割合を観秦 して :

『京大 の 授業で歩留ま り 9 0 .6
0
/ o は異例 の 高さで ある｡ 』 ( M M N e w s , 2 0 0 2 , p . 7)

寛間 1 -1 ) ｢ 英語の勉強に な っ た と感 じる｣ へ の 学生の 回答を見て :

『少 々 の こ と で は満 足 した と言 い た がら ない 京大生達の 8 割以 上が満足 したと い う

結果を出す教材は他 に 知 られて い ない ｡ 巻 や ク ラ ス に よ っ て は 9 割が満足 して い る｡

- i!監 -



理系 と文 系が どの 巻 で も同 じ満足度を得 て い るわけ で は ない が,
全体で不満足で あ

っ たも の は 3 .3 % しか い なか っ た｡ 不 満足暑 が 3 .3 % に 過 ぎなか っ た こ と は ,
に わか

には信 じがた い で あ ろうが ,
こ の 教材を少 しで も視聴す る と , 誰 で もう べ な るか な

と 言う で あろ うo』 ( M M N e w s , 2 0 02 , p .1 2)

質問1 - 2 ) ｢ 普通の 英語の勉強で も っ と こ の 療の C D を使い た い｣ へ の 学生の 回答を見

て :

『筆者が今まで行 っ て きた普通 の 授業で こ の ア ン ケ
- トを実施 したい と 思わ ない ｡

筆者の 従来の方法 でさ ら に勉強を続けたい と思わない 者が2 . 6 % で
, 思う者が 83 . 0 %

にな る と は想像で きない .』 ( M M N e w s , 20 0 2 , p .1 2)

質問1 - 3 ) ｢ 専門に必要な英語もこ の 方法で勉強して み たい｣ へ の学生の 回答を見て :

『7 7 % が E S P も これで勉強し たい と答え て い る ｡ ‥ . こ の 教材が これ は こ れ で 満足

したが こ れ以上 は止めて お こ うと い うもの で は なく ,
い か に も っ と これ で 勉強 した

い と思 わせ る激励効果が高い優れた教材で ある か を如実に示 して い る占』( M M N e w s ,

2 0 0 2
, p .1 3)

京都大学 で の ｢ 全学共通科目に対 して の ア ン ケ
ー ト調査｣ ( 平 成6 年度) との 比較で :

『 一

般 に 普通 の 外国語授業で 満足す る者が約 3 0
0/ . で あ る の に対 し て ,

｢ 三 ラ ウ ン

ド ･ シ ス テ ム｣ の C D - R O M 教材で満足する もの は 8 l
O/ o な の で ある ｡

一

般 に 外国語

の 授業で 不満足で ある者が同 じ約 3 0 % で ある の に対 して ,
｢ 三 ラ ウ ン ド ･ シ ス テ ム｣

で 不満 足 だ っ た者は 3 .3 % に過 ぎなか っ たの で ある ｡ こ の 数字と外国語を学ぶ動機

を持 っ て い ない 学生 は約 1 8
0/. で ある こ とを勘案す る と ,

こ の 教材は , 学習動機を持

っ て い な い 者 に も動機を与え る効 果 を持 っ て い る こ と を も明白 に示 して い る ｡』

( M M N e w s , 2 00 2 , p .
1 4)

次 に
,
2 00 1 年度 に三 ラ ウ ン ド ･ シ ス テム に基 づ い た C A L L 教材で自習した学生の

印象評価 の ま とめ を以下 に示 す (質問 2 へ の 回答) : 履修,
評価をした学生 は ｢ 再

履修者｣ の み に 限定され た京都大学学生(通期受講生 1 13 名) o 使用 した教材は T V - N e w s

と M o vi e Ti m e 1 & 2 . 評価結果の 数値は 5 段階の E q u al - a p p e a ri n g I nt e rv al s 方式 で 回答

した人数を ｢ 肯定 , 中立,
否定｣ に 分け ,

百分率で表した｡
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質問 2 へ の 回答結果 蔓 ･. :声ヾ1.: i
;1.I. ;.:L ノ)...

:i :
′
主:
二
:

-.､≡-
て.p 肇 署 : ,

_
ゝ∴ -

～

_ f ミ
ニ

J_,/
皇-T

･.. ､,.
二 " :. ∃ ≡ ;

2 - 1) 英語の 勉強 に な つ たと感 じる 7 9 I.5 6

2 - 2) 普通 の 英語の 勉強 で こ の 種の C D 収 O M 教材を
7 4 1 8 8

取 り入 れて ほし い

2 -3) 専門に 必 要な英語も こ の 方法 で勉強して みたい 5 9 2 2 2 0

覚間2 -1 ) へ の再履修学生の 回答を見て :

『再履修着で も こ の よ う に 英語の勉強に な っ た と評す る暑が多い こ の 教材と方法

はまさに 特筆に価す る｡ 』(京都大学 に おける再履修着用 C A L L 2 0 0 1 の 評価
-

中間報

告 -

, p . 1 0)

質問2 -2) へ の 再履修者の 回答を見て :

再履修着で も,
こ の 種 の C D - R O M 教材をも っ と使い たい とする者が 6 部 もい る.

こ の 種 の 教材と学習方法を学生も支持して い ると受 け止め る こ と がで きる ｡』 (京都

大学 にお け る再履修者用 C A L L 2 0 01 の 評価 一 中間報告 -

, p .1 0)

覚間 2 - 1 ) , 2 -2 ) へ の 再履修学生の 回答を京都大学で の ｢ 全学共通科目に対して の ア

ンケ ー ト調査｣ ( 平成6 年慶) と比較して :

『優劣は 明白であるo
一

般 に外国語 の授業に は不満足で ある学生は3 0 0/ . で あるの に

対 して ,
こ の C A L L ク ラ ス で は

,
わずか 8 0/. で ある o 一

般 に外国語の 授業に満足す

る者は 3 0 % で ある の に 対 して ,
こ の ク ラ ス で は 71 % で あ る｡ 全員必須 の 英語で し

か も再履修者を対象に した ク ラ ス で ,
これ以上の 成果は望み ようもなか ろう.』 (京

都大学に おけ る再履修者用 C A L L 2 00 1 の 評価
一

中間報告 -

, p .1 2)

7 , 教材の 開発

聴解力養成 の ため の 科学的な理論が世界的に見 て も存在しない と言われ る中で .
現

荏 , わが国の 学習者が必 要 と し てい る こ と ,
可能 で ある対応策等を観察し た上で ,

我 々

が独自 に 開発 した理論 (3 R の 中核シ ス テ ム) の 妥当性 , 信頼 性 実用性 は以上 の デ

ー タ
, 資料 で確認さ れた と結論 し,

科学研究費補助金 に よる教材開発で も我 々 はそ の

理論 を べ
- ス に C A L L 教材を開発 , 高度化す る こ と と した ｡
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(1) 素材 の 収集

具体的 に教材を作成す る ため に は ,

ベ ー

ス にする理論 を選定 した後,
学習す るため

の 言語素材を収集す る必要 があ る ｡ そ して そ の 素材 は 言語構造的な, ま た コ ミ ュ ニ ケ

- シ ョ シ ･ シ ス テ ム 的な観点か ら見れ ば,
原則 と し て は ｢ 学習す べ き要素や構造がも

れなく
,
無駄 なく

, 含まれて い る｣ こ と と い う条件 が つ く｡ しか も, 同時 に, 学習 の

効果と い う面 を考えれ ば ｢ 学習者が興味を持て る ,
そ の ニ ー ズ を満 たす内容の も の ,

そ して 学習者の レ ベ ル に 合致した難易度 の 適切なもの｣ で あ る必要 もある ｡ そ の よう

な こ と を考慮す ると適切な素材の収集と は決 して 容易な こ とで は ない ｡ たと えば,
学

習者は現代 の ハ リ ウ ッ ド映画や 人気の テ レ ビ ドラ マ ,
それ に 音楽関連の素材で学びた

い な どと希望す るょ しか
■
し, 科学研究費補助金を得られ る こ

-

t と な っ た と は言え , そ

の よう なも の の 著作権の許諾に はそれを上 回る 巨額 の 費用がか か るため, 使用す る こ

と はほぼ不可能に 等 しい ｡ そ こ で 我々 の選ん だ道 は 2 つ あ り,
ひ と つ は著作権を放棄

して い る素材を使用する こ と と ,
それか ら我 々 自身で英語国に行 っ て撮影取材を行う

と い う道 で あ っ た｡ 英語班と して は , 結果と して , 前者の 方法で 1 枚, 後者の 方法 で

3 枚 の C D - R O M 教材の制作が可能とな っ た｡ これ ら の制作の詳細に つ い て は 土肥他

(2 0 03) を参照 されたい ｡

(2) コ
ー

ス ウ エ アの 制作

コ
ー

ス ウ ェ ア と は, ｢ 指導す べ き 内容 (言語素材)｣ と その ｢ 指導法｣ を合わせ たも

の で あ る の で ,
収集 した素材の編集と指導理論に基づ い た学習タ ス ク の 作成の 両者が

含まれ る｡ まずはそ の作業の 結果を紙の 上 に書き也すの で あるが, 上記 S b e e ri n( 1 98 7)

らの 批判 に 耐えら れ, 実際に効果の 期待で きる コ ー ス ウ ェ ア の 原稿は
,
音声素材が 24

分収録 されて い る C D - R O M l 枚 に つ き, A 4 版で約 4 0 0 ペ ー ジ ( デ ィ ス プ レ ー 上 で は

2
,
0 0 0 - 3

,
0 0 0 画面) に達す る膨大 な量 と なる ｡ こ の 作業は想像を絶する大変な作業で

あ るが, 研究代表者を含め, 研究分担者と な っ た英語教師 4 名がそ の 研究作業の 一

環

と して行 っ た ｡

( 3) ソフ トウ ェ アの 制作

ソ フ ト ウ ェ ア と は
,

コ ー

ス ウ ェ ア に記載された,
必要な学習作業の す べ て に つ い て

マ ル チ メ デ ィ ア ･ コ ン ビ ュ - タ を活用 して も っ と も効果 的に実践 で きる よう ,

コ ン ピ

ュ
ー タ に 理 解で き る言語で 表現 したマ ル チ メ デ ィ ア 情報 の 制御 の ため の 命令ま たは

指示 の セ ッ ト で ある ｡ こ の 部分 は情報処理技術 の 分野で あり , 高度 に 専門化され た作

業を 含む の で , 研究 費補助金の 活用 に よ り専門 の 技術者に制作を依頼した ｡
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(4) 難易度の調整

コ
ー ス ウ ェ ア の 制作

,
ソ フ ト ウ ェ ア の 制作と並 ん で 容易で ない こ と は教材の 難易度

の 調整で ある ｡ 我 々 の C A L L 教材の 高度化研究 で は
,
い ずれ は メ デ ィ ア 教育開発セ ン

タ ー で制作された大学最上級用 の C A L L 教材の 使用 を可能 に す る ような
,
そ の

一

段下

の レ ベ ル の 教材を 一 枚で も多く制作す る こ と を研究目標の ひ と つ と して , 大学初級用

また は補習用 の 教材と ,
それに 続く初中級 レ ベ ル の 教材を作成する意図で ス タ ー ト し

た｡ しか し初年度 ( 平成 1 2 年度) に作成 した 2 枚の 教材は , 結果的 に 2 枚目が初中

級 とい うよ り は中上級 の難易度と な っ て しま い/ 2 枚の 間に大 きなギ ャ ッ プが見 られ

る こ とと な っ て しま っ た ｡ そ こ で翌年の 平成 1 3 年度に は, 難易度的に, 前年度に作

成した 2 枚 の 間に入 る ような中級 の 教材を作成 した｡ 3 年目 の 平成 1 4 年度に は , 残 っ

た素材の有効利用 と い う 限られ た条件の中で素材を編集した結晃 これま で に制作さ

れた初級用 , 中級用, 中上級用 の シ リ ー ズ の 上 に 位置する大学上級用の もの が作成さ

れた｡

残念な こ と は
,
こ の シ リ ー ズ が難 易度 的に飛 び石 と ならない よう . 初級 と中上級 の

間をつ な ぐ初中級を作 る こ とがで きなか っ た こ と で ある ｡ 仮に初中級が開発で きたと

すれ ば, 初級用 , 初中級用, 中級用 ,
中上級 用

,
上級用 と切れ目の ない

一

つ の シ リ ー

ズ がで き
,
レベ ル にばら つ きの あ る学習者群 の す べ て に対応 で きたはず だか らで ある ｡

( 5) 指導メ ディ アの選定

我 々 の 科学研究費補助金 に よる 研究の ス タ ー ト以前か ら C A L L 教材と して使用 で

きる メ デ ィ ア の 可能性と して は
,
C D - R O M の 他に すで に D V D が存在して い たし ,

W e b

上で教材を提示す る こ と も不可能で は なか っ た｡ D V D は記憶容量が c D - R O M よ り大

分多く, バ ラ エ テ ィ に富 ん だ教材を 1 枚の デ ィ ス ク に 収 める こ と ができ る ｡ また,

W eb はイ ン タ ー ネ ッ ト上 で どこ で も使え , 教材の入力や変更が比較的簡単に できる等

の メ リ ッ トがある ので , 将来を目指す純粋な研究と して は C D - R O M を選定す べ きで

は なか っ た と も言え る ｡ そ の よう な中で我 々 が教材搭載 の メ デ ィ ア と して敢え て

C D - R O M を選定 したの は , 当時 の ハ ー ドウ ェ ア の 普及状況 か ら D V D が排除され,
イ

ン タ ー ネ ッ トで の デ ー タ通信速度 の 問題 と著作権の 問題 か ら W e b 上の 教材提供が排

除されたと い う消去法の結果だか ら で ある . しか し
一

方 に
, 喫 緊の 改善が期待 され る

英語教育で の 実用化要望 にす ぐに 応え られ る もの と い う ニ ー ズもある ｡ その 意味で は ,

プ レ ー ヤ ー
･ ユ ニ ッ ト の 普 及状況か ら見て , C D - R O M が最善 の メ ディ ア で ある と判 断

さ れ たとも言える ｡ つ ま り , 応 用研究 と して 実用性 の 見地が最優先され たと い う こ と

で ある ｡
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(6) 散財間の連携

1 枚 の C D - R O M に記録 され る 4 - 6 ユ ニ ッ トの 教材は/ ユ ニ ッ ト 内
,

ユ ニ ッ ト間で

い ずれ もあ る程度の ま と ま りや 関連 を も っ た ト ピ ッ ク ま たは 言語素材 の もの で ある

が
, 別 の C D - R O M に収め られ る教材間で もま っ たく無関係と い うわけ で は ない ｡ た

とえば
,
I ntr o d u c ti o n t o C oll eg e L if e , C oll e g e L if e , C olle g e L ljTe H の 3 枚 の C A L L 教材間で

は
, 出演著 , 使用語免 ト ピ ッ ク に 3 0 % 程度の重 な りがあ る｡ 1 枚目で学んだ素材が

2 枚目 の ユ ニ ッ トテ ス トの 素材と して使われて い たり
,
1 枚 目の 教材の 発展情報で学

んだ語嚢が 2 枚 目の 教材の素材で使われ て い た りと い っ た具 合 に, 教材間 に有機的な

関連を持たせ て ある ｡ そ の ような配慮 が
,
結果と して ｢ 1 つ の パ ッ セ - ジで の 新語が

約 1 0 語｣ と い う原則が大きく崩れない よ うに とい う配慮に つ なが り, 学習者 へ の負

荷過大を抑えて 指導効果を高める と い う望ま しい 結果を生むか ら で ある ｡

(7) 補助教材, 副教材の導入

上 に述 べ た ように, 別の C D - R O M に収められ る教材間 にも種 々 の面で関連を持た

せ る こ と に よ っ て, 実 は レ ベ ル の 高すぎる a uth e ntic な教材を, 発話 ス ピ ー ドを変えた

り
, 言語 素材の 収録時か ら使用語嚢を制限 したり して 不自然 に 加 工す る こ と なく , 比

較的易 し い と感 じさせ なが ら学習させ る こ と が可能に なる . しか し,
C A L L 教 材の 制

作費が極 め て 高額で あり ,
理論 に基 づ い た コ ー ス ウ ェ ア を制作す るだけ で も大変な知

力
,
労九 時間を要する こ とを考 える と, 必要 な教材 を早急 に全 て C A L L 教材で揃 え

るの は不 可能 に近い ｡ そ こ で, 我 々 の 試み たの は, 既存の C A L L 教材を中心 に使用 し

て それ がも っ とも効果的 に学習で き る よう ｢ 補助教材｣ を作成 し, さ ら に学習者の興

味や能力の バ ラ ツ キ に既存 の C A L L 教材の み で は対応 で きな い , 不 足する部 分の 指導

に 使用 で き る C D 教材やテ ー プ教材等の ｢ 副教材｣ の 作成 も試 み た｡ 補助教材は主 に

C A L L 教材 で の 学習で予習用 , 復習用 と して使用で きる もの で あり, 副教材で の 学習

に は
, 興味 や能力の バ ラツ キ に対応す る ため の 教材で ある こ と に加えて , 通学時や散

歩時等の ,
パ ソ コ ン の ない と こ ろで モ ニ タ ー を使わずに , あま り目 を疲れさせ ない で

学習 出来 る利点 もある ｡ 補助教軌 副教材の 具体例 に つ い て は竹墓地 (2 0 03) を参照

された い ｡

8 . 教材 の試 用

本研究 で は , 平成 1 2 年度 の 研究 で 2 枚 , 平成 1 3 年度 の 研究 で 1 枚
,
平 成 14 年度

の 研究で 1 枚 , 計 4 枚の C A L L 教材 ( c D - R O M ) が制作 さ れ た ｡ こ の 教材 は , 基礎 と

な っ て い る理論 の 妥当性 の 検証 も十分 に さ れ て お り
,
その 理論 に 基 づ い て メ デ ィ ア 教

育開発セ ン タ ー で 制作され た c A L L 教材 (5 枚) の 使用効果の 高 い こ と も京都大学 .
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千葉大学外国語セ ン タ ー

,
千葉大学教育学部 で す で に検証さ れ て い た の で, 完成後す

ぐに 通常授業の中で の 試用 に 供 され た o 具体的 に は , 我 々 が把握 して い るだ けで .
以

下 の 教育棟閑で使用 ,
ま たは使用 を検討 して い る ｡

(1) 既 に指導を開始 して い る大学, 短期大観 専門学校 (20 枚)

東京大学,
京都大学

,
九州大学, 千葉大学 , 茨城大学 , 文京学院大学.

日本大

学 , 長崎ウ ェ ス レヤ ン大* , 光華女子大学, 札幌大学. 白百今女子大乾 立正

大学, 筑紫女学園大学 ,
福岡大学

,
広 島修道大祭 神奈川県立外語短期大学 ,

山王看護専門学校, 上智短期大学, 宇都宮大学, ノ
ー トル ダム 清心女子大学

(2) 平成1 5 年廉からの 使用 を予定して いる大学, 短期大学, 専門学校 (1 8 校)

北海道大学.
東北大学

,
名古屋大学, 大東文化大学. 跡見女子大学 , 青山学院

大3t , 東京都立短期大* , 文京学院短期大学, 木更津工業高等専門学校 (検討

中 : 香川大学, 上智短期大学, 東京都立大学, 大阪大学, 大阪青山短期大学 ,

日本女子大学,
プ ー ル 学院大学. 駿河台大学 , 沖縄大学)

(3) 平成1 5 年廉か らの 使用を予定して い る高等学校 (1 2 校)

渋谷教育学園幕張高等学校 ( ス ー パ ー ･ イ ン グリ ッ シ ュ ･ ラ ン ゲ ー ジ ･ ハ イ ス ク

ー ル : S E L H S) , 千葉 県立成 田国際高等学校 (S E L H S) , 千葉英和高等学校, 横

浜市立横浜商業高等学校(S E L H S) , 東京学館高等学校 , 東京都立 田柄高等学校 ,

千葉市立稲毛高等学校 (S E L H S) , 星野学園高等学校 (検討中 : 都立 八 王子束高

等学校, 専修大学松戸高等学校, 私立 向上高等学級 千葉英和高等学校)

(4) 既に指導を開始し て いる中学校 (1 校)

千葉大学教育学部附属中学校

上記の ほと ん どの 大学で は, 試用効果の 評価は学習者に対す る ア ン ケ ー ト調査 に よ

る もの のみ で あ っ たが , 文京学院大学で は, 長年 ,
全学的に T O E I C -IP に よ る指導の

評価を続けて きて い る の で , その テ ス トを利用 し ,
客観 的デ ー タ も収集 して 開発され

た c A L L 教材 に よる指導の 評価を行 っ た｡ また,
千葉大学と東京大学で は , 市販 され

て い る T O EI C 公開 テ ス トの 過去 問題 を使用 した客観的デ ー タ も収集 して い る . 後者

の ケ ー ス に つ い て は別 の 論文 ( 土肥他 ,
2 0 03) で報告 さ れる と思うの で ,

こ こ に は文

京学院大学で の ケ
ー

ス に 限 っ て デ ー タ の まと めを報告 する .
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9 . 試用結果の デ ー タの 分析

(1) 客観的デ
-

タ ( 外部テ ス ト) に よる評価

文京学院大学 で は ,
C A L L に よ る英語教育を全面的 に 導入す べ きか どうか の 最終決

定 の 前に 効果の実証が必 要で あ る との 教授会 の要 望 で , 実験ク ラ ス が 2 ク ラ ス 設定 さ

れた o ひ と つ の ク ラ ス は 3 R の C A L L ( 教材 : 前期 I nt r o d u c ti o n t o C oll eg e L if e , 後期

C olle g e L lf e) に よ る 指導を中心 と し , 他 の ク ラ ス は外 国人 教 師 の C o m m u mi c ati v e

A p p r o a ch に よ る指導を中心 と したもの で あ っ た｡ どち ら も意図 と して は本学で の 最高

の英語教育を目指して ス タ ー ト したもので あ るの で, 両者とも実験ク ラ ス に違 い ない

の で あ るが
, 本報告で は C A L L 教 材の 効果の検証と い う見地か ら前者を実験群と 呼び ,

後者を統制群 と呼ぶ . 効果の観察 には外部 テ ス トで客観的なデ ー タ を収集す る こ と と

な っ たが
,
実験ク ラ ス とは 言 っ て も T O E F L や T O E I C の 公開テ ス ト の 受験料 は高額で

あ る ｡ そ こ で , 以前か ら大学 の 年間計画の中で 6 月 上旬 と 1 1 月 上旬に実施 して い た

T O EI C -IP の ス コ ア を プリテ ス ト と ポス トテ ス トと して 使用す る こ と と した ｡ 指導は

通常の 授業と して行われたもの で あ るの で, 中間 に 2 ケ 月 の 夏期休暇が入 り, さ らに

1 0 月下 旬には 大学の 行事があ っ たの で , 実質的 に は学習期間が約 3 ケ 凡 平均学習時

間は 正味で 約 4 0 時間で あ っ た ｡ 結果 は, テ ス ト毎に 全員の成績の 平均を表 6 にま と

め て示 したが, 実験群の 上昇量 は 3 0 , 統制群は 4 で , 差 は 2 6 で あ っ た ｡

表 6 実験群と統制群に分けて観測 した T O EI C _IP ス コ ア の ま とめ
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表 6 で 見 る と実験群の ス コ アの 上昇が統制群よ り高か っ た こ とが わか る｡ つ ま り
,

C A L L に よる指導が
,
T O E I C -IP で測 定で きる英語力 の 向上 に は よ り高い 効果 があ っ た

と言う こ と で ある｡ しか し, 実験群 と統制群の ｢ ス コ ア 上昇量 の 差｣ , 夷験群の ｢ ス

コ ア 上昇量｣ は い ずれも我 々 が期待 したほ どの もの で は なか っ た｡

そ こ で
, 我 々

-

は T O EI C -IP の ス コ ア の 妥当艶 信頼性 ( 安定性) に 何か問題は ない

か
, 調査をす る こ とに した ｡ そ の 結果判明 した こ と は次 の 2 点 で ある ｡

① T O EI C は 4 5 0 以上の ス コ ア が安定 したデ ー タ と して使 える

② 各回の T O E I C -IP ( ス コ ア) に は難 易度 に 揺れ の ある可能性がある

上記 の 推定 は以下 の 資料 か ら得られ た もの で ある : ① T O EI C 運営委員会 に よ る

T O E I C 説 明会(1 9 95 年7 月 2 7 日) で配布され た資料 ,
『T O E I C q a n d A 』, の q 7 に ｢ T O E I C

-
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は高い 英語能力者に は適 して い る が. 低い 英語能力者
,
たとえ ば

,
4 0 0 点未満 の 新入

社員などに は適して い な い の で は あり ませ ん か｣ と い う質問項 目がある ｡ そ して ,
そ

れ へ の 回答と して ,
同資料 に は ｢ - 高い 英語能力は確実に 安定 した形 で ス

J
コ ア に 現

れ
,
低 い 英語能力は不安定 な形で ス コ ア に現れ る と い う傾向があり草す｣ と. の 回答が

あ る｡ さ ら に こ の 回答を裏付ける よう に , 現在 (2 0 03 年 2 月 1 8 日) で は ,
T O E I C の

他 に ｢ T O E I C B rid g e｣ と称す る T O E I C 45 0 未満 の 学習者向けの テ ス トが T O E IC 運営

委員会に よ り提供され て い る ｡ そ して , T O E I C - B rid g e の ホ
ー ム ペ ｣ ジ には ｢ T O E I C

ス コ ア 4 5 0 に達して い る方には T O E I C の 受験 をお勧め します｣ とある ｡

② 文京学院大学の学生 で
,
1 0 月 と 11 月 に続けて T O E I C -IP を受験し, プリ テ ス ト

の ス コ ア が 45 0 以上 の ス コ アで あ っ たもの が 6 名い た｡ さ らに 11 月 と 翌月 の 12 月 の

両 テ ス トを受験し, か つ ,
プリ テ ス トの ス コ アが 4 5 0 以上で あ っ たもの が 1 4 名 い た.

こ れ らの 受験生の 平均点をそれ ぞれ比較して み たと こ ろ, 表 7 に 見 られ る よう な結果

が得られた｡

衷 7 T O E IC -IP テス ト の安定性の観察
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上記 の デ ー タ か ら
,
11 月 の T O E I C -IP の ス コ ア は 約 5 7 点 [ - (

-

3 6 .7
-

7 7 .5) ÷ 2] 低

く出たもの と推定 され る ｡ こ の 推定をもと に 11 月 の ス コ ア を補正 して文京学院大学

で の 6 月 か ら 1 1 月ま で ( 実質3 ケ月) の 学習の 効果を推定す る と
,
実験群に は約8 7

点 の 上昇, 統制群 で も約 6 1 点の上昇があ っ たこ と になり ,
3 R の 理論を検証 した際に

得 られ たデ ー タ か ら推定 され る上昇期待値と ほぼ 一 致す る .

デ ー タ の 安定性を考慮 した上 で上昇量の 比較を した表8 の デ - 夕 か らはさ ら に 興味

深 い こ と が見えて く る｡ それ は, 安定性の 乏 しい と言われる レ ン ジの ス コ ア を含め れ

ば実験群と統制群の 差 は あま り大きく は なく , 統計的 にも有意差 は ない の で あるが ,

ス コ ア が安定 して い ると 言われ る レン ジの デ
- タ の み (①. ②, ③) で 比較をす る と

差 が急速 に 広がる こ とで ある ｡ とく に プリ テ ス ト ,
ポス ト テ ス トの い ずれか が 4 5 0 以

上の 場 合 (③) で は , 差が 5 5 .9 点と い う大きなもの で あ っ たと い う こ と は注 目 に値す

る｡
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表 8 両 テ ス ト受験者の T O E I C -IP ス コ ア上昇畳の ま とめ と そ の 比較
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どち らも同 じ テ ス トを受験して お

り ,
ス コ ア の 安定性や T O E I C _IP の

難易度の 揺 れを考慮 する 必要 の ない

実験群 と統制群 の比較で は もう ひ と

つ の 興味深 い こ とが園 6 で観 察で き

る ｡ こ こ か ら推定で きる こ と は
, 実

験群 で の C A L L に よ る指導 の 場 合
,

下位群だけ で なく
,
上位群で の 英 語

力向上 に も顕著なもの がある の に対

して統制群で は , 上位 に行く に した

が っ て 上昇が顕著に鈍 り
,
平均値の

下降す ら ある と い う現象で ある ｡

図 6 プリテ ス トの 得点別上昇畳

こ の 傾向が伝統的な指導法 の 問題点で あり ･ M o rl e y (2 0 0 1) に よ っ て も
-

Ⅴ 血 ally n o

s p e ci ali z e d t e x tb o o k m a te ri als e xi st i n th e a r e a of i nt e rm edi at e an d a d v an c e d list e ni n g .

"

と指

摘されて い る事実で ある ｡ 逆 に言 えば, その 問題点を 3 R の C A L L が解決 して い ると

い う こ と であ る が, 表 4 に示 した自習に よる学習の 結果で も明らか に されて い るの で
.

再 現性を含め て その こ とが 明らか に されたと 言え よう｡ つ ま り
, 統制群 で の 外 国人教

師が中心 に な っ た指導で は ,
ス コ ア が信頼性 に か ける

,
レベ ル の 低 い 部分で の み 上昇

し
, 信頼性 の ある レ ベ ル の 高い 部 分で は ほと ん ど上昇しない と い う

. 残念な結 果に な

っ て い る の で ある ｡ それ に 対 して , 実験群で の ｢3 R の C A L L｣ を中心と した指 導の 場

合
,
デ ー タ に 信頼性の ある

,
しか も実用 レ ベ ル で の 英語力 に 顕著な向上があ っ た と い

う こ と で ある ｡
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(2) ア ンケ
- トに よる評価

制作さ れた3 R の C A L L 教材は ,
こ れま で見 てきた ように , 外部テ ス トの ス コ ア と

い う客観的なデ ー タ でそ の ｢ 妥 当性｣ の 検証 を行 っ たが,
｢ 実用性｣ の 見地か ら は ア

ン ケ ー ト調査 に よ り学習者の 主観 に もと づ い た評価を行 っ た｡ 使 用 した ア ン ケ ー トの

形態は 5 -

p oint s c al e の E q u al
- a p p e ari n g l nt e rv al s 法 で あ っ た. 文京学院大学 の 実験群の

学生 に よ る評価をまず寮 9 と して 示 した｡

衷 9 前期に I ntr o d u c ti o n t o C olle g e L ljTe , 後期に C olle g e L lfe を学習した学生 へ の

ア ンケ ー ト結果

盤
:

.
: :

r
二
き.:三

墓 :J

.rp
,
'
l: ::.L

1) 教材の内容やト ピ ッ ク に興味を待 つ た 77 1 5

2) 写真イ ラ ス トは教材理解に役立 つ た 92 8

3) 指示 は 明確で あ つ た 1 0 0 0

4) H ⅠN T は理解の 役 に 立 つ た 1 0 0 0

5) W わrd s , P b ∫a s e s の 辞書は教材理解に役立 つ た 1 0
.
0 0

6) 正解の 提示 は役 に立 つ た 1 0 0 0

7)
.
ヰ解部分の 英文表示 は役 に 立 つ た 1 0 0 0

8) 解説 に書い て ある記事 は役 に立 つ た 9 2 8

･9) 発展情報は役 に立 つ た 69 15

1 0) St e p 1 ,2 ,3 と進む に つ れ て 聞け る ように な つ た ･1 0 0 0

l l) C D
- R O M で学習 して 聞き取り力が つ い た 9 2 0

1 2) C D - R O M で の 学習は楽しか つ た 85 0

13) 別の C D - R O M 教材で も学習 したい 1 0 0 0

1 4) この 授業をと つ て 良か つ た 1 0 0 0

1 5) 教材は難 しす ぎた 8 7 7

1 6) 教材は易 しすぎた 0 9 2

質問項目 1) , 1 5) , 16) に対す る回答か ら ,
教材 に使われ た ｢ 素材｣ が 内容的に 適切

なもの で あ っ た こ と が推定 され る ｡ 1) へ の 肯定的回答が 7 7 % に止ま っ た こ と は少 し

気 に な る が, 学習者は現代 の 映画や ,
歌手 の 出てく る もの 等の 娯楽的 なもの を望む傾

向があ り , 著作権の 問題等 を考え るとそ の ような 内容 の 教材は制作が非常 に難 しい の

で 致 し方の ない 結果 と言わ ざる を得な い ｡

質問項目 2) - 9) は教材 の ｢ 構造｣ に 関す る質問で t
9) の 発展情報 に対す る 6 9 %

-

29 --



を除けば肯定的回答は平均 9 8 % とな り, 教材が適切 に制作されて い る こ とが裏付け ら

れ る ｡ 発展情報 と は
,
応用的語桑の 学習を目的と したも の で , 当該教材中の 素材の 理

解で は串く, 次 の 教材 ( こ の 場合
,
c olle g e L ljTe) に移 っ た略 そ こ で の 学習が容易 に

なる よ う に学ぶもの である o したが っ て , そ の こ と が理解で きな い 学習者 に と っ て は

無意味 に 見える で あろう｡ 前も っ て十分 に その こ と を知 らせ て おか ない と折角の資料

が無駄 になる こ と が明 らか に され たと言え る｡

質問項 目 1 0) - 1 4) が教材の ｢ 妥当性｣ を主観 的観点 か ら評価 で き るデ ー タ と なる

が
,
平均 で 95 % の 肯定的回答, 否定的回答の 0 % は 3 R の C A L L に よ る指導の高い 妥

当性を裏付ける もの と考え られ る ｡ 1 2) の C D - R O M で の 学習が ｢ 楽 しか っ た｣ と言

う回答が 8 5 % とや や低 い の は ,
これもや や 低か っ た, 1) の 素材に対す る興味と関連

して い る部分 がある と思われ るが , 真の 学習は ただ面白 い だけで は達成で きな い こ と

を考 えれば こ れ も致し方の な い こ と か も しれない ｡

全体 と して ア ン ケ - トで の 評価で は ,
C A L L によ る学習 (3 R) は学習者に高く評価

された と考えて よ い であ ろう. したが っ て
,
客観的 デ ー タ に よ る ｢ 妥 当性｣ の 評 価,

主観的 デ
ー タ に よる｢ 実用性｣ の評 価がい ずれ も十分 に高い もの で あ っ た と結論 した｡

こ の よ うなデ ー タ の 再現性 の 観察に よ っ て 得られ る
,
C A L L に よ る指導の ｢ 信頼性｣

に つ い て は これか ら の 指導の中で も明 らか に されて い く もの と考 えて い るが, す で に

土肥他 (2 0 03) , そ の 他に 詳説され て い る よう に, 東京大 草 千葉大学で の 大規模 な

試用で 同様 の デ
ー タ が観察され て い るの で

, 信頼性 に つ い て もその 十分 な高さが検証

されて い る と我 々 は考えて い る ｡

以下 に自由筆記 で表明された学習者の印象の代表的なもの を引用す る :

文京学 院大学学生 に よる感想 ( Fir st L ist e ni n g 使凧
一

部 c olleg e L ljTe 使用)

◎ 三 ラ ウ ン ド ･

シ ス テム に よ る勉強をす る こ とで は じめ の頃 よ り も着実にリ ス ニ ン
グカが っ い て きて い る と思 い ます. 実際 以前は聞 い た英文を頭 の中で 日本語に

訳 して い たの で , ス ピ ー ドに つ い て い く こ とがで きず , 内容 をあま り理解で きず
に い ま した｡ しか し, 今は す こ しず っ で すが

,
英 文そ の まま を理解し, ス ピ ー ド

に も つ い て い け るよう にな りま した｡ こ れ は毎日 少 しず つ 聞 い て い たか らだ と思
い ます ｡ 内容もそれほ ど難 しい もので なく , 身近 に行 っ て い る こ となの で理解 し

やすく , 興味をも っ て勉強して い ます ｡ こ の 勉強法 は他人 にあわせ る こ となく自
分

一

人で で き , 好 きな時間に でき る の で
, 普段の 勉強よ り集中力が長く続 い て い

る よう な気が します｡

⑳ 実際に や っ て み る と自分の ペ ー ス でで きて
!
ヘ ッ ドホ ン を つ け るの で集 中 で きた

し
,
お おま か なと こ ろか ら始 め て い っ て 何回もく り 返 し聞く こ とがで きる か ら

,

手 か らで は なく て耳か ら単語 や フ レ ー ズが覚えら れ る よう に な っ た｡ ト ピ ッ ク も
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身近な話題ばか りで現実的 で なじみ やす い と思う. 特に ユ ー モ ア の トピ ッ ク なん

か は
,
思わず笑 っ て しま っ た｡ その くら い 集中して しまう ｡ それ に, 3 ラ ウ ン ド

をや っ てい る と時間がた っ の がす ごく早い ｡ 授業だ っ たら早 く終 わ らない か と思

っ て時計を見 る の に
,
3 ラ ウ ン ドは違う . や っ て い て退屈 にな りま せ ん ! 7 最

近 c olleg e L lf e に入 っ て ! 生 の 英語と い う感じで楽 しくて し ょ うがない です o そ れ

と同時 に ,
3 ラ ウ ン ドを始め て 3 か月 く らい し か た っ て ない け ど前より も聞き取

れ る よう に な っ た気がす る. 自分で実感でき るの で
,
これか らも っ と がん ば っ て

い きます ｡

⑳ 教室に来て先生 の お話を聞い て い ると , 私 は こ の 講座がある か ら こ の 大学に行き

たい と思 っ た こ とを改めて感じます｡ 内容 はす ごく身近なもの か ら あ っ て楽 しい

か ら
.
どん どん 進む と思う｡ しか も1 日 4 0 分は長 い ようで割 りと短 か っ たりする ｡

⑳ ｢ 三 ラウ ン ド｣ と い う パ ソ コ ン を使 っ た授業で と て もび っ く り した｡ で も自分 の

や る気次第で どん なこ とで も出来るん だと い う こ と に気 づ い た し
,
やればや

~
るだ

け英語が聞ける よう にな る の がとて もうれ しい . それ に
,
自分 の ペ ー

ス で焦る こ

となく勉強でき, 内容も少しず っ くり返す こ と によ っ てたくさ ん の こと を得られ

て ると い う こ と に 日 々 気 づ く こ とが出来た｡ この 授業はみ ん なに 勧め たい と思う

けどで も人数が多くなる とパ ソ コ ンを使う時間も少なくなる し. み ん なが取得 し

て い ない 間 に点数を上げたい と思う ｡ 本当はさぼり たい と思う時 もあるけれ ど木

曜 日の 授業で先生か ら さま ざまな話を聞くたび
"

がん ばろう
"

と い っ も励まされ

てい る気がす る ｡

◎ パ ソ コ ン を使 っ て や る よう にな っ てか ら, だんだんネイ ティ ブの 先生の 言 っ て い

る コ トや ス ピ ー ド ( 話 して る) に理解で きる よう にな っ て きた. 知 ら ない 単語も

何回か 聞い てくうち にわか る よう にな っ てきた｡

⑳ c olle g e L lf e に入 っ て みて .
人 の表情の動きが見れて楽しい で す . 初めの U nit 1

と比 べ る と- U nit 6 は会話の フ レ - ズが長くな っ て しかも文章自体が長文化して

い て
, 途中に分 から ない 単語や聞き取れなくて気 にな っ た部分等 がある と , 後の

文章が分 か ら なく な っ て しま っ た こ とがある ｡ けれ ども,
まず キ

ー

ワ
- ドを聞き

取る こ と だけに集中して大まか に 聞き流 すと ,
ある程度 の 内容は構成 できた ｡ 同

じ文章を繰り返 し聞く こ と に よ り
,
内容を捉え られ るだけで は なく ,

発音やイ ン

トネ - シ ョ ンま で聴く余裕が持て る よう にな っ た と思う. 文章の 読まれ る ス ピ ー

ドが速くなり , 長く なる に つ れて . 英語の 単語を 1 度 日本語に戻して理解す る と

い う こ と が少 しず つ 減り , 英語を英語と して捉え られる よう にな っ て きたと実感

した ｡ こ の 教材なら毎日続 けられる と思い ま した｡

⑳ 最初 , 先生は授業をや る の か と思 っ て い たけれ ど, 話を聞くだけだ っ たの で驚 い

た｡ で も
,
三 ラ ウ ン ド ･ シ ス テム をや り始め て ,

これ は 自分 に や る気がない と
,

できない の だと分 か っ たの で , ただ単に 授業を進めて い く よ り い い 方法だと 思い

ま した. 実 際図書館で勉強す ると .
とて も集中 して 出来ます . それ に ,

一

人 一

人

の ペ
ー ス に 合わせ て 分か ら ない と こ ろがあれば , 戻 っ て 何度 も聞き な おす こ と が

で き
,
い い 教材 で す｡ 今ま で勉強 してきた 教材と は違 い ま す｡ そ れ は リ ス ニ ン グ

- 31
-



です ｡ 英語 の 勉強で 一 番大事なの は , 聞い たり話 したりす る力 なの に , 高校 の と

きは ほとん ど! そうい っ た 勉強 をして こ なか っ た の で , 聞き始 め は戸惑い ま した .

で も
, 段 々 と言 っ て い る こ とが分か る よ うに な り

, 楽しく なりま した ｡ あ と
, 外

国 の 日常生活 の 会話も. ち ら ほ ら出て くるの で
,
い っ の ま にか 覚えて い ま した.

S T E p の 仕方 もい い と思 い ま す｡ 初め て 出てく る会話 は
,
まず 内容 は大ま か に ど

ん な こ とか と い うの をわか らせ て か ら次 に , 話の 情報 は何か
,
また詳 しい と こ ろ

ま で 聞く よう に ｡ それ か ら,
文 の 穴埋めな どに 入 ります . こ の よ うな S T E P で学

ん で い けば
, 着実に実力は つ い て い く と思い ます ｡ 本当は毎日 や りたい の です が

,

忙 しく て 出来ない 日がで きて しまう こ と があります ｡ これ か ら は ,
1 日

,
ほん の

ち ょ っ と で もパ ソ コ ン に 向か う よう に したい で す ｡ c D - R O M を貸して い ただい た

の で とて も勉強しやすくなりま した｡ あ りが とう ござい ます ｡

⑳ こ の 授業は と ても役 に立 つ の で 卒業単位 に なら なく て も これか ら も4 年間頑張 っ

てや っ て い く つ もり です ｡ こ の 授業の 受講者の 人数は多い の で
,
もう少 し少人数

の方 卿 ＼い とは 思い ますが ,
こ の まま の 人数で つ づ け て い っ て も私 は全然構わ な

い と 思い ます ｡ 週 に 1 嵐 こ の 授業を受ける たび に自分の英語の勉強 に対 す る考

え方を改め て 見直す こ とがで きて . 大変すば ら しい 授業だと思 い ます ｡ い っ もや

る気 が出て
, 頑張ろうと い う風 に思 い ます . それ か ら C D - R O M を使 っ た勉強は大

変役 に 立 つ と思い ます ｡

⑳ 三 ラ ウ ン ト シ ス テ ム を始 め て約 1 ケ月 経ちま した｡ は じめや り始め た と きは U nit

l の 始め で も聞き取れ ない こ と が多く, こ ん な に 出来 なくて こ の 三 ラウ ン ドに つ

い て い け るか と ても不安 で した｡ で も ,
こ れは

,
ただ聞くだけ で は な く, 簡単な

問題 があ っ たり ,
ア メ リ カ に つ い て の ち ょ っ と した豆知識 の ような こ と も知 る こ

とが でき
, 勉強 をして い る と い う よ りゲ ー ム を して い る感 じなの で , 知 らず知 ら

ずの う ち に どん どん進 んで い く こ とがで きま した｡ また
, 図書館で自分 で時 間が

あい た時 にでき るの で, とて もや りやす い です ｡ 今は U nit が 一

応 す べ て終わ っ て ,

もう
一

度 わか りずらか っ た と こ ろな どを して い ます . こ の 三 ラ ウ ン ド ･

シ ス テ ム

を進 めて い る ときは英語力が よくな っ て い る か と て も心配で
,
実際に よく な っ て

い る ような感 じがあま り して い ませ ん で した. で も, もう
一 度や っ て み たと き,

は じめ には 聞き取る
■
こ とがで きなか っ たもの が し っ か り聞き取 る こ と がで きま し

た . なん ども繰り返 しや っ て い たの で
,
内容 を覚えて しま っ て い る か らか も しれ

ない の ですが , そ れで も
, 最初の リ ス ニ ン グカよ り は U P して い ると 思い ます ｡

私 は , 特 にリ ス ニ ン グカがない の で
,
こ の 教材 に あ っ て い る と 思い ます. ス ト ー

リ ー も面白い し ,
これか らも続けて い きたい と思 っ て い ます ｡ こ の 教材に は と て

も感謝 してい ます｡ これ を使 っ て 良か っ たと思 っ て い ます ｡

● ネイ テ ィ ブの 先生 の授業を初 め て うけ た と き
,
何を話 して い る の か分か らず不安

に思 っ た ｡ しか し, 最近 で は
,
たま に 分 か ら ない 所 がある が前 よ り も聞き取 れ る

よ う に な っ たの で
"

不安
"

が とれ ま した ｡ これ は C A L L で耳 が英語 に なれ てき た

こ と だ と 実感 した ｡

⑳ 三 ラ ウ ン ド ･

シ ス テ ム は リ ス ニ ン グ の 勉強 ですが , 同時 に 海外 の 日常生活 の 1 ポ

イ ン トア ドバ イ ス などが っ い て い る し
.
わ か ら な い 単語や 熟語 は 自分の 持 っ て い

-
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る辞書で ひ か なく て も c D - R O M に組 み込 まれ て い る辞書を使えば意味がわか る

の で 大変便利 で した ｡ また , ただ意味を示 してくれ るだけで なく , 発音も して く

れ る の で
,
ど こ の パ ッ セ ー ジ でそ の 単語が出て きた の か再確 認 もで きま した .

u N IT
-

3 の 中盤 にさ しか っ た時, ち ょ っ と 聞き取り にくい なあと感じま した ｡ 少 し

不安で もありま したが
,
ト ピ ッ ク を楽しん で い るうち に , ある時か ら速さ など問

題 に ならなく な っ て きた よう に 思い ます ｡ U N IT 5 な どで は , 次か ら次 に英文 が流

れ てく るの が楽 しか っ たで す ｡ 三 ラ ウ ン ド ･

シ ス テ ム は さま ざまな ト ピ ッ クが入

っ て い るの で飽きる と い う こ と は ありませ んで した｡

⑳ こ の 授業を受けは じめて か ら約 3 か月 ｡ T O EI C の 得点を上 げた い とい う気持ち は

す ごくあ っ た が,
どう したらよい の か悩 ん で い た時

,
こ の 大学に入 っ て こ の 授業

を選 んで勉強して い る自分 は幸せだなあと思い ます ｡ T O EI C 8 0 0 点 なんて ウ ソ っ

ぼい とい うの が最初め印象です｡ で も
, 先生の 話を聞き,

はげま され, 実際に三

ラ ウ ン ドで勉強 して い る と, 自信がつ きます ｡
"

毎 日 コ ツ コ ツ
"

の 勉強で , 目指す

得点 に 近 づ い て い る の か, 実感はない けれ ど. 少 なくと も,
` `

自分 は毎日頑張 っ て

い る ん だ
'

とか
"

T O E I C 8 0 0 点と る んだ!
"

と か い う自信
,
また信頼がもて ます ｡

外国語学部 が設置され, 私達は第 一 期生で す. こ れか らの こ の 大学, 私達の 母校

の為
,
な に よりも自分の為に がん ば っ て い こう と思い ます｡

⑳ c D - R O M の 三 ラ ウ ン ド ･ シ ス テム は
,
本当自分め ペ ー ス で あせ らずゆ っ く り と学

べ る の で
,
と て も良い ｡ 毎日パ ソ コ ン に 向かうたび に U N I T , S E C T I O N が進 んで

い く経過を見て 一 楽しい ｡ や る気が出る ｡

⑳ コ ン ピ ュ ー タ を使 っ て勉強す るの は初 めて だけどとて も楽 しい で す ｡ 聞く力 は,

何よ りず っ と上が っ た と思 い ます｡ T O E IC の 本を何冊か買 っ て も全然勉強す る気

が起きなか っ たけ ど
,

コ ン ピ ュ ー タ の 方が, 画面 もある し! 聞く時 に, 自分 も画

面を見て発音で き る し
,
自分で聞きたい 部分を何度も聞き返せ る の で 良い と 思い

ます ｡ 今ま で の自分です る学習 よ り楽 しい し, や る気 が出ま す ｡ 前回 に比 べ て

T O E I C の 点が思 っ て い た よ りあが りま した｡

⑳ 今まで の 自己学習の中で , 唯 一 継続してやれそう な教材だと思 い ます . ま だ始 め

たば かり なの で 断定 はで きない けれ ど, とて も楽しんで学習して い ます｡ 文法 な

どに こ だわ らず
,
List e ni n g に重点を置い て い る こ と がなじみやす い と思い ま す｡

ネイ テ ィ ブの 会話 に 近 い の で , 自分もその会話に参加 して い る よう に 聞く こ と が

で きます ｡

⑳ 授業の 中で三 ラ ウ ン ドをや りたい o 2 グル ー プに分 けて 3 0 分ずつ . 三 ラ ウ ン ドは

す ごい と思う ｡ 自分 か らや りたく なる教材は は じめ て ｡
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(3) 複数 の 大学で収集されたア ン ケ
- トの 比較, そ の他

本報告 の 園 4 で
,
同 じ教師が 同 じ教材

を使用 して指導 して も学習効果 に は大き

な差 が出 る可能性 の ある こ と を客観的デ

ー タ で示 した. 以前で あれ ば学習者の能

力差 である と して簡単に済まされ て い た

かも しれな い ｡ 固 4 の 説明で は ,
その 原

因 を ｢ 学習態度｣ の 差にありそう だと し

たが, 効果 の バ ラ ツ キ は他に も原 因があ

りそうで ある o それ8i , すで に 1 9 95 年か

ら 8 年にわ たり C A L L に よ る指導を続け

てき た千葉大学 で の 客観的デ ー タ の 分析

か らも見 えて き た｡ 土肥他 (2 0 02) は ,

C A L L に よ る学習を行 い , か つ T O E IC の

過去 問に よ る評価を受けた学生1 ,0 0 0 名強

の ス コ ア 上昇量を｢ 教材別｣ , ｢ プリ テ ス ト

の ス コ ア 別｣ に分類す る こ と に よ り ,
どの

教材は どの 程度 の レ ベ ル の 学生 に も っ と

も高い 学習 効果 が期待で き るか を観察 し

た (図 7) ｡ その 調査 の 副産物と して判明

したデ ー タ に よ ると
, 同じ教材を使用して

もプリ テ ス トの 得点 で 1 0 0 点の差があ る

と ,
つ まり教材がそれだけ難 しす ぎる, ま

た は 易 しす ぎる と , 学習効果がほぼ半減

す る の で あ る ｡

こ れ ら の 事実を念頭 に文京学院大学以

外の 5 大学で収集されたア ン ケ ー トの 回

答を含め,
9 8 3 名分 の デ ー タ をま とめて分

析 し て い た と こ ろ± 興 味深 い こ と が判 明

した｡ それ は, 固 8 a , 園 8 b に示 したが
,

｢ 教 材の 難 易度 と学習 者の レ ベ ル がずれ

て い る｣ 場 合 と ｢ 教 材の 内容 が学習者の

興味 に 合わ ない｣ 場 合で は , どち ら も合

致 して い る場 合 に 比 べ て
t 成就 感お よ び

国 7 プリテス ト得点別 T O E I C ス コ アの

上昇量 ( 平均)

図 8 a 教材の難易度がもたらす影響

図8b 教材の難易度がもたらす影響
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継続学習の要望 に ,
大分低 い 回答がされて い る の であるが, その 下 が り具合が レ ベ ル

が合わな い場 合と興味 が合わない 場合 で 同程度 で ある と い う こ とで ある ｡ この こ と か

ら
,
学習効果が半減す る の は難 易度 が合わない 場合 だけで なく, 教材の 内容 に興味の

持 て ない 場合で もほ ぼ同 じで あろう,
つ ま り効果 は半減す る であろ うと い う こ と が推

測 さ れ た｡

もうひ と つ ,
ア ン ケ ー トの 比較か ら判

明 した こ と は , 担 当教師 が本研究の ｢ 分

担者｣ で ある場合 と ｢ 協力者｣ で ある場

合で , 学習者の成就感その 他 に 2 0
0
/o 強と

い う統計的 に有意な, 大 きな差 が見 られ

た事 で ある (園 9) ｡ やはり , 同 じ教材を

使用 して も ｢ 教師 の 熱意｣ , ｢ 教師の 教材

に対す る理解度｣ な どで す ら学習効果 に

大きな影響を与え る可能性があ ると い う

こ と で ある ｡

ア ン ケ ー ト の デ - タ の 整理 で判明 した

3 点目の 事実は, や は り 同じ教材を同じ

期間学習 して も, 当然 の こ となが ら,
そ

の 学習 に実際かけた ｢時 間の 差｣ で成就

感に大きな差が出る ｡ つ まり実際の 効果

にも大きな差の で る こ とが推測 でき ると

い う こ と で ある｡ 回答の 分析結果は図1 0

に示 した｡ 漉い 方の 棒が ｢1 週 間 に平均 3

時間｣ 学習 した学習者か ら, 薄い 方 の 棒

は ｢1 週 間に 平均 1 時間｣ 学習 した学習

者か らの 回答で ある ｡

続 い て , 実験群の学習効果の 調査を し

て い る過程で .
デ ー タ分析の 副産物と し

て 明ら か に な っ た こ とも こ こ に付け加え

て お きたい ｡ それ は ,
C A L L によ る学習

を した者と は限 らず,
T O E IC -IP を受験し

た学生 ほ ぼ全員 に 当て はま る こ と で ある

が
,
学習を長期間 (1 年 間) 継 続 した場

合で ,
T O EI C に よ る評価を3 匝Ⅰ受 けた者

肯定的回答の割合 (% )

項 目 1 2 3 ヰ 5

･■-
､
:L

研究
協力者≡

5 5 ･5 9 4 9 5 4 6 1

≡.㌻..
■

3 . 5.
浄
3 .2
*
3 .5
沖
2 . 9
沖
2 .5
■
埠

沖 有意差あり(p ( 0 ,5)

図 9 教材以外の要素がもたらす影響

図1 0 学習時間の 差がもたらす影響

図 11 連続的学習に見 られる傾向

-

-･35
-



の デ - 夕 分析を した結果判明 し たこ と で ある ｡ こ の 結果 は固 1 1 に 示 したが,
1 回目

の テ ス ト ス コ ア と比 べ 2 回目 の 受験 で大きく上昇 した学習者 の ス コ ア は ,
その 次 の 回

で は あま り上が らな い , 逆 に 2 回目 の 受験で ス コ ア が上が ら なか っ た学生 ほど, その

次 の 回に は 大きく ス コ ア を上 げる と い う 明らか な傾向で ある ｡ こ の こ と か ら ,
語学力

の 養成 の 場合
,
学習者の 能力よ りも,

｢ や る気｣ , ｢ 屈辱感｣ , ｢ 油断｣ , ｢ 慢心｣ と い っ

た学習者 の 心理的な面が
,
学習 効果 に 大きく影響す る と い う こ と も 明ら か に な っ た ｡

次 に , 誰で もその 学習の 必 要は分か っ て い る よう に見え なが ら , な か なか 十分な語

嚢力を持 つ こ ともで きず
,
また十 分な語重力と は何か の 定義も難 し い 語重力と コ ミ ュ

ニ ケ - シ ョ ン能力と の 関係に つ い て , 本研究で得られ たデ J 夕を提示 して こ の 報告 を

締めく くり たい o こ の デ ー タ の 収集に は, まず, T O E F しP B T を受 験して コ ミ ュ ニ ケ

- シ ョ ン能力がある程度わか っ て い る大学 生の 一

団 に T O E F L - P B T の リ ー デ ィ ン グ問

題 を見 せ , 個 々 に 意味の わか ら ない 語 に マ - カ ー で 印を つ け させ た｡ そ の 後で
,
学生

に マ
ー カ ー で印を つ けた語の 数 ( M ) と R e adi n g 問題の 延べ 語数 ( T) を数えさせ ,

T

/ M の 値( - Ⅹ) を計算させ たの で ある ｡ こ の Ⅹ と は, 実は, 未知語に 遭遇す る割 合,

言い か えれ ば,
｢ そ の 学生が T O E F L - P B T を受験す る と Ⅹ 語に 1 語未知語に遭遇 す る｣

と い う こ とを示す数値である ｡

全員が こ の Ⅹ の 値を求めた後,
横軸 に

T O E F L の ス コ ア をと り, 縦軸に X の 値

を と っ た座標を つ くり , 各 乱 自分 の デ

ー タ を入れさせたもの が固 1 2 で ある .

デ ー タ に は 当然 あ る程度 の バ ラ ツ キ が

で るが
,
その デ ー タ に直線回帰分析を行

っ て 直線 を描 い て み る と そ の 直線を利

用 して T O E F しP B T で何点取 る に はお お

よ そ ど の 程 度 の 語嚢力が必 要 か が わ か

る｡ 英語 国の 多く の 大学 に入学 を許可さ

れ る得ノ乱 5 5 0 , を基準に どの 程度 の 語

図1 2 英語総合力と請負力の関係

桑力が必要かを図1 2 か ら読み取 ると
,
Ⅹ が 2 4 で あれ ばそ の 得 点がと れそうだと い う

こ と がわ か る ｡ Ⅹ の 値が 24 で ある と い う こ と は
,
知 っ て い る語の 種類に もよ る が

,

おおよ そ 7 ,0 0 0 語 か ら 8 ,0 0 0 語 の 語重力が ある こ とを意味 す る ｡ 最近 の 大学生 の 語重

力は約. 1･ ,8 0 0 語 しか ない と言われ る こ と が多 い の で , なか なか T O E F L の 点 が上昇 し

な い 理 由 の ひ と つ も こ の 辺 に あ る こ とが見えて く る ｡
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最後に . 同じ教師 が, 同 じ教材 で ,
.同 じ時間,

指導 して もその効果 (学生の テス ト

ス コ ア の 上昇量) に は差 の 出る の が普通で ,
多くの 場 合 , それ は学習者の 頭の 良さ,

悪さ に 差がある か らだ と い っ た簡単 な説明で済ま され て きた事実に 目 を向けて み た

い ｡ それ で 良い の か どうか に つ い て 仮説的な推定 を してみ たと い う こ とで ある ｡ 結論

か ら先 に 言えば , それ は誤 り で ある と言い た い の で ある ｡ い わゆ る頭脳 が明噺で あ る

か
,
ない か が外国語 の 学習 にま っ たく影響がない と い う つ もりは ない ｡ しかし , 母語

の 習得の 場合 ,
ほ と ん どの人が特別な学習をせ ず にそれ に成功す る と こ ろを見 る と ,

言語の学習 には , 学習者の知能よりも他 の 要因, 例え ば学習者の やる 気, 学習の 計画

性,
教材と学習者の能力や興味との マ ッ チ ン グ! 教師の 教材理解度や教師の 熱意と い

っ た, 他の 要 因の 方 が外国語の学習の 成軌不成功 に大きく影響す るの で は ない か とい

う推定 で あ る ｡ 大変 に粗 い もの で はあ

るが
,
その 関係を今回 の C ÅL L 教材の

開発
,
そ の 試用実験 の中で観察したデ

ー タ を使用 して 仮説的 に 表 して み たも

の が園13 に示 した要因 と学習効果と の

関係で あ る｡ 外 国語学習者の 効果的な

学習 に 関係があ る と 思われ る妻 因が最

適の 場合をそれぞれ 1 .0 と し, そう で な

い 場合の 係数を仮に 0 . 6 とす る と.
幾 つ

か の 要因 の 組 み合 わせ で学生毎に異 な

っ た効果がで る様 子が 見え る と い う関

学習効果 -

学習意
一ヽ

不足 × 0J) 3 6

学習由壷 不適 .× 0 ●6 13

園 1 3 非理想的学習環境の例 ( 仮説)

係で ある ｡

今回の 研究 の 発展 と して は ,
こ の 仮説的関係を より厳密に ,

正確に 観察して外 国語

の 個別指導 のさ らな る効率化に結び付けて い きたい ｡

1 0 . まとめ

コ ン ピ ュ ー タ が c Al や C M I と して教育に利用で きそ うだと言われ始め た頃,
そ の

未来 はバ ラ色の よ うに 思われて い た . それは ,
コ ン ピ ュ ー タ に は 巨大 な記憶容量 があ

り
,
情報処理 が高速 で . 判断がで き ,

情報 を入力したり 出力 したりで き , 素早い 情報

検索がで きる の で ,
ドリ ル 学習 に最適だ. プ ロ グラ ム 学習 の 方式を導入すれ ば,

学 習

結果 に応 じて , 難 易度や 興取 習熟度 に応 じた最適な教材 を選択 しな が ら学習で きる ｡

物理的な信号 の 分析 がで きるの で 発音 の診 断ができ る ｡ 先生がい な くて も,
何時で も

何処 で も学習で き る , む しろ先生が い ない か ら恥 か しく なく自分の ペ
ー ス で の繰 り返

し学習 が容易だ ｡ 機器 を使 っ た学習 は面白い の で 学習 へ の よい 動機 づ け に な る ,
など

-
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など
,
そ の メ リ ッ ト には 限りが ない よう に す ら思われ た ｡

コ ン ピ ュ ー タ が小型化 し, さ ら に マ ル チ メ ディ ア I

J l
o

ソ コ ン に な っ て か らは
, 文 字

だけで なく
, 音声, 映像 も容易 に 提 永 制御 で き,

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 現場学習 に

近 い 状況 を作り 出す こ と ができ , 言語の 学習 に は最適な教育機器で あ ると も言 える よ

うに な っ た o 我 々 は
, 今で も こ れ まで に 挙げ られて きた上記 の よ うな コ ン ピ ュ ー タ を

教育に使う際の メ リ ッ トは消えて い ない と思う . と く に , 実用 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

レ ベ ル に達す る ような言語の 学 習 に は想像を絶す る ほ ど長時間 の繰り返 し学習 が必

要なの で
,
外国人教員は言うに及 ばず∴ 日本人教員で も付 き っ 切 り の 指導は ほぼ不 可

能 と言 っ て もよ い だろう . だか ら こそ ,
我 々 は英語教育 へ の コ ン ピ ュ ー タ の 導入 を現

在も真剣 に 考えて い るの で ある ｡

実際,
こ の ような考え方に基 づ い て我 々 の 開発した3 R に よ る C A L L シ ス テ ム で は

,

半期の 授業, 実質約 7 0 時 間の 学習 で 3 年連続 2 4 ( T O E F しP B T) の 上昇を記録し
t

上位群 (全学生の 3 3 % ) は 5 7 0 に達 した｡ 最上位群は , 授業受講後の C D _ R O M 教材

を 3 枚使用 した半年間の 完全自習 で ,
1 0 名中 7 名が T O EI C で 8 4 4 か ら 9 1 6 にま で 到

達 し, 上位 レ ベ ル の 教材が存在 しない と い う指摘も間違 い で ある こ と を実証 した｡ 実

験群 と統制群 の デ ー タ の 比較で も実験群 の学習者は統制群 と比 べ て 上位 の レ ベ ル で

の 向上 に 顕著なもの の ある こ とが明 らか にされて い る ｡

学習者 の 自由筆記の 意見 にも貴重なも の が多い ｡ 大部 分は肯定的なも の で あるが,

ま だ詳細な分析は済ん で い ない ｡ 竹蓋他 (2 0 0 3) , 土 肥他 (2 0 03) に 掲載して ある代

表的 な意 見を参照して い ただきたい ｡

以 上 ア ン ケ - トを含め た客観的デ - 夕 に よ り
,
3 R の C A L L に よ る英語教育改善

の試み が正 しい こ と , そ してその 未来がバ ラ色 で ある こ と も確実に検証できた と考え

る ｡ しか しなが ら, 他方で
, 実際に コ ン ピ ュ ー タ の 性能が上 がり, しか も小型化 し,

価格が下 がり , 誰で
.
もそれを持ち

,
その利点 と言われ る もの を使え る よう にな っ て み

る と
, 実は, 見え ない と こ ろ に大 きな問題が隠れて い た こ と に も気 づ か され る｡ それ

は
,

コ ン ピ ュ ー タ が使 い 易く
,
手 に入れ易く なれ ばなる ほ ど珍 しい もの で は なくな り

,

目の前 に あ っ て も使う気 に ならなく なるな どと い う人 間学習者側 の 問膚 が 一

つ
! そ れ

と もう
ー

つ は
, 機器がい くらそ の 機能を高め , 使 っ て くださ い と待 っ て い て も

, 外国

語教師
,

,
研 究者の 側に C A L L を最大限 に 生か す指導理論 , 指妻削乱 教 材 ( ソ フ ト ウ ェ

ア) , それ に 熱意が十分 に なけれ ば , 効果 が大 きく落ち る可能性がある こ と も幾 つ か

の デ ー タ か ら明ら か にな っ た｡

した が っ て
, 現状 で の C A L L の 問題点は人 間の 側 に あ る と い う こ と で ある o ハ

ー

ド

ウ ェ ア の 質 が上がれ ば上がるほ ど
,
実は

, 学習者と教 師の 両者がす べ き こ と を しない

限 り教 育 の 効果 は上が らない とい う こ と が
, 今 回の .

とく に C A L L に よる指導効果 の
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評価を行う こ と で 明確 に な っ た｡ c A L L の 未 来は今で もバ ラ色で ある ｡ しか し
,
その

実現 は教師 と学生両者 の ｢教育 に 関す る研究｣
,
｢ 学習態度｣ を向上させ ようとす る其

撃な, 真の 努力 に か か っ て い る と い う こ とで ある o それ は , 我 々 の 考え る狭義の 3 R ,

つ ま り ｢ 中核シ ス テ ム｣ だけで なく
, 複合シ ス テ ム , 総合 シ ス テ ム , 包括 シ ス テ ム か

らなる多層の , 広義の ｢ 三 ラ ウ ン ド ｡ シ ス テ ム｣ が稼動す る ように な っ たときに 可能

になる で あろう｡

独語班 , 仏語班 , 日 本語班 の 研究 の 詳細に つ い て は
, 特定額域研究 ( 1 ) ｢ 高等教

育 に資す る マ ル チ メ デ ィ アの 高度利用 に関す る研究｣ の 『研究成果報告書 (平成 1 2

年度 ,
13 年度,

1 4 年度計画研究)』 を参照して い ただきた い が
,
｢ 三 ラ ウ ン ド ･

シ ス

テム｣ の 構想が英語教材だけで なく , 独語班 と 日本語班の C D I R O M 教材にも試験的

に導入され , 教員, 学習者に好評で あ っ た と報告されて い る こ と をこ こ に報告したい ｡

日本語班 で は , 広 島大 学 および国立国語研究所の e -J ap a n プ ロ グラ ム の
一 部と して資

金援助を受け.
ネ ッ ト ワ ー ク で ｢ 三 ラウ ン ド ･ シ ス テ ム｣ に よる指導を実現する計画

をたて る など発展的 ,
継 続的努力がされて い る｡ 英語班 の 研究分担者の 一

部も既 に文

京学院大学 の 資金援助を受けて ｢ 三 ラ ウ ン ド ･

シ ス テ ム｣ の e -l e a mi n g 化 に向けて の

研究を開始 して い る ｡

l l . 参考文献

大西知 佳子. 『英語聴解力養成用実用型 c A I の コ ー

ス ウ ェ ア の 開発』, 千葉大学大学 院

自然科学研究科学位 ( 博士) 論文 ,
1 9 9 2 .

椎名紀久子,
『英語長文聴解力育成用 C A I の コ ー

ス ウ ェ ア の 開発』, 千葉大学大学院自

然科学研究科学位 (博士) 論文,
1 99 1 .

椎名紀久子,
西垣知佳子 ,

｢ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能力を高め るため の C A L L シ ス テ ム

の 開発(2) 3 ラ ウ ン ド制の 教材を利用 した C A L L 用 コ
ー ス ウ ェ ア の 開発｣ , 『L L 通

信』, 19 0 , 1 9 9 6 , p p . 2 -5 .

水光雅則
,
｢ c A L L 教 材 List e n t o M e!を使 っ た授業と 自習 と教 師の役 割｣ , M M N e w s ,

N o .5 , ( 三枝裕美編) , K y ot o U ni v e r sity F a c ulty of I nt e g r at ed H u m an St u die s M u lti

M edi a C o m m itt e e , 2 0 0 2 , p p . ト1 7 .

高橋秀夫 , 椎名紀久子 ,
｢ コ ミ ュ ニ ケ

-

シ ョ ン 能力を高め るための C A L L シ ス テ ム の

開発(1) 教育 目標の 設定 と教材開発計画｣ , 『L L 通信』, 1 8 9 , 1 9 9 6 , p p . 6 -9 .

高橋秀夫 ,
土肥充 ,

｢ コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン能力を高め る ため の C A L L シ ス テ ム の 開発

(3) ソ フ トウ ェ ア の 開発｣ , 『L L 通信』, 1 9 1 , 1 99 6 , p p . 2 -5 .

高橋秀夫 , 椎名紀 久子 ,
土肥充

,
｢ コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン能 力を高め るため の C A L L シ

ス テ ム の 開発(6) C A L L シ ス テ ム の 使用効果｣ , 『L L 通信』. 1 94 , 1 9 9 7 , p p . 2 - 5 .

- 39
-



高橋秀夫 , 竹蓋草生 , 村 田年, 大塚達雄 , 水光雅則 , 椎名紀久子 , 西 垣知佳子,
土肥

充, 竹蓋順子 ,
｢ 英語 c A L L 教 材の 高度化 の 研究｣ , 『言語文 化論叢』, 第 9 号 2 0 01 ,

p p . ト2 2 .

高橋 秀夫, 竹蓋草生 , 水光雅則 ,
土 肥充, 竹蓋順子, ｢ 英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能力

を養成す る ため の 初中級 c A L L 教材の 開発｣ , 『千葉大学外国語 セ ン タ - ｢ 言語文

化論叢｣』, 第 1 0 号 ,
2 0 02

, p p . 6 ト7 0 .

竹蓋順子 ｢ コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン能力を高め る ため の C A L L シ ス テ ム の 開発(5) 語嚢指

導シ ス テ ム の 開発｣ , 『L L 通信』, 1 93 , 1 9 9 7 , p p . 2 -5 .

竹蓋順子
,
『大学英語教育 に おけ る複合 シ ス テ ム の 実践的研究』, 千葉大学自然科学研

究科学位 (博士) 論文,
2 0 0 0 .

竹蓋順 子, ｢ 大学英語教育 におけ る複合 シ ス テ ム の 実践的研究｣ , 『言語行動 の研究』
,

第 7 号増刊号
,
千葉大学,

2 0 00
, p p . 1 - 5 9 .

竹蓋順子
,
竹蓋草生

,
高橋秀夫 ,

土肥充
,
｢ 英 語総合力養成の ための C A L L 教材の 開

発と そ の 試用 一 科学研究費補助金 に よ る 研究 -

｣ , 『 Am u al R e vi e w of E n glish

L a n g u ag e E d u c a ti o n i n J ap a n』, Ⅵ)1 .1 3 , 2 0 0 2 , p p . 1 9 9 - 2 0 8 .

竹蓋 草生 ,

竹重畢 生
,

竹蓋草生,

紀要』

竹蓋草生 ,

竹蓋草生 ,

『日本人英語 の科学』 研究社出版
,
東京

,
1 9 8 2 .

『ヒ ア リ ン グの 行動科 学』 研究社 出版 , 東京,
1 9 8 4 .

｢ 文献 に見 る 『聞き取 り』 科学とそ の 指導の 現状｣ 『千葉大学教育学部研究

第4 1 巻 , 第 l 乳 1 9 9 2 , p p . 1 0 1 - 1 1 6 .

『英語教育 の 科学』
,
ア ル ク, 東京 , 1 9 9 7 .

｢ 計画研究 カ : 外国語 c A L L 教材の 高度化 の 研究｣ , 『高等教育 と マ ル チ

メ デ ィ ア』, 創刊 号 特定領域研究 (A) ｢ 高等教育 に資す る マ ル チメ ディ ア の 高

度利用 に関する研究｣ (領域 1 2 0) , 2 0 0 0
,

.
p p . 1 6 - 1 8 .

竹蓋草生 ,
｢ 外国語教育 シ ス テ ム の 中の C A L L 教材の 高度化 -

その 研究プ ロ セ ス ー 英

語 c A L L 教材の 高度化を中心 に｣ , 『高等教 育と マ ル チ メ デ ィ ア』, 2 号 , 特定領

域研 究 ( A) ｢ 高等教育に資す る マ ル チ メ ディ ア の 高度利用 に関す る研究｣ ( 領域

1 2 0)
,
2 0 0 1

, p p . 15
-

1 9 .

竹蓋幸生
,
村 田年, 大塚達雄 , 水 光雅則 , 椎名紀久f , 高橋秀夫

,
土 肥充

,
西 垣知佳

子 , 竹蓋順 子 ｢ 英語 c A L L 教材の 高度化 の 研究｣ , 『特定領域研究 ( A ) ｢ 高等教

育改革 に資す る マ ル チ メ デ ィ ア の 高度利用 に 関する 研究｣ 領域番 号 12 0
,
領域略

称名 メ ディ ア教 育利用 , 研 究成 果報告 書 平 成 1 2 年度計 画研究』, 2 0 0 1 , p p .

1 5 9 - 1 7 2 .

竹蓋草生
,
｢ 研究 ト ピ ッ ク ス : IT 時代 の 英語教 育｣ 『高等教育 と マ ル チ メ デ ィ ア』, 4

号 , 特 定領域研究 ( A ) ｢ 高等 教育 に 資す る マ ル チ メ デ ィ ア の 高度利用 に 関す る研

-

40 -



究｣ (領域 壬2 0) , 2 0 0 1 , p p . 8 -2 2 .

竹蓋幸生 (監修) , 竹蓋順子 ,
S an d r a L ei s h m an

, 岩崎洋 一

,
『英会話 3 S T E P リ ス ニ ン

グ』, 語研 , 東京 ,
2 0 02 .

竹蓋草生, 竹蓋順子! ｢ 新 しい 英語教育 : 三 ラ ウ ン ド .

シ ス テ ム｣ ,
■『文 京女子大学外

国語学部 ｡ 文京女子短期大学 紀要』, 創刊% ,
20 0 2 , p p . ト1 4 .

竹蓋草生, 高橋秀夫,
土肥充

,
椎名紀久j

l
,
西垣知佳i

l
,
田中慎, 清野智昭 ,

宗宮好

和, 水光雅則 , 大木充,
害鳥茂, 細谷行輝, 水 町伊佐見 多和田虞

一 郎
,
柿沼嘉

孝, 境 一 三
, 竹蓋順子 ,

｢ 外国語 c A L L 教材の 高度化の 研究｣ , 『特定領域研究( A)

高等教育改革に資す る マ ル チ メ デ ィ ア の 高度利用 に関す る 研究 研究成果報告書

平成 13 年度計画研究』, 研究代表者坂元昂,
2 0 02 , p p . 2 4 ト2 6 9 .

竹蓋草生, 竹蓋順子 ,
｢ 新 しい 英語教育

一 三 ラ ウ ン ド ｡ シ ス テ ム｣ , ･『文 京学院大学外

国語学部, 文京学院短期大学紀要』, 創刊号 , 2 0 0 2 , p p . ト15 .

竹蓋畢生, 草ヶ 谷順子 ,
与那覇倍嵐 ｢ 外国語学部 に おける英語教育改善 の 歩み｣ , 『文

京学院大学外国語学部 ｡ 文京学院短期大学 紀要』, 第 2 号,
2 0 0 3

, p p . ト13 .

竹蓋畢生,
｢ 外国語 c A L L 教材の 高度化 の 研究｣ , 『高等教育 と マ ル チメ デ ィ ア』, 7 号 ,

特定領域研究 (1) ｢ 高等教育改革に資す る マ ル チ メ デ ィ ア の 高度利用 に関す る研

究｣ , 2 0 03 . p p . 3 3 - 3 4 .

中候清泉 『英語教育基本語嚢の 選定 に 関す る研究』, 千葉大学大学院自然科学研究科

学位 (博士) 論文 ,
1 99 1 .

中候清泉 竹蓋幸生 , ｢ 現代英語の キ
-

ワ
ー ド 『プラ ス α 2 0 00』

一

定義 と効果の検証

-
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1 9 94 , pp . 2 5 3 - 2 6 7 .

中候清泉 竹蓋順if , 高橋秀夫 , 竹蓋草生 ,
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1 9 9 5 .
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発(4) C A L L シ ス テ ム の 運営｣ , 『L L 通信』, 1 9 2 , 1 9 9 6 , p p ･ 2 - 5 ･

土肥充, 竹蓋草生 ,
水光雅則

,
高橋秀夫, 竹蓋順子 ,

中候清美
,
｢ 多様な レ ベ ル の 学

習者 に対応 し た英語 c A L L 教材の 開発｣ , 『高等教育改革と マ ル チメ デ ィ ア』, ニ

ュ
- ス レタ ー 第 5 号 , 特定領域研究 (A ) ｢ 高等教育改革に資する マ ル チ メ ディ ア

の 高度利用 に 関す る研究｣ , 2 0 0 2 , p p .3 9 - 4 0 .

土肥充 , 高橋秀泉 水光雅則 ,
椎名紀久子, 西 垣知佳子 , 竹蓋順子 ,

竹 蓋草生 .
｢ 英

語 c A L L 教材 c o lle g e L lf e シ リ
ー ズ c D - R O M ｣

,
『高等教育と マ ル チ メ ディ ア』 7

号
,
特定領域研究 (1) ｢ 高等教育改革に 資す る マ ル チ メ ディ ア の 高度利用 に 閲す
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る研究｣ , 2 0 03 , p . 2 9 .

土肥充
, 高橋秀泉 水光雅札 竹蓋順子 , 竹蓋草生 ,

｢ 大学 英語 c A L L 教材 c oll eg e Life

シ リ ∵ ズ c D - R O M の 開発｣ , 『特定領域 研究 (1) 高等教 育改革 に資す る マ ル チ メ

デ ィ ア の 高度利用 に 関す る研究 研究成果報告書 平成 1 4 年度計画研究』, 研究代

表者坂元昂
,
2 0 03 . ( 予定)

山岸駿介 ,
｢ 授 業を工夫すれば大学生も勉強す る!?｣

,
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C o ad y , J am e s ,
貼

L 2 V o c ab ul a ry A cq uisiti o n s A S y nth e si s o f th e R e s e a r ch ,
n

S e c o n d L a n g u a g e

V o c a b ul a ry A cq uisitio n , J a m e s C o ad y & T h o m a s H u cki n (E d s) , C a m b rid g e U ni v e r sity

P r e s s
,
C am b rid g e , 19 9 7 , p p .

2 7 3 - 2 9 0 .

Ellis
,
R ･

,

u

S L A an d L a ng u ag e P ed a g o gy ,
M

S t u die s i n S e c o n d L a n g u a g e A c q u isiti o n , 1 9/I ,

1 9 9 7
, p p . 6 9 - 92 .

L o n g , D ･ R .

,

' '

S e c o n d L an g u ag e List e ni n g C o m p r e h e n si o n : A S ch e m a
- T h e o r eti c

P e rsp e cti v e ,
n

Th e M o d e r n L a n g u ag e J o u r n a l , 73/1 , 1 9 8 9 , p p ･ 3 2 - 4 0 ･

L o n g , M . H .

,

"

S L A r e s e a r ch : S c o p e , g o al s , an d fu t u r e ,
"

名古屋大 学大学院国際開発研究科

主催｢ 第二 言語習得理論と C A L L 教材の 評価 に関す る公開講演会｣ ハ ン ドア ウ ト,

2 0 0 2
, p p . ト12 .
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"
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"

,
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M o rl e y , J o an ,
u
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,
D .
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Tak e fu t a
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J u nk o

,
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of E n glis h , U n p u blish e d M a st e r T h e si s S u b m itt e d t o C hib a U ni v e r sit y , 1 9 9 7 .

Zi m m e rm an
,
C h e ryl ,

"

H i st o ri c al t r e n d s i n s e c o n d l an g u ag e v o c ab ul a ry i n st r u cti o n ,
"

S e c o n d

L a n g u a g e A

-

c q uisitio n , J am e s C o ad y & T h o m a s H u cki n ( E d s) , C am b rid g e U ni v e r sity

P r e s s , C a m b rid g e , 1 9 9 7 , p p . 5 -1 9 .

本研究は ,
特定領域研究 (1) ｢ 高等教育改革に資する マ ル チ メ ディ ア の 高度利用に関

す る研究｣ ( 領域代表者 : 坂元昂) の なか の 計画研究 ( カ) ｢ 外国語 c A L L 教材の高度

化の 研究｣ ( 研究代表者 : 竹董草生) の
一 部と して行われ たもの で ある .
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大学英語 c A L L 教材 c o ll e g e L lf e シ リ
ー ズ c D - R O M の 開発

千葉大学
,
京都大 学 , 文 京学 院 短 期大 学 , 文京学 院大学

土 肥 充, 高橋 秀夫 , 水 光 雅 則 , 竹蓋 順 子 , 竹蓋 幸 生

T h e p u r p o s e o f t h e p r e s e n t s t u d y w a s -t o d e v el o p a s e ri e s o f C D - R O M t e a c h i n g

m at e ri al s f o r i m p r o v i n g E n glis h c o m m u ni c a ti v e s kills o f J ap a n e s e c olle g e st u d e n t s

w h o h a v e a v a ri et y o f E n gli sh p r o fi ci e n c y l e v el s . I n o r d e r t o p r od u c e s u it abl e s e t s o f

c o u r s e w a r e , th e
"

T h r e e - S t e p A u dit o ry C o m p r e h e n si o n A p p r o a c h
"

w a s n e w ly

d e v el o p e d a n d a d o p t e d a s t h e b a si c th e o ry i n th e d e v el o p m e n t o f t h e c o u r s e w a r e . It

i n c o r p o r a t e s l e a r n i n g P ri n cip le s f r o m c o g nitiv e a n d b e h a vi o ri st p s y c h ol o g y a n d

c o n c e p t s f r o m th e fi eld o f i n fo r m ati o n p r o c e s s l n g . A t o t al o f fわu r s e t s o f

C D - R O M - b a s e d m a t e ri al s , Fi r s t L ist e ni n g , I n t r o d u c ti o n t o C o ll e g e L if e , C o lle g e L if e

a n d C olle g e L if e II , v a r yi n g fTr o m a n el e m e n t a r y l e v el t o a n ad v a n c e d le v el w e r e

d e v el o p e d u s i n g t h e i n t e r vi e w s w it h p r o f e s s o r s , s t u d e n t s , a n d ad m i ni st r ati v e s t a ff

fil m e d at t h e U ni v e r sit y o f C alif o r ni a , B e r k el e y . A t o t al o f 4 6 c olle g e st u d e n t s

r e gist e r e d i n g e n e r al e d u c a ti o n E n glis h cl a s s e s p a rti cip at ed i n t h e e v al u a ti o n of o n e

of t h e d e v el o p e d m at e ri al s . T h e r e s ult of t h e e x p e ri m e n t m e a s u r e d b y T O E I C s c o r e s

a n d q u e s ti o n n ai r e s u r v e y s s h o w e d t h e hig h effi ci e n c y a n d e ff e cti v e n e s s of t h e

m a t e ri al ･ It w a s , th e r efわr e , c o n cl u d e d th at t h e d e v e l o p e d m at e ri al s c o uld effe cti v ely

b e u s e d fo r i m p r o v l n g C O m m u ni c a ti v e s kill s o f J a p a n e s e c o ll e g e s t u d e n t s .

キ ー

ワ
ー ド 英 語教育,

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能力
,
C A L L

,
C D - R O M . 三 ラ ウ

ン ド ･

シ ス テ ム

1 . は じ め に

過 去 に お い て 英語教 育論争な る も の が あ り , 英 語 教育 は 教養を目指す べ き な

の か , 実 用 を 目指 す べ きな の か が 問わ れ た こ と が あ っ た ｡ 結局 ど ち ら で あ る

と の 結 論 も得 ら れ な い ま ま に ,
い っ の ま に か 論争 は終 息 し た よ う で あ る が

,

残 念 で あ っ た こ と は そ の 議 論 が結 局, 英 語 教 育 の 効 率 化 に 結 実 し な か っ た と

い う こ と で あ る ｡ こ の 議 論 に 限 らず,
こ れ ま で 我 が国 で は 新 し い 指導法 の 紹

介 , 提 案 , 実 践 , 教 育機器 の 開 発 等 さ ま ざ ま な試 み が 行 わ れ て は 消 え て い る

が
,
筆 者 ら が 知 る 限 りそ の 結 果 と し て , 日 本人 の 英 語 力 が 大 き く 向 上 し た と

い う 報 告 は な い ｡ こ れ ら の 議 論 や 試 み が英 語 教 育 の 効 率 化 に つ な が ら な か っ

-
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た こ と の 理 由 に は さ ま ざま な こ と が考 え ら れ る が , 英 語 教育 の 目 的 ,
目標 レ

ベ ル
,
現 状 の 認 識 . 英 語力 向上 の た め の 要素 , 指 導上 の 問題点 , 新 し い 指導

理論 の 確立 , 教 育 棟器 の 活 用 , 教 材の 開 発 , そ の 効果 の 検証 な ど の 点 で . 棉

密な 定義 , 構築 , 統合 , 実 証 な どがな さ れ な い ま ま , 抽 象 的 な言葉 の 上だ け

で議論 さ れ て い た こ と が そ の ひ と つ と し て あげ られ る と 考 え る ｡

こ の よ う な状況 の中 , 平 成 1 1 年度 か ら 4 年計画 で , 文部科学省特定領域研

究 ｢ 高等教育改革 に資す る マ ル チ メ デ ィ ア の 高度利用 に 関 す る研究 ( 研究代

表者坂元昂) ｣ , 研 究 項目 A O 2 ｢ 外国語教 育 の高度化の 研 究｣ の 1 本の 柱と し

て , 計画研 究 力 班 は ｢ 外国語 c A L L 教材 の 高度化の 研究
1
｣ ( 研究代表者竹蓋畢

坐) を担 当す る こ と に 決定 し た ｡ 過 去の夷語教育 に お け る過 ち を繰 り 返 さず

に英 語教 育 の 効率化 に結実で き る C A L L 教材開発研究を行う大きな チ ャ ン ス

を我 々 は 手 に す る こ と に な っ たわ け で あ る ｡ 外 国語 教 育 の 改善 に は ,
指 導理

読 ,
コ

ー

ス ウ ェ ア 開 # ,
ソ フ トウ ェ ア 開 発, 教材活用法 と い う要素を総合 し

た シ ス テ ム が不 可 欠 で あ る と考 え る ｡ 我 々 は こ の 4 つ の 要素そ れ ぞ れ を い か

に 高度化 で き る か を重点課題 と し て 研究を行 っ た ｡ 本報告は 平 成 1 2
-

1 4 年度

に か け
,
英 語 グル

- プ で 行わ れ た ｢ 英語 c A L L 教 材の高度化 の 研 究｣ に つ い

て
, 研 究 の 目 的 , 研究 の 方 法 ,

研 究の 成 果 等 に つ い てま と め たも の で あ る ｡

2 . 研究 の 目的

本研究 の 目的 は ｢ 英 語 が で き な けれ ば国 が危う い｣ と ま で 指摘さ れ なが ら

そ の 英語力が世界 で最下 位 に近 い と長年言わ れ続けて い る わ が 国 の 英語学 習

者 の う ち ,
とく に 大学生 の 英語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能力を効果 的 に 向上さ せ

る こ と の で き る C A L L 教材 を開発 す る こ と で あ っ た ｡

3 . 現状 の 分析

文部科学省 の 調 査 に よれ ば , 海外 の 大学など に 留学 し た 日 本 人 の 数 は 平 成

1 3 年度 , 約 7 6 ,0 0 0 人 と 推 定 さ れ ,
う ち 7 3 % に あた る 5 5 ,5 0 6 名 が英語国 に 集

中 し て い る と い う ( 文 部科学省 2 0 0 1) o こ の 数字は 留学 と い う . 言 わ ば ｢ 夢｣

を か なえ た社会 人 , 学生 の 数で あり , 留学 を希望 して い る も の を含め れ ば相

当 な数 に の ぼ る で あ ろ う ｡ そ れ で は 日 本 人大学生 に留学 に 足 る だ け の 英語 力

が あ る か 観察 し て み る と ,
必 ず し も明 る い 材料 は 見 当 た ら な い ｡ 英語国 の 多

く の 大学 が T O E F しP B T で 5 5 0 点を ク リ ア す る こ と を要 求 し て い る と 言わ れ

る なか
,
E d u c a ti o n al T e sti n g S e r v i c e に よ れ ば 平成 1 2 年度 の 我 が国 の 大 学生 の

平 均 待 点 は 43 9 点 で あ っ た と報 告 さ れ て い る ｡

l

研究 課題 名 : 外 国語 c A L L 教材 の 高度 化 の 研究 ( 課題 番号
: 1 2 0 4 0 2 0 5)
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一 方卒業後 の 進路 と な る企 業 の ニ - ズ を観察す る と
,
T O E I C で 7 3 0 が海外

赴任 レ ベ ル と さ れ , 実用 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン レ ベ ル の ひ と つ の 目 安 と 考 え ら

れ る ｡ と こ
.
ろ が T O E I C 運 営委員会 に よ れ ば 2 0 0 1 年度 の 日 本 人大卒新入社員 の

平均 ス コ ア は 過 去最高なが ら 4 6 3 点 だ っ た と い う ｡

さ ら に 大学 1 年 生 の 英語力 の バ ラ ツ キ を調 査 し た竹蓋順他 ( 2 0 0 2) に よ れ

ば 9 0 パ ー セ ン タ イ ル ｡ レ ン ジ で T O E F し P B T 3 5 0 - 5 3 0 点( 国立 A 大学) , T O E I C

2 0 0 - 5 6 0 点 ( 私 立 B 大学) と 極 め て 大 き なバ ラ ツ キ が 見 ら れ る こ と も報告さ

れ て い る ( 図 1 , 図 2) 0

6 5 0

6 0 0

5 5 0

5 0 0

4 5 0

4 0 0

3 5 0

8 00

7 00

6 00

5 00

4 00

3 0 0

2 0 0

1 00

0 3 0 6 0 9 0 1 2 0 1 5 0 0 5 1 0 15 2 0

園 1 国立 A 大 学の T O E F L I T P の ス コ ア分布 図 2 私立 B 大学の T O E I C - IP の ス コア分 布

ま た 教材 の 難易度 と学習者 の レ ベ ル が学習効果 に 与え る影響 に つ い て 研 究

した土 肥 他(2 0 0 2) で も興 味深 い 事実が報告され て い る ｡ そ れ は 5 年間 に C A L L

シ ス テ ム を使 用 し て 英語を学習 し た 1 4 26 名 の デ ー タ を プ リ テ ス ト の 使用教材

ごと に 分類 し , 各 グ ル
ー プ内 で 学習前 の T O E I C ス コ ア と 学習後 の 得点上昇 の

関係を観察 し た も の で あ る ( 図 3) 0

つ ま り
,
教 材の 難易 度 と学習者 の レ ベ ル が最も合 っ て い る 場 合 は平 均 で 1 0 0

点 上 昇 し た の に 対 し
,
学 習者 の レ ベ ル が 1 0 0 点 高か っ た り 低 か っ た り す る だ

け で
,
4 0 点 以 上 も効果が落 ち て しま う こ と が 明 ら か に な っ たわ け で あ る ｡
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難しす ぎ 難易度適切 易 しす ぎ

図 3 プ リ テ ス ト得点別 T O E [ C ス コ ア平 均 上昇量

以上 の 調査 . 研 究 か ら 明 ら か と な っ た点 は 以下 の 3 点 で あ る :

( 1) 英語圏 の 大学 や
一

般企 業な ど社会が要求す る ニ ー ズ は T O E F L - P B T 5 5 0 点
,

T O E I C 73 0 点 と推定 され る が ,
日本 人大学生 の こ れ ら の テ ス ト に 対す る平

均得点 と は極めて 大 き な隔 た り が あ る ｡

( 2) 日 本 人大学生 の 英 語 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能力 に は大き なバ ラ ツ キ が存荏

す る ｡

(3) 学習 者の レ ベ ル に あ っ た教材を与えた場合 と そ うで な い 場合 に は , 学 習効

果 の 上 で大き な差が生ず る ｡

こ の よ う な事実 か ら ｢ 大 学生 の 英語 コ ミ ュ ニ ケ - シ ョ ン 能力を効果的 に 向

上 さ せ る｣ と い う研 究 目的 を達成す る た め に は , 初級 か ら 上級 ま で カ バ ー す

る よう な レ ベ ル の 異 な る複数の C A L L 教材 を開発 す る こ と が不 可 欠で あ る と

い う結論 に達 し た ｡

4 . 指導 理論 ( 三 ラ ウ ン ド ･ シ ス テ ム) の 開発

日本 人 大 学 生 の 英 語 コ ミ ュ ニ ケ - シ ョ ン 能 力 を社 会 が要 求す る ニ ー ズ に ま

で 引 き上 げ る た め に は , 自然 な 速度 で 発 話 され た ノ イ ズ を含 ん だ 英 語 を 理 解

で き る よ う に す る 必 要 が あ り ,
当 然教 材 に 使用 す る 素 材 に もそ の よ う な 英 語
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を使用す る 必 要 が あ る ｡ し か し t
こ の よ う な 自然 な 素 材 を 使用 す る 場 合 問題

と な る の は
, 素材 の レ ベ ル と 学 習 者 の レ ベ ル に 差 が あ り す ぎて ,

教 材を消 化

で きず
, 絶望 感 を味わうだ け の 結 果 と な り , 教 材 が 教材 と し て機能 し な い と

い う 点 で あ る ｡ 残念 な が ら 外 国語教育界 の 現 状 で は ,
こ の よ う な素材を使 用

し , 総合 的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能力を養成 で き る と す る 理 論 , 指 導法 は な

い と 言 わ れ て い る ｡ そ こ で 我 々 は そ れ を可能 と す る 理論 , 指 導法 を自分た ち

で 開発す る こ と と し た ｡

総合 的 な コ ミ ュ ニ ケ -

シ ョ ン 能力を効率的 に養成 で き る 外 国語活用力養成

理論 と し て我 々 が開発 し た理論 は ｢ 三 ラ ウ ン ド
. シス テ ム｣ と 呼 ばれ る ｡ 理

論 の 開発 に あた っ て 我 々 が も っ と も重視 した の は , 自 然言 語 を使用 した コ ミ

ュ ニ ケ -

シ ョ ン 能力 に 不 可欠な要素が ｢ 膨 大 な量 の 記 号 の 習得｣ や ｢ ノ イ ズ

へ の 対 応｣ を含め ,
い ずれ も極め て複雑な技能 で あ る こ と , そ し て そ の 技能

を限 ら れ た時 間内 に 効率的 に養成 す る こ と が求め ら れ て い る と い う 理解で あ

っ た ｡

効 果 的 指導 に 不 可 欠 な こ と は 人 間 の ｢ 学習力｣ を最大限 に 引 き 出す こ と で

あ る ｡ そ し て 引 き 出 され た学習 力を ｢ 減退 さ せ な い ｣ こ と ,
学 習 し た こ と を

容 易 に ｢ 忘 れ さ せ な い｣ こ と . さ ら に は 記 憶 し て い る だ け で な く そ れ が ｢ 使

え る形 で 学 習 さ れ る｣ こ と も 重 要 で あ る ｡ 我 々 は こ の よ う な こ と の 実現 の た

め に は 結局心理学 の 知 見 を最 大 限 に 活 用 す る の が も っ と も 近 道 で あ る と 考 え

た ｡ 心 理 学 に は ｢ 学 習 の 心理｣ と 呼 ばれ る 分 野 が科学 的 な研究 の 対 象 と し て

存在す る か ら で あ る ｡ し か も心 理学 の な か に は 学習理 論 と し て 古 典 的学習理

読 ,
オ ペ ラ ン ト 学習理言臥 さ ら に は 認 知 理論など , 複数 の 学 習 を助け る行動

に 関 す る知 見 が あ る ｡

心 理 学 の 分 野 の 研究者で あ っ た ら ,
どの 理 論 が最も良 い 理論 か の 論争や そ

の 選 定 を中心 に研究を行い , さ ら に よ い 理 論 の 開発に努力す る で あ ろ う ｡ し

か し我 々 は 心 理学者 で は なく , 学 習 者 の 実用 英語力を効果的 に向上さ せ る こ

と を使命 に し た教育研究者 で あ る ｡ そ こ で 心 理学者の と る 道 と 異 な る 道 を取

り ,
こ の 3 理 論 で 推 奨され て い る 学習 に 必 要 な行動また は タ ス ク をす べ て ひ

と つ の 指 導 シ ス テ ム の な か に取 り 込 ん で ,
｢ 学 習理論 の シ ス テ ム 化｣ を計 り ,

よ り大 き な学 習 効果 を得よ う と考 えた ｡ さ ら に 分散 学 習 の 考 え方 も取 り入 れ ,

学 習理 論 の シ ス テ ム 化 に よ っ て 効 果 的 に学 ば れ た こ と を よ り 強 く 定着さ せ る

こ と も 図 っ た ｡

マ ル チ メ デ ィ ア 機 器 を使用 し て こ の 指導 シ ス テ ム を稼 動 さ せ る こ と に よ り

バ ー チ ャ ル ･ リ ア リ テ ィ の な か で 学 習す る と い う 効果 も持 た せ る よ う に し た ｡

マ ル チ メ デ ィ ア 機器 の 活 用 に あた っ て は ,
他 の 研 究者 と は 異 な る 点 に も留 意

し た 活 用 法 を導 入 し た ｡ そ れ は 機器 の 性 能 が高 く な っ た か ら と い っ て マ ル チ
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メ デ ィ ア 情報 を で き る だ け 多 く
, 同時 に 学 習者 に提 示 す る の で は なく ,

そ の

提 示 に よ り学 習者 の 情報処理能力 に 対 し て負荷過大 と な る こ と を避 ける た め
,

提 示 の 場 面 や 畳 ,
そ れ に タ イ ミ ン グ に 留意 し て 学習者が少 し で も 容 易 に学 べ

る よ う 配慮 し た と い う こ と で あ る ｡

固 4 三 ラ ウ ン ド ･ シ ス テ ム の 構造 ( 竹藍, 1 9 9 7)

もう ひ と つ の 特徴 は , 我 々 の 指 導シ ス テ ム で は伝統的な手法 で扱う と し た

ら レ ベ ル が高す ぎ る と考 え ら れ る よ う な素材で あ っ て も ,
で き る だ け学習者

の ｢ 興 味と ニ ー ズ に 合 っ た素材｣ を教材 と し て 採 用す る よ う努力 し た点 で あ

る ｡ そ れ が学習者の 学習力を引き 出す ひ と つ の 重 要 な方法だ か ら で あ る ｡ し

か し学 習者 は 人 間 で あ る た め , 与え られ た素材,
タ ス ク が難 しす ぎ る と 絶 望

し て , 内容 の 興味や ニ ー ズの た め に せ っ か く引き出された学習意欲が減退 ,

消失す る こ と が あ る ｡ そ こ で 三 ラ ウ ン ド ･ シ ス テ ム で は
,
難 し い 素材で も易

し い と 思わ せ る よ う な タ ス ク の 考案 .
そ の 分 割 提示 に よ り , 学 習 意欲 , 学習

力 の 減退を防ぐ こ と を課題と した｡

難 し い 素材を易 し い と 思 わ せ な が ら学 習 さ せ る た め に 分 散学 習 を導入す る

の で あ る が
,
素材 の 長 さ で 分割 す る の で な く ,

｢ 学習 の 深 度｣ で 分 け
,
第 1 ラ

ウ ン ド ( R l) , 第 2 ラ ウ ン ド ( R 2) , 第 3 ラ ウ ン ド ( R 3) と 3 分割 して 学習 さ

せ る ( 図 4) o こ う す る こ と に よ り ,
難 しさ は 伝統的な手法 で 学 ぶ 場 合 の 1 /3

に な る ｡ さ ら に 各 ラ ウ ン ド で の タ ス ク を そ れ ぞれ が 自然 な音 声 情 報 の 処 理 に

必 要 な作 業 を 学 ぶ も の と す る だ け で なく ,
お 互 い に 有機的 に 関連 の ある もの

に し て
,
R l の タ ス ク を 真面 目 に 行 え ば R 2 の タ ス ク が容 易 に な り ,

R 2 の タ ス

ク を真 面 目 に 行 え ば R 3 の タ ス ク が容 易 に な る よ う に 作成す る ｡ そ の 上で R l
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の タ ス ク が伝統的 な手法 で 学 習 し た ら感 じ る で あ ろ う難 易 度 の 1/6 , R 2 の タ ス

ク が 2/ 6
,
R 3 の タ ス ク が 3/ 6 と い っ た難 易度 に な る よ う

･

に タ ス ク を作成 す る と ,

タ ス ク 間 の 有機的 な関係の ため に ,
全体 を通 し て 各 ス テ ッ プで の 学 習 が 1/6 程

度 の 難 易度 に し か感 じ なく て済む よ う に な る ｡

学 習 の ｢ 深度｣ で R l , R 2 , R 3 に 三 分割 して 学 習 さ せ る に あ た り ,
そ の そ

れ ぞれ の タ ス ク の 難易 度 を 1/6 , 2/6 , 3/ 6 の よ う な割 合 に し, か つ そ の タ ス ク

が有機的 に ｢ 関連｣ の あ る も の に す る と は 以下 の よ う に タ ス ク を作成す る こ

と を指 す ｡ ま ず R l , R 2 , R 3 の タ ス ク の 目標 をそれ ぞ れ図 4 に 見 ら れ る よ う

に , ｢ 大 ま か な理解｣
,
｢ 正確 ･ 詳細 な理解｣ , ｢ 話者 の 意図 ･ 結論等の 理解｣ と

す る ｡ よ り具体的 に 言 えば ,
R l で は事前情報や ヒ ン ト情報を使 い なが ら ｢ ど

の よ う な 人 が
, 何時 頃 ,

どの よ う な環境 で ,
どん な 内容 の こ と｣ を話 し て い

る か 等 の ,
内 容 関連 の 事実を ひ と つ で も ,

二 つ で も お ぼ ろ げ に 推測 で き る 程

度 の 理解を目標 と す る ｡ R 2 で は 参考情報や補助情報 を使 い なが ら 言わ れ て い

る こ と を表面 的 に , ｢ 話者の 使 っ た 表 現 の ま ま に｣ , 正 確 ,
か つ 詳細 に 聴取 す

る こ と が目 標 と な る ｡ い わ ば デ ィ ク テ
ー

シ ョ ン で 求 め ら れ る よ う な作業 で あ

る . こ の R 2 で の崩 れた発話 の 正確な理解 に R l で 達成 し て い る 大ま か な 内容

の 理解が大 きく貢献す る こ と は 言 うま で もな い ｡ R 3 で は R l で の 状 況 の 大 ま

か な理解と R 2 で の 話者 の 表 現 の 正確な聴解を ｢ 勘案 , 総 合｣ し た 上 で , そ れ

を 聞 き手 と し て は どの よ う に 理 解 し, 結 論 す べ き か の 分析作業 を行 い , 最終

的 なメ ッ セ ー ジ を理 解 させ る .

こ の よ う な 目標を考慮 しな が ら R l ,

R 2
,
R 3 の タ ス ク を作成して い く と .

そ れ ら の タ ス ク が単独 で 使 用 さ れ た

場 合 の 難 易度 は 学習者に と っ て
,
ほ ぼ

1/6 , 2/6 , 3/ 6 程 度 に なる ( 圃 5) ｡ し

か し三 ラ ウ ン ド ･ シ ス テ ム で は 上 記 の

よ う に 先行す る タ ス ク の 成功 が 常 に

後続 の タ ス ク で の 成功を容 易 に す る

よ う に な っ て い る の で
,
全体 を通 し て

1/ 6 程度 の 難 しさ し か 感 じ なく て 済む ｡

三 ラ ウ ン ド ･ シ ス テ ム で は
,
こ の 他 に

固 5 各種方策 で低く なる素材難易度

も各 タ ス ク に 2 - 3 個 の ｢ ヒ ン ト｣ が つ け られ て い る た め ,
タ ス ク の 難 易 度 は

さ ら に 下 が り
,
1/1 2 程 度 の 難 し さ に な る ｡ ま た R l の 開始 前 に 提 示 さ れ る事前

情報
,
R l と R 2 の 中間 あた り の 参 考情 報 . そ し て R 2 と R 3 の 中間 あた り の 補

助 情報 ,
R 3 の 後の 発展 情報 と い っ た 豊 富 な情 報群 が 用意 されて い る た め , 難

易 度 は 最終 的 に は 1/2 4 程度 に ま で 下 げ る こ と が可 能 と な る ｡ こ の こ と は 実際

- 50 -



の デ - タ で 実証 さ れ て い る ｡

5 , C A L L 教材 C oll e g e Lif e シ l』
- ズの 開発

理 論 に お け る高度化 は 膨大 な基 礎 研究 に 基 づ き, 十 分 に 行 われ た と考 え る ｡

次 の ス テ ッ プ は教材開発 に お け る 高度化 で あ る ｡

1) メ デ ィ ア の 選定

c A L L 教材に使 用す る媒体に は (1) C D - R O M
L
, ( 2) D V D , (3) イ ン タ

ー ネ ッ h ,

( 4) L A N な ど の 利用 が 考 え ら れ る . イ ン タ
ー ネ ッ ト を使用 す る 場 合 は 時 間 や 場

所 を制限されずに 学 習 で き る . 教 師 の 側 で 教 材の 修 正 が容 易 に 行 え る , 学 習

管理 が 容易 に 行 え る等の 利点があげら れ る 反面 ,
現 時点 で は動画等 の 大量情

報 の転送速度 に 問題 が あ り , あま り複雑 な教材は使えな い と い う短所が奉る ｡

L A N の 場 合 も教師 の 側 で教 材 の 修正が容 易 に で き, 学 習管理 が容 易 で あ る等

の 利点があげ ら れ る が ,
ネ ッ ト ワ ー ク で 連結 さ れ て い る部 屋 で し か学習で き

ない
,
サ ー バ が故障す る と連結され て い る端 末全 て が使用 不 可能 と な る と い

っ た 欠点があ る ｡

一 方 ス タ ン ド ･

ア ロ ン の 場 合 は .
パ ソ コ ン と C D - R O M 等 の メ デ ィ ア に 記 録

さ れ た 教 材さ え あ れ ば い っ で も ど こ で も手 軽 に 学 習 で き る が , 教 材 の 変更や

学習履歴 の管理が容易 で な い な どの 制約 点 が指摘 さ れ る ｡ い ず れ も
ー 長 一

短

で は あ る が, 外国語教育 に お け る教材の 高度化 と い う面 か ら み る と , 動 画 が

自由 に 使 え な い 施 設 で は そ の 妥 当性 に 大き な 問題 が生 じ る . ま た サ
ー バ が故

障す る と 全部の機器 が動か なく なる と い う 問題も決 し て軽視 で き ない 0

こ れ ら の 条件 に 加 え .
現 在 の 多く の 大学 に お ける 設 備甲設置状況 や大学生

の パ ソ コ ン 所有率等も考慮 に入 れ た上 で .
数年後 に は 古 い と 言 われ る 可能性

を認 めなが ら も ,
我 々 は あえ て 緊急を要す る 外 国語教 育 の 改 善 にす ぐに で も

役 立 たせ る こ と が で き る と い う条件を優先させ ,
ス タ ン ド ･ ア ロ ン で の 使用

が可能な｢ C D - R O M 教 材 の 開 発｣ を今日 の 最善の 選択 で あ る と結論 し た ｡ D V D

を採用 し な か っ た の は 多く の 大学およ び個 人 で の 設備 の 準備状況 の 現 状 を考

慮 し た か ら で あ る ｡

2) 素材 レ ベ ル の 設 定 と素材の 収集

社会 が要求す る 英語 の レ ベ ル ,
お よ び 日 本 人 大学 生 の 英 語力 の 実情を観察

し た結 果 , 本 研究 で は 初級 ( T O E I C 3 8 0 点 レ ベ ル) か ら上 級 ( T O E I C 6 6 0 点 レ

ベ ル) の 学習 者 を対 象 と し , 最終的 に T O E I C 7 3 0 点 レ ベ ル に 到達 す る こ と を

可能 と す る よ う な レ ベ ル の 異 な る 4 種 の 教 材 を 開 発す る こ と に し た ｡ 実用 の

英 語 コ ミ ュ ニ ケ - シ ョ ン 能 力 を 養成 す る に た め に はそ の 内 容 も学 習者の 知 的
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レ ベ ル に 合 致 し た も の で な け れ ば なら な い ｡ そ こ で 素 材 に つ い て は , 世 界 的

に も著名 で , ま た 日 本 人 に も 良く 知 られ て い る カ リ フ･ オ ル ニ ア 大 学 バ ー

ク レ

- 校
2
で

, 大学の 管理職 , 事務 職 ,
教授

,
学 生 , 卒 業生 等 に イ ン タ ビ ュ - を実

施 し
, 大 学 や 研 究 , 授 業 ,

そ れ に 学生 生 活 を紹介 し七も ら っ た映像 と 音声 を

収集 し て使用す る こ と に し た ｡

な お最 も難 易度 レ ベ ル の 低 い 初 級 教 材 に つ い て は ,
こ れ ら の 高度な内容を

扱 っ た 素材 の 利 用 は 不 可能で
_
あ る と判 断 し ,

対 話
,
ア ナ ウ ン ス , 物語 , ニ ュ

ー ス
, ドキ ュ メ ン タ リ ー な どバ ラ エ テ ィ

ー に と ん だ内容 の英語 を ア ラ カ ル ト

的 に収集 し ! 日 本 の 藤音 ス タ ジ オ で 自然性 に留意 し な が ら収 録 し た素材を使

用 した ｡

3) 使用案材 の抽出

中級 レ ベ ル の 教材で は , 必 ず し も 容易 で な い 自然 な速度 で発話 され たイ ン

タ ビ ュ ー 素材を使 っ て , 学習 者 に と く に難 し く な い と 感 じ さ せ な が ら学習を

開始 , 継 続 , 終了 さ せ る ため , 素材の 使用 部 分 の 選 定 に は細心 の 注意 を払 っ

た ｡ そ の ひ と つ は , 素材の ト ピ ッ ク を で き る だ け 身近 なも の と し , 学 習者が

比較的容易 に 理解 で き る内容 を扱 っ て い る 部分 を抽 出 した こ と で あ る ｡ 具 体

的 に は 日 本 人大 学 生 が興 味 を持 つ と 推測 さ れ る (1) 教 授 ,
学生 , 事 務 職の 自

己紹介 , (2) 授業 の 紹介 , (3) 全 学 開講科目 の 種 類 , ( 4) 図書 館 の 紹介 , ( 5) 大

学 の 歴 史 , (6) 外 国語学 習 の 重 要 阻 ( 7) 寮生亨乱 (8) 学 生 自治 会 な どが精選

された ｡

ま た 中上 級 以 上 の 教材に つ い て は 学 習者 の 英語力 ,
お よ び知 的 レ ベ ル に 合

わ せ , ( 1) 学 問, ( 2) 研 究, (3) ス ポ
ー

ツ
, (4) 留学 , ( 5) 学業 と 他 の 活動 と の

両 立 な ど の 内容 を扱 っ た 部分 を抽 出 し素材 と し て 使 用 し た ｡ 各 素 材 は 内容 ご

と に 4 つ か ら 6 つ の U N I T に 分類 さ れ た ( 図 1 0 - 1 3) . 各 u N I T は 4 - 6 の

p A R T と 呼 ばれ る学習単位 に さ ら に 下 位 分類 され た ｡

素 材 の 自然 性 に は 手 を加 えず , 学習者 に 容 易 と感 じ さ せ な が ら学 習 させ る

た め の もう ひ と つ の 工 夫 と し て ,

一

度 に 聞 き取 り , 学 習す る P A R T の 長さ を

で き る 限 り短 く し , 学 習者 の 情報処理 の 負担 を軽減さ せ た . ま た前 の レ ベ ル

で 学 習 し た こ と を次 の レ ベ ル に
一

部 重複 させ て 使 用 す る な ど して !
現在 の 学

習 が , 次 の レ ベ ル で の 学 習 の 予 習 に も な る よ う な 工 夫 も取 り入 れ た ｡

2
本 研究 で は ,

大 学 当局と の 契 約締庸 に 研 究代 表者の 知 人 ,
カ リ フ ォ ル ニ ア 大

学 R i c h a r d W . B l a c k 氏の 協力 を 得 る こ と が で き た ｡ B l a c k 氏 の 尽 力 な く し て

は C oll e g e L lf e シ リ
ー ズ は 開 発 で き なか っ た ｡ こ こ に 感 謝 の 意 を表 した い ｡
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4) ス ク リ プ トの 作 成

正確な ス ク リ プ ト の 作成 は 学 習者 に 正確 な情報を与え る ため だ け で なく ,

素材 の 内容 を正確 に 理解 し ,
種 々 の 情報を適切 に 組 み 合 わ せ , 高 い 効果の コ

ー ス ウ ェ ア を開発す る た め に も必 要不 可 欠 な情報で あ る . 本 研 究で は イ ン タ

ビ ュ ー

素 材 を収録 し た カ リ フ ォ ル ニ ア 大学 バ ー ク レ ー 校 に依 頼 して 作成さ れ

た ス ク リ プ トを 3 名 の 英 語 ネ イ テ ィ ブ ス ピ
ー カ ー

に 十 分 にr確認 さ せ , 修正 を

加 え た結果を ス ク リ プ ト の 最終 版 と して 採用 し た ｡

5) タ ス ク の 開発

タ ス ク と は聞 く こ と に よ る 内 容 理解を基本 と す る 問題解決作業 で あ る ｡

S T E P l の タ ス ク に は 素材を聞きなが ら キ ー

ワ ー ドや キ ー フ レ ー ズ を抽 出 さ

せ る も の と 素材イ ン タ ビ ュ ー の 内容 .
ト ピ ッ ク を大ま か に推測さ せ る もの を

素材 ( F A R T) ご と に 2 種額ず つ 作成 した ｡

s T E P 2 で は 各 素材( F A R T) を 2 -

5 箇所 の S E C TI O N に細分 し, 各 s E C T I O N

ごと に 2 問 ず つ
,
言 われ て い る 内容を 正確 に 聞き取 る こ と を 目的 と す る タ ス

ク を作成 し た ( 図 1 6) o ま た 一 度 に 処理 で き る チ ャ ン ク を広 げ ,
ノ イ ズ に 対 応

で き る情報処理鰭力を養成す る ため の 空所補充式 タ ス ク を各, p A R T に 1 問ず

つ 加 え た ( 国 1 7) 0

s T E P 3 で は 言わ れ て い る 内容 を総合 し; 直接 言 われ て い な い 発 話 の 意 図等

を推測 す る タ ス ク ( 図 1 8) に 加 え ,
言わ れ て い る複数 の 内容 に つ い て 共通点

や 相 違 点 を探 し 出す な ど の タ ス ク や 学習 した 素材をも と に , 特 定 の 状 況で ど

の よ う な発話をす る の が適切 か と い っ たタ ス ク を作成 し た ｡

6) ヒ ン ト の作成

キ ー

ワ
ー ドや キ ー

フ レ
ー ズの 抽 出や 内容 の 大ま か な理解を援助す る た め ,

s T E P l の ヒ ン ト に は あ らか じ め抽 出され たキ
-

ワ
ー ド

,
キ ー

プ レ
- ズを 見せ

な が ら素材を聞 か せ .
聞 き取 れ た表現 に チ ェ ッ ク を入 れ る な どの 作業をさせ

た ( 図 1 5) 0 S T E P 2 , 3 に つ い て は タ ス ク ご と に ,
1) ス キ

ー マ を活 性化 させ ,

話 の 流 れ や 展開 を推測 させ る も の ,
2) 使われ て い る 言語 的情報 に つ い て 説 明

す る も の , 3) 聞き 取 る べ き素 材中 で の 位 鼠 キ ュ
ー と な る表現 を示 す も の な

ど
,

一

般 的 な 内容 で 大 ま か な も の か ら 具体的なもの へ と 3 段階 に 分 け て 作成

し
, 学 習者 が こ れ ら の 情報 を も と に 徐 々 に タ ス ク を達成 で き る よ う ,

こ の 順

で 提示 で き る よ う に し た ｡

7) 正解 , 解読 の 作 成

正 解 は 3 つ の ヒ ン ト の あ と で 提示 し ,
タ ス ク に 成 功 し たか どう か 学習 者 に

-
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自己添削 さ せ る 形 と し た ｡ 正 解提 示 時 に は 正解 と と も に 答 を導 き 出す の に 必

要 な箇所 をイ ン タ ビ ュ ー

素 材 か ら 抽 出 し , 文字 で 提 示 し た . ま た よ り 深 い 学

習 を援助 す る た め
, 文法事項 ±

語 法
,
文 化的情報 ,

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 技

術 な ど に関す る解説 を で き る だ け 多 く与え , 学 習 者 が無理 なく , 納 得 し な が

ら学習 を進 め ら れ る よ う心 が け た ｡

8) 番数材特有の付加情報

初級教材で は学習者 の 文法力養成 を目的 と し ,
イ ン タ ビ ュ ー に 使 用 さ れ て

い る 表現 の 文 法 的解説 .
語法 上 の 注意 に 関す る 説 明 を タ ス ク ごと に数多く取

り入 れ た o 中級教材で は コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン 能力を向上 さ せ る た め の 注意事

項 や英語 習得 の 秘訣, 音 声 英語 の 実態 , 学 習 の 成 立条件 , 学習 上 の ポイ ン ト

を q & A の 形 で 2 9 個 作成 し各 p A R T の S T E P l , 2 の 終わ り に 頻 出 し過 ぎ な い

よ う に 均等 に 配置 し て 提 示 す る よ う に し た . 上 級 教材 で は コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ

ン の 失 敗 例 , 日 米 で の 文化,
習慣 , 発想 の 違 い な ど異 文化間 コ ミ ュ ニ ケ ー

シ

ョ ン に 関す る解説を 2 7 個作成 し t S T E P 2 の 終 了時 に提示 し た ( 固 1 9) 0

9) 辞書情報 の作成

辞書 情報 は 当該イ ン タ ビ ュ ー で わ か ら な い 語 や 表現 があ っ た場 合 に 音声 と

訳 語 に よ り 与 え ら れ る情報 で あ る ( 図 2 0) ｡ 辞書情報 と して 収録 す る表 現 の 具

体的抽 出方法 と し て は ,
ま ず各 レ ベ ル の 学 習者数名 に 完成 した 素材 の ス ク リ

プ ト を与え
,
辞書情報 と し て C D - R O M 教 材 に 収録 され て い る と 便利 と考 え ら

れ る表現をあげさ せ た ｡ こ れ ら の 表 現 に我 々 が抽 出 した表現 を加え た の ち
,

1 語 か ら な る単語用辞書, 2 語 以 上 の 語か ら な る フ レ ー ズ用 辞 書 に 分類 し た ｡

2 種類 の 辞書 に 収叙 した語尭 . 表現 は ヘ ッ ド ワ - ド化 せ ず , 学 習 者が 容 易

に 探 せ る よ う に 音声素材ヰ に 使 わ れ る活用形 の ま ま参照 で き る よ う に し た ｡

訳語 に は 音声素材中 で使用され る意味の み を与 え た ｡

1 0) 発展情報の 作成

発展情報 は教材中で 学 習 した ト ピ ッ ク や 場面 に関連す る 別 の 表現 に 関 す る

情報 で ,
S T E P 3 終 了時 に 与 え られ る ( 図 2 2) ｡ カ リ フ ォ ル ニ ア 大学 で 収 録 さ

れ たイ ン タ ビ ュ ー を使 っ た教材 の う ち も っ と も難 易度 の 低 い 中 級教 材 で は学

習者が応用力を つ け る と と も に ,
教 材学 習 終 了後 ,

よ り難 易度 の 高 い 教材 ヘ

ス ム ー ズ に 移 行 で き る よう に , 次 の レ ベ ル の 教 材 で 使 用 さ れ る難 し い 表現 を

発展 情報 と し て 学 習 させ , 中上 級教 材 の 予 習 が で き る よ う に し た ｡
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l l) U N IT T E S T の 作成

各 u N I T の 最 後 に は 1) 当該 u N I T で の 学習 が どれ だけ身 に つ い たか ,
2)

応 用 力 が どれ だ け増 し た か を確認す る ため の U N 汀 T E S T と 呼 ばれ る 1 0 問 の

ク イ ズ を準備 し た ( 図 2 3) ｡ 前者 に は 学習済み の 音声 素 材 を使 用 し ,
設 問 に は

学 習中 の タ ス ク と 異 な る も の を作成 し た ｡ 後 者 に つ い て は 教材 に使用 し な か

っ た 部 分 の イ ン タ ビ ュ
ー を使 用 し た ｡ 既 習素材を使 っ た設問 , 未 習 素材を使

っ た設 問 の 数の 割 合 は ほぼ 1 対 1 と し た ｡ 形 式 は 日 本語で 提示 され る 4 択 式

の 問題 に英 語 を
一

度 聞 い て答 え る 形式 と し たが , 学習者 に 達成感 , 成就感を

与 え動横付け の 効 果 を高め る た め , 設 問 は 比較的平易 なも の と し た o U N I T

T E S T の 結果 は学習 の 進行状況を示す進度表中 に 示 す よ う に し た ｡

1 2) 写 真の収集 とイ ラ ス ト の 作成

必ず し も 易 しく , 楽 し い だ け で な い 英語 コ ミ ュ ニ ケ -

シ ョ ン 能力 を高め る

た め の 学習を少 し で も 易 しく ,
そ し て 興 味 の ある も の にす る た め に で き る だ

け豊富な種類 ,
量 の 写 真を提 示 で き る よ う に した ｡ 初 級教材で は 素材の 内容

や 状況を示す写真を米国 ア ラ バ マ 大学 で 収集 し , S T E P , P A R T , S E C T I O N の 開

始 画 面 2 枚ず つ , 学 習 中 に は 3 枚 を提示 して , 内容理解の 手 助 け と な る よ う

に し た . 写 真 の 撮 影 が で き な か っ たも の に つ い て はイ ラ ス ト レ
ー ダ に イ ラ ス

ト の 作成 を依頼 し , 写真 の か わ り と し た ｡

中級 か ら 上級 教材で は提 示 し た写真 は大きく分 け て ,
2 種 頼 に 分顕 さ れ る .

ひ と つ は 学 習者 に英語圏 へ 行 っ て 英語を使 っ て み た い ,
ア メ リ カ の 大学 に 留

学 し て み た い と い う 気持 ち を お こ させ る た め の 動機付け の 写真で , イ ン タ ビ

ュ
ー

の 舞台 と な っ た 米 国 カ リ フ ォ ル ニ ア 大学 バ ー ク レ
ー 校 で 撮影 さ れ た登校,

授 業 ,
研究 , 休 み 時 間 な どの 学生 の キ ャ ン パ ス ライ フ を テ

ー マ に した も の で

あ る ( 図 1 4) ｡ こ れ ら の 写真 は各 s T E P , P A R T , S E C T I O N の 開始 画 面 で 2 枚ず

っ 提 示 さ れ る . も う ひ と つ は 学 習す るイ ン タ ビ ュ
ー 素材の ト ピ ッ ク に 関連す

る 内容 の 写真で , 教材 の 内容 理解を助け る た め の
- 情報 と し て , 学 習作業中

に動画表示領域 の 左 右 に 1 枚 ず つ 提示 され る ｡ い ずれ も平成 1 2
-

1 4 年度 の 取

材 で 撮 影 され た約 6 0 0 0 枚 の 写 真か ら 抽 出さ れ たも の に , 著作権 フ リ ー

の 素材

集 か ら 何 点 か を補足 した ｡ 使 用 し た写真の 枚数は l 教 材ご と 約 6 0 0 枚 で あ っ

た ｡

一

連 の 学 習作業 を飽きさ せず に新鮮味をも っ て 取 り組 ま せ る も う ひ と つ の

工 夫 と し て , 発展 学 習 の 開始 画面 で は キ ャ ン パ ス ラ イ フ を 示 す 写 真 を そ の ま

ま 提 示 せ ず , 写 真 を も と に イ ラ ス ト 化 し た も の を 1 枚 ず つ 提 示 で き る よ う に

し た ｡

-
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-



1 3) 動画 フ ァ イ ル の 仲成

平成 1 2 年 度 取材 さ れ た カ リ フ ォ ル ニ ア 大 学 バ
-

ク レ
ー 校 の イ ン タ ビ ュ - ど

デ オ は デ ジ タ ル ビデ オ 化 さ れ 保存 さ れ て い る . C D - R O M 教 材上 で 使 用 す る た

め に は Q ui c k Ti m e M o vi e と し て 圧縮 して 使 用 され る が , 平 成 1 2 年 度採 用 し た

c i n e p ak 形 式 で は 画質が悪い と い う 学 習者 か ら の 指摘があ っ た ｡ そ こ で 平 成

1 3
,
1 4 年度 の 教材に つ い て は は C i n e p a k か ら S o r e n s o n V id e o 3 と い う フ ォ

-

マ ッ ト に 変更して 画質を高め る よ う に し た ｡ ビ デ オ の 編集 に際して は ,
必 要

に 応 じて フ エ イ ドイ ン ,
フ エ イ ドア ウ ト等 の 処 理 を施 した ｡

収蘇 さ れ た ビ デ オ の 音声 ト ラ ッ ク は ス テ レ オ 形式 で !
片 チ ャ ン ネ ル は カ メ

ラ に 装着さ れ た マ イ ク か ら 収 壕 さ れ た音声が ,
も う 片 チ ャ ン ネ ル は 話者 の 胸

元 に 付け ら れ た ピ ン マ イ ク で 収録された音声 が記録 さ れ て い る o 作成 され る

c D _ R O M 教 材 は記 食客量 の制限 か ら モ ノ ラ ル ! 1 6 ビ ッ ト ,
2 2 K の 形 式 と な る

た め
,
両 チ i l ン ネ ル の 音声を聴き比 べ た の ち , チ ャ ン ネ ル の 選 択 ,

両 チ ャ ン

ネ ル の 合 成
,
片 チ ャ ン ネ ル 音声 の フ エ イ ド ア ウ ト な どの 作業を行 っ た ｡ u N 汀

T E S T で 使用 さ れ る 音声も ビ デオ の 音声部 分を ソ
ー

ス と す る た め , 同様の 処 理

を行 っ た ｡

初 級 教 材 は 動 画 を使 用 せ ず, 音 声 と 写真 ( イ ラ ス ト) で 学 習 を進 め る ｡ 音

声 フ ァ イ ル は中級 教材で の 音声 ト ラ ッ ク と 同様 ,
モ ノ ラ ル

,
1 6 ビ ッ ト ,

2 2 K の

形式 と し た ｡

1 4) 辞書情報, 発 展情報の音声収録

ビ デ オ 音 声 以外に 音 源 が 必要 と な る辞書情報 , 発展 情報 に つ い て は カ ナ ダ

人 英語ネイ テ ィ ブ ス ピ ー カ - 2 名 に 発話 さ せ た も の を収録 し て使用 し た . ナ

レ
ー タ の 選 択 は 音声 の ク リ ア な者 , 大 げさ に 劇 化 した 発話を し な い 者と い う

観点 か ら 1b 数名 の デモ 録音テ ー プ を試聴 し た の ち選 択 した . 音 声収録時 に は

教育用教材 に あ り が ち な , ゆ っ く り と 注意深 く丁寧 に 発話 さ れ た英語と な ら

な い よ う
,
で き る だ け自然 に 発 話 す る よ う 指示 し た ｡ 発話 され た 2 種 の 音声

情報 は ビ デ オ 音声 剛乳 モ ノ ラ ル ,
1 6 ビ ッ ト ,

2 2 K に 変換 され ,
フ ァ イ ル 化

さ れ た ｡

1 5) 各種画 面 デ ザイ ン

学 習 開 始 時 に 表 示 さ れ る 画 面 ,
メ ニ ュ

ー 画面
,
教 材

一

覧 画 面 , 学 習 準備 の

た め の P R E V I E W 画面 の デザイ ン は ,
初 級教 材 に つ い て は 英 語 が 使 わ れ て い

る 種 々 の 状 況 を 示 す 構成 ( 図 6) . 中 級 - 上級 教 材 に つ い て は , 乳 校 門 , 校

舎な ど の カ リ フ ォ ル ニ ア 大 学 の 象徴 , 研究 ,
授 業 , 学 生 の キ ャ ン パ ス ラ イ フ

を モ チ ー フ と し た構 成 と した ( 図 7
-

9) ｡ 筆者 ら が撮 影 し た 写 真 か ら こ の テ
-
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マ に 合 致 す る 写真を数点抽出 し ,
デザイ ン 担 当者 に 画面 作 成 を委託 し た . 読

作 を も と に数回 の 打 ち 合 わせ を巌 て , 最終 版 と し て 採用 した ｡

1 6) 作業分担

開発 し た コ ー

ス ウ ェ ア を い か に高度化 さ れ た形 で ソ フ ト ウ ェ ア 化す る か が

次 の 課題 で あ っ た . こ れ を 実現 す る た め , 初中級 教材の 開発 チ ー ム と して 筆

者 ら の う ち 5 名 の 教材制作担当者 の 他 に ソ フ ト ウ ェ ア 開発担 当 と して ,
プ ロ

デ ュ - サ 1 名 !
シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア 1 名 ,

プ ロ グ ラ マ 1 名 , デザ イ ナ 2 名 ,

イ ラ ス ト レ
一 夕 1 名 が加 わ っ た｡ 理 論の 開発, コ ー

ス ウ ェ ア の 開発 ,
写 真の

撮 影 , 編集 ,
ビ デ オ 音声 の 編集の 作業は筆者らが行 い

,
イ ラ ス ト の 作成 ,

ど

デ オ の 編集 ,
圧 縮 , 辞書

t
発展 情報 の 音声 の フ ァ イ ル 化, 各 種 画面 の デザイ

ン
,

コ - ス ウ ェ ア の ソ フ ト ウ ェ ア 化 は我 々 の 指示 の も と に ソ フ ト ウ ェ ア開発

担当者 に委託した ｡

画面 デザ イ ン . ボ タ ン の 配置, ボタ ン の 機能等 ソ フ ト ウ ェ ア の 仕様 に つ い

て は 我 々 と ソ フ ト ウ ェ ア開発担 当者と の 間 で 十 分 な討議の 宋 , 決定 し た ｡ な

お仕様は , 学 習 者が , 初級 , 中級, 上 級 と学 習 を 継続す る際 に学習 上お よ び

操作上 の 混乱 を招 く こ と を避ける ため 4 つ の 教材で す べ て 同
一

と し た o

1 7) デバ ッ グ作業

コ ー ス ウ ェ ア の 作成 , 写其 の 選 定 に は約 3 - 4 ケ 月 を要 し た . コ
-

ス ウ ェ ア

提 出後,
1 - 2 ケ 月 で ソ フ ト ウ ェ ア 開発担当者か ら試 用版 ( α 版) が 納 品 され ,

筆者 ら に よ る試用後 ,
修正要求, 修正版納品 の過程を 3 回経た後 ,

改善版 ( β

版) を受理 した ｡ β版 は 筆者 ら の 他に ,
1 0 - 1 5 名 の 学生 に よ り デ バ ッ グさ れ

た ｡ 約 1 ヶ 月 の β版 の デ バ ッ グ作業後 ,
最 終 版 が納 品 さ れ

'
t= . デ バ ッ グ に 要

す る期 間 は 1 教材あた り 2 - 3 ケ 月 で あ っ た ｡

6 . 開発 さ れ た C oll e g e Lif e シ リ
ー ズ

以 上 に述 べ た過程を経 て 開発 さ れた 4 種 の 教材は F ir st L ist e n i n g ( 初 級) ,

In t r o d u cti o n t o C oll e g e L if e ( 中級) ,
C o ll e g e L if e ( 中上級) , C olle g e L if e II ( 上

級) と 名付け ら れ た ｡ 開発 し た教 材 の 画面例 を国 6 - 2 7 に 示 した ｡
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図 6 初級教材, 起動画 面

図 8 中上級数材 , 起動画 面

図 1 0 初級教材, メ ニ ュ
ー

画 面

図 7 中級教材, 起動画面

国 9 上 級教材, 起動画 面

図 11 中級教材 , メ ニ ュ ー 画 面
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園 1 8 タ ス ク画 面例 ( S T E P 3)

図 2 0 初級教材 , 辞書情報画面例
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図 2 4 進度衷画面

固 2 6 操作法提示画面

図 2 5 教材 一 覧画 面

図 27 開発教材と T O EI C ス コ ア で

見る難易度

4 種 の 教 材 と難 易度 レ ベ ル の 関係を示 し たも の が園 2 7 で あ る ｡ 当 臥 初中

級 レ ベ ル の 教材も開発す る計画 で あ っ た が ,
自然 な英語を素材と して . そ れ

ら を比較的容易 に 聞 け る よ う に す る教材開発を行 っ た結 見 こ の 図 に 且 ら れ

る よ う な もの と な っ た ｡ しか し ,
我 々 は こ の 研究 を通 し,

自然 な英語を素材

と しなが ら 易 し い 教材を作 る方 法 に つ い て . 今回 さま ざま な手 法 を検討 し ,

さ ま ざま な知 見 を得 る こ と がで き たと 考 え る ｡ 初中級 レ ベ ル の 教 材を 開発す

る こ と を今後 の 最重要課題 と し , ま た開発し た教材を実際 の 授業 で 役 立て ,

そ の 効 果 を測 定 し な が ら ,
さ ら に 教材の 高度化 を 計 る 努力を つ づ け て 行 きた

い と考 え る ｡

7 . 開発 教材の 試 用

開 発 さ れ た 教 材 が最 大 限 の 効率 を上 げ る た め に は そ の 活 用方 法 に つ い て も

そ の 高度 化 が不 可 欠 で あ る ｡ 本科 学研 究 費補 助金 の 助成 を受 け て 開 発 され た 4

-
-
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種の教材 の う ち , 中上 級 c D - R O M C A L L 教 材 c oll e g e L lf e を 大学 の
一

般教 養

課 程 の 英 語授業 に 半 期 間使用 し ,
そ の 教 育 効果 を測 定 し た結果 に つ い て 報 告

す る ｡

1)
~
被験者 , 指導期間, 使用施設

指導実践 に参加 した被験者 は , 平 成 1 3 年度後期 ,

一

般 教養課 程 の 英 語 の 授

業 ｢ 英語 L S ( Li st e ni n g & S p e a ki n g) ｣ を受講 した 2 5 名 ,
2 1 名 の 2 ク ラ ス ,

計 4 6 名 の 国立 大学 1 年次, 2 年 次 の 学生 で あ っ た ｡ 指 導期 間 は 平 成 1 3 年 1 0

月 2 4 日 か ら平 成 1 4 年 1 月 9 日 で .
プ リ テ ス ト

,
ポ ス ト テ ス ト を除き正味 1 0

週 間 で あ っ た . 使用 し た C A L L 施設 は 複数 の端末 ( パ ソ コ ン) が ネ ッ ト ワ -

ク で つ な が れ て い る だ け で なく , 従 来 の L L 教 室
.
視 聴覚教室 の 機能も兼 ね

備えた
,
c o m p u t e r

- A s si st e d L e a r n i n g L ab o r a t o r y と 呼 ばれ る P C , L L , A V 機器

を融 合 した総合的語学学習教室 で あ っ た ｡

2) 指導形態

英語 に 限 らず ,
外国語 の 習得 に は 膨大な学習時間が 必 要 と な る ｡ C D - R O M ､教

材を授 業中 に C A L L 教 室 で 使用 さ せ る だ けで は学習時間 の 拡大 は望 め ない ｡

そ こ で 本 授業で は , 使用 法 の 説 明以 外 , c oll e g e L lf e は 授 業で は 使用 さ せ ず ,

も っ ぱ ら 家 庭 で 自 己学習 さ せ る形 態と し た ｡

ま た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能力 の 育 成 の た め に は 聞 き 取 り 力 の 養 成 と と も に

十 分 な量 の 語尭 の 習得が不可欠 で あ る ( N ati o n 1 9 9 0) ｡ そ こ で 本 授業で は 竹蓋

( 1 9 9 9) , 高橋 ( 1 9 9 9) で 開発 さ れ た語嚢学習 シ ス テ ム を c D - R O M と 印刷 物 の

形 で 配布 し ,
C oll e g e L lf e とr,t も に自 己学 習 さ せ た . 語嚢学習 シ ス テ ム は 社会

人 と な っ て 要 求さ れ る ビ ジ ネ ス 関 連 の 語桑 1 4 0 語 を音声 ,
お よ び 2 8 0 の 用例

と と も に 学習 す る た め の も の で
,
学 習 し や す い よ う に 1 セ ッ ト 1 0 語 か ら な る

1 4 セ ッ ト に 分類 さ れ て い る ｡ 1 週 間 で 2 セ ッ ト の 学習 をす る こ と を義務 付 け

た ｡

一

方授業 で は C o ll e g e L lfe の 理 解度 の 確認と して , 内容 理解 の 上 で 重要 な単

語 や表現 の 理解度 , 書 き取 り ,
内容 聞き 取 り 力等を測 る 1 4 問 か ら な る小 テ ス

ト ( ユ ニ ッ ト テ ス ト) を 2 週 間 -

3 週 間 お き に 実施 し た ｡ 学習者 は ユ ニ ッ ト テ

ス ト の 日 程 に 合 わ せ て 勉強をす る た め , 理 解度 の 確認だ け で な く , 進 度 の 調

整 を行う と い う大きな役割も持 つ ｡

一

方 語 嚢学習 に つ い て は 語嚢 や表現を聞

い て 意味 を答え る .
意 味 か ら 英 語 表 現 を答え る等 の 小 テ ス ト を作成 し . 毎週

実施 し た ｡

授 業 活 動 の 2 つ 目 は ,
ビ デ オ を利 用 し た 別教 材 に よ る 指 導 で あ る ｡ 使 用 し

た 素材 は ハ
ー バ ー ド大学 マ イ ケ ル

･ ポ ー タ -

教 授 に よ る 企 業 の 競争 戦 略 に つ

い て の 講 義 ,
飛 行機 事 故と 人命救助 に 関 す る ニ ュ

ー ス ド キ ュ メ ン ト の 2 種 で ,
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こ れ ら の 素材 は 千 葉 大 学 で す で に 三
.

ラ ウ ン ド ･ シ ス テ ム の 理論 に従 っ て 教 材

化 さ れ て お り ( 土 肥 1 9 9 5) , 今 回 は それ を
一

部 変更して 使 用 し た . こ の よ う

な指導を行 っ た理 由 は C D - R O M と 同 じ指導法 を使 っ た 別教 材 を人 間教師が授

業で 行 う こ と に よ り ,
C oll e g e L lf e を自 己学習す る 上 で 重要 なポイ ン ト な ど学

習方法 に関す る指 導を行 い ,
自己学 習 の 密度を増すため で ある . C olle g e L if e

は N E X T ボタ ン を押 し続け る と 約 2 時 間 で終了す る ｡ こ れ も教材 の 終了 の さ

せ 方 の ひ と つ で , 最 も学習効果 の 低 い 使 用 法 で あ ろ う o 逆 に 教材を極 め て 効

果的 に教材を使用す る方法が逆の端 に存在する ｡ 学 生 の 学習行動 は こ の 閣 の

ど こ か に 落ち着くわけ で あ る が ,
それ を で き る だ け効果の 高 い エ ン ドに 持 っ

て い く た め に は こ の よ う な学習 の仕方 の 指導が不可欠 で ある と 判 断 し た ｡ ま

た ど ん な に 高い 効率 の 教材を使用 して長 い 時間学習 し た と し て も, 学習者
へ

の 動機付 けが適切 に 行われな い 限 り , 高 い 効 果 は 望 め な い ｡ そ こ で 授業中盤

の 2 0 分 ほ どの 時 間 を使 っ て , 授 業者自身の 体験談をも と に , 異文 化間 コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン , 留 学 等 に対 す る 興味を喚起 させ る よ う な話題 を提 供 し , 動機

付けの 効果を高め る よ う な努力も した ｡

指 導の 日 程 をま と め た もの が表 1 で ある ｡ こ の 表の 他に 中心 と な る C olle g e

L if e , 語嚢 の 自己学習があ り ,
極 め て密度 の 濃い 指導計画だと 考 え る o

表 1 指導 日 程
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ガイ ダン ス ,
プリ テ ス ト1 0/ 1 7

1 0/2 4

1 0/3 1

c D - R O M 教材 の使い 方 三 ラ ウ ン ド . シ ス テ ム

S et 1 2 マ ー ケ テ イ ン グ講義 文化 の 違い

l l/7 S et s
,
4 マ

ー

ケ テ イ ン グ講義
コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン

失敗談

l l/1 4 U nit 1 S et 5 6 マ
- ケテ ィ ン グ講義 地 域 に よ る 発音の 違 い

ll/2 1 S et 7 8 マ
ー

ケ テ イ ン グ講義 ユ ー モ ア の セ ン ス

l l/2 8 U n it ュ S el l - 8 マ
ー ケ テ イ ン グ講義 バ ー

ク レ
- キ ャ ン パ ス

1 2/ 5 S et 9 ,1 0 T V ニ ュ
-

ス 発想の 違い

1 2/1 2 U nit s S et l l
,
1 2 T V ニ ュ

ー ス ジ ョ - ク と 笑い

1 2/1 9 S et 1 3
,
1 4 T V ニ ュ

- ス こ と ば と習慣

1/9 U n it 4 S et 9 - 1 4

T V ニ ュ
- ス

,

ア ン ケ
ー ト

こ と ば の 変化

ポ ス ト テ ス ト
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3) プ u テ ス ト, ポ ス トテ ス ト

教 育 効果 測 定 の ため の プ リ テ ス ト ,
ポス ト テ ス ト に は T O E I C 第 2 回 公 開 問

題 ,
L ist e n i n g S e cti o n l O O 問 を使用 し た ｡ 難 易度 を完全 に 同

一

の も の と す る た

め , 同
一

の テ ス ト を使用 し た が , プ リ テ ス ト 実施後 , 問題
,
正 解 に 関す る解

説を
⊥
切 して い な い こ と

,
プ リ テ ス ト 実施後 3 ヶ 月 が経過 して い る こ と か ら ,

結 果 に 影響を与え る こ と は な い と 判 断 し た ｡

4) ア ン ケ
ー トの 実施

指導終 了後 に は
,
被験者に C oll e g e L lf e の 内容 , 授 業内容 乳 計 8 1 項目 に

つ い て 5 段階評 定 させ た . と く に C oll e g e L lfe の 内容 , 授 業 内容 に つ い て は ,

自由筆記 の 形 で 記述さ せ , 感想 ,
意 見 を 収集 し た ｡

5) 結果

(1) T O E] C Li st e ni n g S e ctio n に 見 る聴解力向上

指導 の 前後 に プ リ テ ス ト ,
ポ ス ト テ ス ト と し て 実施 し た T O E I C Li st e ni n g

s e cti o n の ス コ ア の 平 均値
,
標 準偏 差 , お よ び 得点 上昇を表 2 に示 した . 得点

上昇 の 様子 を図示 し た もの が 国 2 8 で あ る ｡ プリ テ ス ト の 平 均得点 と ポ ス ト テ

ス ト の 間 の 得 点上 昇 に は t
一 検 定 の 結果 , 有意 差 が認 め ら れ た ｡

表 2 プ リ テ ス ト, ポ ス トテ ス トの 平均 , 標準偏差 , 得点上昇, t
一 枚定 の 結果

プリ テ ス ト ポ ス ト テ ス ト プ リ テ ス ト
毒
ポ ス ト テ ス ト

平 均 2 8 1 . 2 , 圭 3 3 2 .2
!

3 0 1 .9 6 . 0

標 準偏 差 5 9 . 2 2

M

i 5 1 . 3 4
Hi

5 4 . .3 3

得点上昇 5 1 . 0 5 4 . 0

被験者 数 2 5 2 1

* 有意差 あ り ( p < . 0 1)
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固 2 8 T O E I C Li st e ni n g S e cti o n S c o r e の 上昇

(2) 敬 軌 お よ び授業 に対す る 5 段階評定結果

c o lle g e L lf e の 内容 ,
授 業 内容 に つ い て 5 段階 評定 さ せ た結果 ( 中央値) は

紙面 の 制約か ら 2 ク ラ ス 分 を ひ と つ に集計 し てその
一

部 を喪 3 に 示 した ｡ 無

回答の 項 目 に つ い て は 処 理人 数 か ら除外 し て中央値を求めた ｡

表 3 散財, 授業に対す る階評定結果 ( 中央値)

(1) C o ll e g e L lf e の 内容に つ い て

l 内容 , ト ピ ッ ク に興味 を持 っ た

2 難易度 は易しすぎた

3 難易度 は難しすぎた

4 写真 ,
イ ラ ス トは 学習 の 助 けや励 み に なる

5 指示 は 明確で あ っ た

6 ヒ ン ト は理 解の 役 に 立 っ た

7 辞書 は理解の 役に 立 っ た

8 正解 の 提示 は理解 の 役 に 立 っ た

9 正解部 分の 英文表示 は理 解の 役 に 立 っ た

1 0 解説 の 記事は理 解の 役 に 立 っ た

11 発展情報 に興味を 持 っ た

12 ユ ニ ッ ト テ ス ト ( C D - R O M ) に 興味 を待 っ た

1 3 S t e p l .
2
.
3 と 進む に つ れ 聞け るよう に な っ た

-
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は い ト ー -

○
- - + - 一 十 - - ｣ い い え

は い ト ー ー + - - ○ -
-

+
- - ｣ い い え

は い ト ー ー + - - ○
- - + - - ｣ い い え

は い ト - - ○ -
- + - 一 十 - - ｣ い い え

は い ト
ー ー

○
- - + - - + - - ｣ い い え

は い ト
ー ー

○
- - + - - + - - ｣ い い え

は い ○
- - + - - + - - +

- - ｣ い い え

は い ○ - - + - - + - - + - - ｣ い い え

は い ○
- - + - - + - - + - - ｣ い い え

は い 卜 - -

○
- - + - - + - - ｣ い い え

は い ト - - O - - +
- - + - - ｣ い い え

は い ト - ー ○
- - + - - + - - ｣ い い え

は い ト
ー ー

○
- - + - - + - - ｣ い い え



Ⅰ4 聞 き取 り の 力が つ い た と思う

1 5 C o ll e g e L lf e の 学習は楽 しか っ た

1 6 聞き取 り教材の 1 週 間 の 平均学習時問 は

Ⅰ7 別 の 教材 で も学習 した い

(2) ソ フ ト ウ ェ ア に つ い て ( 聞き取り 教材)

1 一画面構成 , デザイ ン は適切で あ っ た

2 ボタ ン の 配置 , 操作性は 良か っ た

3 文字 の 大きさ は適切だ っ た

4 文字 の 配色は適切だ っ た

5 写真 の 大き さは 適切だ っ た

6 写真 の 枚数は 適切 だ っ た

7 写真 の 画質 は 良か っ た

8 動画 の 画質は 良か っ た

9 音声
.
文字等提示 の タイ ミ ン グは適切だ っ た

(3) 語嚢学 習教材の 内容に
つ い て

l 音声 を使用 した悪女学習は記憶 に 残 る

2 用例 を使用 した吾桑学習は役 に 立 つ

3 音声 , 文字等提示 の タイ ミ ン グは適切だ っ た

4 語粂テ ス ト の 回数は適切だ っ た

5 語粂テ ス ト の 内容は適切だ っ た

6 語棄学習教材 の 1 週間 の 平均学 習時 間は

(4) 授業t 学習形態に
つ い て

l 自習 : C D - R O M
,
授業 : 別教材 と い う形態は 良い

2 自習 の 量 の ノ ル マ は適切で あ っ た

3 C o ]) e g e L lf e の 1 週間 の 平均学習時間 は

4 語兵学習教材の 1 週間 の 平均学習時間 は

5 別教 材に よ る学習方汝の 説明は役 に立 っ た

6 別教 材の 内容 , ト ピ ッ ク に 興味を持 っ た

7 教材 の 難 易度 は適切 で あ っ た

は い ト - ー

○
- - + - - + - - -l い い え

は い ト ー -

○
- - - + - - + -

-

｣ い い え

5 時 間 ト ー ー + - - O - - + -
- ｣ 1 時間

は い ○ - - + - - + -
- + - - ｣ い い え

は い ト ー ー

○
- - + - - + - - ｣ い い え

は い ト ー -

○
- - + - - + - - 1 い い え

は い ○
- - + - 一 十 - - +

- -

｣ い い え

は い ○ - - + - - + - - + -
- ｣ い い え

は い ト ー ー ○ - - + - - +
- -

1 い い え

は い ト ー ー ○
- -

+
- - + - - ｣ い い え

往 い ト ー
-

○
- - + - - + - - ｣ い い え

は い 卜 - - ○
- - + - - + - - ｣ い い え

は い ト
- -

○
- - + - - + - - ｣ い い え

は い ト - ー

○
- - + - - + - - ｣ い い え

は い ○
- - - + - - + -

-

+
- - ｣ い い え

は い ト ー ー ○
- - + - - + - - ｣ い い え

は い ト ー
ー

○
- - + - I + - - 1l い い え

は い ト - -

O
- - + - - + - - 1l い い え

5 時間 ト ー ー + - - + - - + - - 0 1 時 間

は い ○ - - + - - +
- -

+
- - ｣ い い え

は い ト
ー

ー ○
- - + - - + - - ｣ い い え

5 時間 ト - - + - -

○
- - + - - ｣ 1 時間

5 時間 ト ー ー + - - +
- - + - -

0 1 時間

は い ト ー ー ○
- - + - - + - - ｣ い い え

は い ト ー
ー

○
- - + - - + - - ｣ い い え

は い ト ー ー ○ - - + - - + - - ｣ い い え

8 休憩時の 話 ( 体験 艶 文化情報等) に 興味 を持 っ た は い ○
- - + - - + - - +

- -

｣ い い え

9 U n it T e st

1 0 U n it T e s t

l l U n it T e s t

1 2 語嚢テ ス

1 3 語嚢 テ ス

1 4 吾桑 テ ス

( ペ ー パ ー

) の 回数は適切だ っ た

( ペ ー パ ー ) の 内容は適切 だ っ た

( ペ - パ ー ) の 難易度は適切 だ っ た

ト の 回数 は適切 だ っ'た

ト の 内容 は適切 だ っ た

ト の 難易度 は適切だ っ た

1 5 教師 は ま じめ に 教育 に 取り組ん で い た

1 6 こ の 授業 を取 っ て よか っ た

は い ○ - - + - - + - - +
- - ｣ い い え

は い ト ー ー ○
- - + - - + - - ｣ い い え

は い ト ー
ー

○
- 一 十 - - + - - ｣ い い え

は い ○
- - + - - + - - + - - ｣ い い え

は い ト - - ○ - - + - - + - - ｣ い い え

は い ト 1 -

○
- - + - - + - - ｣ い い え

は い ○ - - + - - + - - +
- -

｣ い い え

は い ○ -
-

+
- -

+
- - + - - ｣ い い え

(3) C oll e g e Lif e , 授業 の 内容 に対する感想

c D - R O M 教 材 c olle g e L lf e , お よ び 授業 の 内容 , 形 態 に 関 し て 学 習者 に自由

筆記 の 形 で 記述 さ せ た 意 見 , 感 想 に つ い て は , (1) 三 ラ ウ ン ド
･ シ ス テ ム

, (2)

c D - R O M 教 材 の 素 軌 (3) C D - R O M 教 材 の 内容 , ( 4)授 業形 敵 動横付 け の 効

果 に 分 頼 し て ,
そ の

一

部 を表 4 に 示 し た .
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衷 4 C o]/ e g e L I
'

fe , 授業 に 対す る学習者 の意見

( 1) 三 ラ ウ ン ド
･ シ ス テ ム

⑳ こ の シ ス テ ム で の 授業が増え る と い い で す ね ｡ 中学 レ ベ ル で こ の 額 の 教材

が出来れば , 何 か 日 本 の 教育が変わ る の で は ?

● 最 初 は こ ん な こ と で 英 語 が 聞き取 れ る よ う に な る の か と 疑 っ て い た が , 最

近 に な っ て テ レ ビか ら流 れ て く る英語 の 音声 に 反 応 す る よう に な り , 何か

前 と は 違 う な
,
も う 少 し で 聞き取れそうだな と感 じ る よ う に な っ た ｡

3 段階の ヒ ン ト で 意識 が 向け ら れて 内容 を理解 しや す か っ た o ニ ュ
ー

ス や

映 画 を見 て リ ス ニ ン グを練習 して み よ う と す る時の参考 に な っ た ｡

授 業を 聞い て 私 の 英語能力が よ く な っ た と 思 い ます ｡

3 段 階で リ ス ニ ン グを学習 して い く と い う や り方を経験 し た の は 初 め て

だ っ た の で . 始 めの う ち は家で か なり と ま ど っ た が , 慣れ て く る と従来 の

学習方法 よ り も 聞 き取 り の 力 が付く の が自分 で感じ られ た の で ,
や り甲 斐

が あ っ た ｡

( 2) C o lle g e L Ef e で 扱 っ た素材

｡ 教材 で 扱 われ て い たバ ー

ク レ
ー

校 の 様子 が と て も興 味深 か っ た . ア メ リ カ

●

●

の 大 学 生 の 勉強 に 対 す る姿勢 に 少 な か らず あ せ り を感 じた ｡

外国 の 大学 の 雰 囲気 を多少な り と も味 わ えた ｡ そ の ため に キ ャ
■
ン パ ス や 建

物, 学 生の 写真は大 い に 役 立 っ たと 思 う .

日 本 の 大学と の 違 い ( き れ い な建物, 施設 , 広 い 敷地 , 開放 的 な雰 囲気)

に驚 か さ れ た ｡ ま た C D _ R O M を見 る取り で は学生 は 本当 に 好 き な事をや

る
一 方 で . 勉強 も ー 生懸命や っ て い る よ う に 見え た o こ れ も 日 本 の 大学生

に は あま り 見 ら れ な い こ と だ と 思う と 同時に , 見 習わ なく て は い けな い と

感 じ, 留学 へ の 意 識 がわ い た .

ア メ リ カ の 大学 に興味が持て た ｡ 特 に 学生を取 り扱 っ た u N I T は と て も

面 白 か っ た ｡ 学生の 活き活き した姿 に ｢ こ い っ ら は外国語 と して 英語を苦

労 して学ぶ 必 要 は ない ん だ よ な｣ と初 め て 実感で き ,
彼 ら をう ら やま しく

思う と 同時 に , 彼 ら と 同等 に 渡 り合 う に は 英語 の 勉強 の 分 だ け , それ 以上

に 勉強 し なく ち ゃ い けな い 事 に 今さ ら な が ら気 が っ い た ｡

知 る こ と が で き る 機会があま り な い 外 国 の 大 学 の 様子 を テ
ー マ に し た 教

材は 興 味深 く 面 白 か っ た ｡ ア メ リ カ の 大学 の 特徴が伝わ っ て き た気 がす る ｡

(3) C o ll e g e L lj:e の 内容

◎ 便利 な教材 で し た ｡ 聞き取 り の 練習 は 効 率 よ く で き ま し た ｡ 例 文 をゆ っ く

-
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り 読 ん で い る だけ め教材 よ りず っ と面 白 くて勉強 に な っ た と 思 い ま す ｡ 別

の 教材 も買 っ た の で ,
こ れ か ら も C D - R O M を使 っ て C N N ニ ュ

- ス 等 が

聞 け る よ う に勉強 し た い と 思 い ま す ｡

◎ 教 材自体 は 本 当 に 良い で き 栄 え で し た ｡ 周 り に も 宣伝 し て い ま す 0

◎ 学習 を し て い て 苦痛 に感 じ な か っ た点 は よ い ｡

◎ 様 々 な立 場 の 人 が 登場 す る の で , 毎 回 ,
次 の U N IT の 内容 を楽 し み に 思

え た ｡

一

枚 の C D _ R O M で も か な り勉強で き た気 が す る o 内容 に つ い て は特 に 不

満 は な い ｡

レイ ア ウ ト や デザイ ン が きれ い で 見 や す か っ た ｡

映像 が きれ い だ し, か な り 使 い や す い 教材だ と 思 う ｡ 自分 の 好 き な時間 に

で き る と い う の は ラジ オ 英 会話等 と 比 べ て か な り 良い ｡ し か も好 き な場 所

で 止 め て も聞 き直 せ る と い う の も 良 い ｡

(4) 授業内容, 授業形態

◎ 授 業 と P C に よ る 家庭 学 習 を
一 体 化 し た プ ロ グ ラ ム は 新 し い 学習 の 方 法

諭 と し て 面白 い と 思 い ます ｡

語学研 修 や留 学 す る機会があれば ア メ リ カ の 大 学 に行きた い と 思 っ た ｡ こ

の 授 業 は よ く考 え ら れ て い る と 思う ｡ 他 の 曜 日 に も授業数を増 やして ほ し

い ｡ どの 英 語 の 授業 よ り た め に な る 気 がす る ｡

どう し た ら英 語で コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン が取 れ る よ う に な る の だ ろ う と い

う
｡

勉強方 法 を教え て も ら っ た の が大 き な収穫だ っ た o

最初 は C D - R O M 教 材を 使 っ た授 業が実際 どの よ う な も の で 本 当 に力が

っ く の か , 半 信半疑 で 受講届を出 し た が , 思 っ た 以 上 に 満足 の い く も の で

あ っ た ｡ リ ス ニ ン グ の 場 合自習を効果的 に 行 わ な い と 授業時間だけ で カ バ

- で き る も の で は な い と 思 う し ,
ま た 一 人 で は 継続で き ない 所 を授業の ユ

ニ ッ ト テ ス ト が目安と な っ て 続 け ら れ た o そ し て 何 よ り も もう
一

度 , 英語

を聞 く習慣を つ け よ う と い う気 に な っ た ｡ 半年 間 どう も あ り が とう ござ い

ま し た ｡

c D _ R O M で 自 習 し , 授 業 で は 他 の 教 材を使う と い う授業形態 は .
時間 も

有効 に 使 え て非常に 良い と 思 い ま す ｡

授 業 で や っ た 以外の C oll e g e L lf e を生 協 で 手 に 入 れ ら れ る よ う に 根 回 し

し て も ら え れ ば , 授 業 は 連 続 し て 取 れ な い け れ ど , 自習 が で き る の で お 顔

い し た い で す ｡

◎ 教 材の 内容 は ア メ リ カ の 学 生 生 活 ｡ 自 分 も学生 な の で 共通 点 相 違 点 な ど を

見 つ け て い く の が楽 し か っ た で す ｡ 学 習 方法 も教 え て 頂 い た の で ,
自分 で
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もや っ て み よ う か な ぁ
,
で き る な ら ば 留学 も し て み た い な ぁ ,

と 思 っ て お

りま す ｡

◎ 授 業 内容 その も の だ けで は なく , 休憩 の 時 の 話や 紹介が と て も興味の わ く

も の だ っ た ｡ 終わ っ た後 に 充実感が得 ら れ ,
受 けて よ か っ た と 思 えた 授業

で した ｡

6) 考察

c D - R O M 教材 c o ll e g e L lf e を使用 した今回 の 2 ク ラ ス の 指導効尭は T O E I C

L ist e ni n g S e cti o n で それ ぞれ 5 1 息 5 4 点 の 得点上昇が観察され ,
3 ケ 月 ,

1 0

回 の 指 導 に よ る 効果 と し て は 極 め て高い も の と 言え る ｡ 学習者 の 総学習時間

は語嚢学習を含め .
約 4 0 時間 と 推定 さ れ る が

,
T O E I C の List e n i n g ス コ ア を

6 0 点上 昇 さ せ る の に 2 0 0 時間 か ら 25 0 時 間 の 8 ヶ 月 に わ た る研 修 が 必 要 と 報

告 さ れ て い る中で ( T O E I C 運営 委員会 1 9 9 6) , ほ ぼ 3 ケ 月 の 指導 と学習者の

自 己学 習 に よ り ,
そ れ に 近い 効果 が得 ら れ た こ と に なる ｡

学習者 に よ る 教材 ,
授 業に 対 す る 5 段階評 定 結 果 や自由筆記意見 か ら は ,

と く に 否 定 的 な評価 は な い ｡ と く に ア メ リ カ の 大学を素材 に し た学 習 は 学習

者 の 興 味 に 訴 え . 学 習 に取 り組む熱意 を向上さ せ た こ と がう か が え る ( 塞

3(1) - 1
,
1 5

, 表 4(2)) . 分 散学 習 を 導 入 し, 種 々 の 情報をも と に 順 次 に 難易 度 を

上 げ る こ と に よ り
,
自 然 な素材を使用 し た学 習 を 可能 に す る と い う 三 ラ ウ ン

ド ｡ シ ス テ ム の 特徴 に つ い て も表 3(1) , 表 4( 1) か ら学 習者が そ の 点 を十 分 に 理

解 し, 学 習 に 取 り 組 ん だ こ と がう か がえ る ｡

一

方 今回 の 授業形態 の特徴で あ る ,
C D - R O M 教 材 に よ る自 己学 習 , 授業 に

よ る そ の 内容理解 の 確認 ,
他 教材 に よ る 学 習 , 学 習方 法 に 関す る 学 習 に つ い

て も表 3(2) - 1 に示 され て い る よう に高い 評価を得ただけでなく ,
表 6(4) の 自

由筆記 に よ る感想 か ら もそ の 効 果 の 高 さ が 指摘され て い る ｡ あ る 調 査 に よ れ

ば
, 英 語 を 母 国語と し て い る 国民 は 1 8 歳 に なる ま で に 約 5 0 , 0 0 0 時 間英語 を 聞

い て い る の に 対 し , 我 が 国で の 英語教育 で は 高校卒業ま で に英語を聞く時間

は ほぼ 1
,
0 0 0 時間 で あ ろ う と推 定 され て い る ( 竹蓋 他 2 0 0 1) ｡ 授 業 に おけ る 学

習 だ けで は 決定 的 に 不足す る ｡ こ の 1/5 0 の 学 習 時間 の 差 を 少 しで も縮小 さ せ

る に は
,
高 い 効率を有す る C A L L 教材 を使用 し.

授 業以 外 の 時 間 を利用 し て

自 己 学 習 す る こ と が 不 可 欠で あ る . 今回 の 学 習者は こ の こ と を認 識 し ,
必 ず

し も 容 易 で は な い 課 題 を こ な し ,
数 多 く の 小 テ ス ト を 妥 当 と 評 価 し ( 秦

3(2) - 7
,
1 0) , 結果 的 に 高 い 効果 を あげ る こ と が で き た と考 え る ｡

もう ひ と つ 今 回 の 授 業 実践 で 留 意 し た こ と は ,
授 業 に よ る 学 習 者 へ の 動 機

付 け で あ っ た ｡ 必 ず しも楽 し い だけ で な い 語 学学 習 を 長 時 間続 け る た め に は ,

英 語 を使 っ た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 必 要 性 を 理 解 し . 外 国 の 文化 , 習慣 ,
氏
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族
,
言 語を理解 し よ う と す る 態度 を育成 す る こ と が不 可 欠 で あ る ｡ 授 業の 休

憩時間 に 設 け た授 業者自身 の 体験談を交 えた動機付 け の 試 み は衷 3( 2) - 6
,
塞

4( 4) - 8 に 見 ら れ る よ う に 高く 評価 さ れ ,
結 果 的 に 学 習者 の 動機付けを高め る

こ と に つ な が っ た と判 断す る ｡

授 業 へ の 満 足度 に つ い て は ｢ 本 授業 を と っ て 良か っ た｣ と 意 思表明 し た学

習者 は 1 0 0 % で あ っ た ( 衷 3 -

( 2) - 1 4) ｡ さ ら に 表 3(1) - 1 7 に 見 ら れ る よ う に ,
学

習者 が ｢ 別 の 教材 で も 学習 し た い｣ と 表 明 し ,
開 発済 の 上級教 材

3
( c oll e g e

L e c t u r e s , P e opl e T alk , T V
- N e w , M o vi e n m e i , M o vi e Ti m e 2) を多く の 学習者が

購入希望 し た ( 1 学 習者あた り 平 均 1 . 4 教 材) こ と は ,
C olle g e L lf e に 対 す る

評価が高 か っ た だ けで なく , 学習者が長時 間 にわ た る外国語学習 の 必 要性を

認識 し , そ の 学習 に挑もう と す る態度を植え付け る こ と が で き た もの と 考 え ,

今 回 の 授業実践 の も う ひ と つ の 成 果 と考えた い ｡

8 . ま と め

本研 究 の 目 的 は ｢ 英語が で き な けれ ば 国 が 危 う い｣ と ま で 指摘されなが ら

そ の 英語力が世界 で最下位 に 近 い と 長年 言 われ 続け て い る わ が国 の 英 語学 習

者 の う ち ,
と く に 大学生 の 英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 を効 果 的 に 向上 さ せ

る こ と の で き る C A L L 教 材 を 開発す る こ と で あ っ た o 現 状 の 分析 .
膨大 な基

礎 研 究 に 基 づ く指 導 理論 の 開発 , 長期 に わ た る教 材 制作過程 を経 て , 初 級 -

上級 に わ た る 4 種頼 の 難 易 度 の 異 な る教材を開発す る こ と が で き た ｡ 開発 さ

れ た教材 は 大学
一

般 教養課 程 の 英 語 の 授 業 で試用 さ れ , 高い 効果 が得 られ た

だ け で なく
,
学習 者か ら続け て 学 習 した い と い う 要望が出された .

我 々 は 今 回 開発 で き な か っ た 初中級 の 教 材開発を次 の 研 究課題 と す る と と

も に
,
開発教材の 試用 , 教 育 効 果 の 測 定 を行 い ,

さ ら な る 教材 の 高度化を目

指す予定 で あ る ｡ 我 々 の 研究 が ｢ 高等教育改革 に 資す る マ ル チ メ デ ィ ア の 高

度利用 に 関す る 研究｣ に 寄与 し ,
日 本 の 英語教育 の 改善 に つ な が る大きな

一

歩 と な る こ と を信ず る ｡

9 . 主な参考文献

土 肥充 ( 1 9 9 5) 英 語 聴解力育成用総合型 c A I の コ ー ス ウ ェ ア の 開 発, 千 葉大

学自然科学研究科博士論文

3
文部科学省大学共 同利用機関 メ デ ィ ア 教 育 開 発 セ ン タ

-

の 企 画 ･ 制作 で 開

発 さ れ た こ れ ら の 教 材 ( 竹 蓋 1 9 9 9 - 2 0 0 0) は 財 団法 人放 送 大 学教 育 振 興会

よ り入 手 可 能 ｡

- 70 -



土肥充他 ( 2 0 0 2) 多 様 な レ ベ ル の 学習者に 対 応 した英 語 c A L L 教 材 の 開発,

特 定 領域 研究 ( A ) 高等教 育改革 に資す る マ ル チ メ デ ィ ア の 高度利 用 に 関

す る 研究 , 平成 1 3 年度計画研究 研究成果報告書 ( 坂 元昂) , 2 5 6 - 2 5 8

文 部科学省 (2 0 0 1) 平成 13 年度文 部科学省白書 , 文部 科学省高等教育局留学

生課

N ati o n , I ･ S ･ P ･ ( 1 9 9 0) Te a c hi n g a n d L e a r n i n g Vo c a b ul a ry , H ei nl e & H ei nl e P u bli sh e r s ,

B o s t o n

高橋秀夫 (1 9 9 9) w i n d o w s 版英 語語嚢学習用 ソ フ ト ウ ェ ア の 開発 , 言 語文 化

論叢, 6 :1 1 5 - 1 2 9

高橋 秀夫他 ( 2 0 0 1) 英 語 c A L L 教材の 高度化の 研 究 , 言 語文化論叢,
9: ト2 2

竹 蓋 順 子 ( 1 9 99 ) コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能力 の 養成 に 寄与す る語嚢指導 .

L a n g u a g e L a b o r a t o ry , 3 6 : 9 7 - 1 1 6

竹蓋 順 子( 2 0 0 0) 大 学 英語教育 シ ス テ ム に お け る複合 シ ス テ ム の 実 践 的研究 ,

言 語行 動 の 研究 , 7 増刊第 二 版: ト5 9

竹蓋 順 子 , 竹蓋辛生 , 高橋秀夫 , 土 肥充( 2 0 0 2) 英 語総 合力養成 の た めの C A L L

教 材の 開発と そ の 試用 : 科学 研究費補助金 に よ る 研究 ,
A R E L E , 1 3 : 1 9 9 - 2 0 8

竹蓋 草生 ( 1 9 9 7) 英 語教 育 の 科学 ,
ア ル ク

, 東京

竹 蓋 草 生監 修 ( 1 9 9 9 - 2 0 0 0) c o lle g e L e c t u r e s , P e op l e T a lk , T V
- N e w s , M o vi e Ti m e 1 ,

M o v i e Ti m e 2
,
C A L L 教材 シ リ

ー ズ 英語 上 級 ,
メ デ ィ ア 教 育開発 セ ン タ

-

,

千 葉

竹主 事生他 (2 0 0 1) 英語 c A L L 教材の 高度 化 の 研 究, 特 定債 域研 究 ( A ) 高等

教育改革 に資す る マ ル チ メ デ ィ ア の 高度利用 に 関す る 研究 , 平 成 1 2 年度

計画研究 研究成果報告書 (坂元 昂) , 1 5 9 - 1 7 2

竹蓋 畢生監修( 2 0 0 1) ,
C A L L 教材シ リ ー ズ英語初臥 Li st e n t o

J'
M e! F i, s( L ist e n i n g ,

千 葉大学 . 千葉

竹 蓋畢 生 監修( 2 0 0 1)
,
C A L L 教 材 シ リ - ズ英 語中上級 ,

L ist e n t o M e! C olle g e L lf e ,

千 葉大学
,
千葉

竹蓋畢 生 (2 0 0 1) , 研 究 ト ピ ッ ク ス :
f'

I T
‖

時代 の 英語教育 ,
ニ ュ

ー ス レタ ー

高等教育 と マ ル チ メ デ ィ ア 4 号 , .
特定 領 域 研究 ( A ) ｢ 高 等教育 に 資す る

マ ル チ メ デ ィ ア の 高度利 用 に関す る研究｣ ( 領 域 1 2 0) 8 - 2 2

竹 蓋 幸生 監修 (2 0 0 2) , C A L L 教材シ リ ー ズ 英 語中級 ,
Li st e n t o M e! I n t r o d u cti o n

t o c oll e g e L lf e , 千 葉大学 , 千葉

竹蓋 草生 監修 ( 2 0 0 3) , C A L L 教 材 シ リ - ズ 英 語 上級 , L ist e n t o M e! C o ll e g e L lf e

II , 千 葉大 学 ,
千 葉

竹 蓋 畢生 他 ( 2 0 0 2) 外 国語 c A L L 教 材 の 高 度 化 の 研 究 , 特 定 領域 研 究 ( A ) 高

等教 育 改革 に 資す る マ ル チ メ デ ィ ア の 高 度利 用 に 関す る研 究 ,
平 成 1 3 年

- 7 l -



度計画研究 研究成果報告書 ( 坂元 昂) , 2 4 ト2 6 9

T O E I C 運営 委員会 ( 1 9 9 6) ス コ ア
･ マ ニ ュ ア ル S c o r e R e cip ie n t s

'

M a n u al
, 財

団法 人 国際 ビ ジ ネ ス コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン 協会 , 東京

T O E I C 運営 委員会 ( 2 0 0 2) T O E I C テ ス ト 2 0 0 1 D A T A & A N A L Y S Y S
-

2 0 0 1

年度 受験者数 と 平 均 ス コ ア ,
財 団法 人 国際 ビ ジ ネ ス コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

協会, 東京
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利 用 に 関 す る 研究｣ ( 額 域代表者 : 坂 元昂) の な か の 計 画研 究 ( カ) ｢ 外 国語

c A L L 教 材の高度化 の 研究｣ ( 研 究 代表者 : 竹 蓋草生) の
一

部 と し て 行 わ れ た

も の で あ る ｡
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